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中園地方の街並みと建築家の「語り、夢、作品」

日本建築協会
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架ける、築く、明日を創る

株式会社片山鉄工所は 10月1 日より社名変更し 、

片山ス卜ラテ ック株式会社として新たなスター卜

をきります。

社会の変化を背景に 、橋梁・鉄構業界が新しい局面

を迎えつつある中 、私たちはより柔軟な発想を持つ

未来志向の企業を目指し、社業を見つめ直し 、社名・

マークを一新、新たな一歩を ふみ出しました 。

ストラテックは「構造物= ストラクチャー」と「技術=

テクノ口ジー」の合成語。マークは、社名のイニシャル

K Sをモチーフとし 、伝統・信頼と挑戦を感じさせる

K と、新た な世界の拡がりと創造を想起させる

S で構成。ともに、75年にわたって社会の基盤を支え

てきた高い技術力を背景に、社会への積極的な提案

を行い 、明日の社会・環境創りの一翼を担おうと

する企業姿勢を表しています。

片山ストラテ ック株式会社は 、技術と信頼をベース

に、未来への架け橋となります。 r創造と挑戦」の

精神で、明日を創ります。

片山ストラテッヲ株式会社

本社大阪市大正区南恩加島6丁目 2番21号干 551 TEL :  06- 552- 1231 (代表)

支庖: 東京 営 業 所 : 札 幌 仙 台 名 古 屋 広 島 福 岡 工場: 大阪東京
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太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせるD

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の 陰 影、

タイノレ一枚一枚がまるで、 意思をも っているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 ｾ毎新第 一 生命ビ ｊ レ東館東陶機器 州 大阪支社までご請求ください 。 宮 ＰＶ Ｈ ＳＶ Ｔ Ｉ 118 1  
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日本建築協会会告

話題建築を聞く 第14回

ホテルJll 久 永田祐三氏に聞く

南紀白浜の海岸に、ヨーロ ッパの古城を 恩わせる、会員性の高級ホテルが誕生しま

した。既に他誌で詳しく紹介されておりますが、まさに豪華で重厚、綴密なデザイン、

そして建設手法について驚嘆させられた方も大勢おられることでしょう。世界中より

一流の職人と材料を集められ、セ' ネコンを 介さずに自営 ・手作りの作品ということで

話題になっています。

今回は、設計者の永田・北野建築研究所の永田祐三氏をお招きして、スライドを見

せていただきながら、直接お話を伺えるチ ャンスが得られました。飲物を片手にくつ

ろいだ雰囲気で、質疑応答 ・ディスカ ッションの場となることを願って、多数のご参

加をお待ちしております。 ( 酒井重治/ 事業委員 ・野村建設工業)

日 時 1992年 10月19 日( 月) 18 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

( 大 阪 市 北 区 梅 田 ト ト3- 2100大 阪 駅 前 第 3 ピル21 階)

今日可能な限りの様々な建築言語を用いて、世界中のあらゆるところで、おび

ただしい数の建築の表現が試みられています。 しかし、これらの表現には、近

代建築が人々から離れつつあるという一世的な認犠力守司えます。その原因と始

まりカ苛ムの講義の主要な点のひとつであります。

前産業革命の時代あるいはさらにそれ以前の時代に遡ると、建築はもっと力強

く人間的な視野を持っていました。私ははたしてこのような視野を将来確立す

ることができる力活かということを議論していきたいと思います。

我4 は日本で西，羊の理論と近代建築を学び、戦後の建物の実践もその方向へと

移行してきました。 しかしなが勺、同時に我々の精神4膏造は、東洋人という宿

命に鱒られています。 どんな精神も伝統といった代物から完全に解き放たれる

ことは不可能なのであります。 このような東洋と西洋の狭間において、私は真

の建築言語をなんと力発見し、それを実際の作品に具体化する方法を見つけだ

さなければならないともがき苦しんで参りました。

最近、私は、ポストモダニス.ムの後に何がやってくるだろうかと、その近づい

てくる足音に耳をそばだてながら、はなはだ実験的なプロジェクトを完成させ

ました。私の講義の中で、その結果をお話ししたいと思います。 ( 永田循三)

永田祐三 (ながた ゅうぞう)

1941 大阪生まれ

1965 京都工芸繊維大学卒業

竹中工務庖入社

・主な作品神戸製鋼所健保体育館、

ロンシャン本宇土ヒソレ、ロンシャンア ｉ ｾ レル

ピル、長瀬産業本社ビル、松蔭女子学

院大学短期大学、三基商事東京支広

ピル

1985 永田 ・北野建築研究所設立

・主な作品 光世証券京都ゲストハウ

ス、富山源新保工鳴、ジオン商事安治川

配送センヲ一、上野邸、西国邸、ホテル川

久

西洋と東洋の

狭間で

. 建築概要

所 在 地 和 歌 山 県 西 牟 妻 郡 白 浜 町

3745 

E宣 言十永田 ・北野建築研究所

施 工 自 営

( 協力喜多工務底 、佐田建設)

敷地面積 14 ，328. 5 m'  

建築面積 5，434. 1 m'  

延床面積 26，076. l rげ

情造規模 SRC、一部RC、9F、PI

仕 上 屋 根 中 国 瓦

外壁: イギリス煉瓦

フランス石

工期 ＱＹＸＹ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＱ 年 ＱＱ 月

定 員 30人 ( 申込多数の場合は抽選)

参加費 会員 2，000円、 一般3，000円 * 含、資料、飲物、消費税

申 込 10月12日( 月) までに、ハガキ、 F A X、電話で( 初日本建築協会事業課へお申込み

ください。

1  ) 催し名 ( ホテル川久一永 田祐三氏に聞く) 、 2 ) 氏名、 3 ) 会貝 ・一般の

別、 4 ) 勤務先、 5 ) 参加託送付先、 6) 電話番号を お知らせ願います。

( 初日本建築協会事業課 F A X  348- 0634 T E L  348- 0633 

〒530 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

* 参加証を 10月13日( 刈に発送します。

岨築と社全/ 1992' 1'. 9) ) '，}  3  



4  

日 本 建 築 協 会 会 告

話題建築を聞く 第15回

ブレーンセンター風の万華鏡 新 宮 普 氏 に 開 く

大 阪 天 満 橋 付 近 、 大川 の ほ と り に 「 風 の )J 41 : 鋭」と称する新宮背氏の風の彫刻、 一

風 変 わ っ た 建 築 が 完 成 し 、 周 辺 の 長 銀 を や わ ら げ て い ま す 。

ロ ー マ て ‘ 油 絵 を 描 い て い た 氏 が 、 ふ と し た き っ か け で 立 体 に 興 味 を 持 ち 、 風 で 動 く

も の を 作 り 出 し た の は 1965年 の こ と だ そ う で す 。 そ れ 以 来一 質 し て 、 風 、 水 な ど の 自

然 エ ネ ル ギ ー の 中 に 生 命 を 求 め 、 自 然 と の 対 話 を 作 品 の モ チ ー フ と し て 、 次 々 と 新 し

い 作 品 を 完 成 さ れ て い ま す 。

そこで、 「風 の 万 華 鏡 」 を 通 し て 、 新 宮 普 氏 に そ の 創 作i1j 学 を お 聞 き し た い と 考 え て

い ま す 。 皆 さ ん 、 こ の 機 会 に ぜ ひ 新 宮 さ ん と 直 接 対 話 し て み よ う で は あ り ま せ ん か 。

多 数 の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。 (小 笹 光彦 / 事 業 委 員 ・ラ ン テ ッ ク 計 画 事 務 所)

日時 ＱＹＹＲ 年 ＱＰ 月 ＲＶ 日 Ｈ 月 Ｉ ＱＴ ・ ＰＰ ｾ ＱＶ :  00 

会 場 大 阪 建 設 会 館 6 階 研 修 室 ( 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 ト30)

* 地 下鉄 谷 町 線 「天 満 橋 駅 」 よ り 徒 歩 約 5 分

「風の万華鏡J の玄関ホールには l 枚の薄い凹面鏡が

45 0 ) 角度て官に吊られている。その鏡には、塔を貫通

するように組み込まれた 81困の動くオブジエが、頭上

のさEも含め、すべて映りこんでいる。相似形のオブジ

工たちは、逆遠近法に従って下から少しずつ大きくな

っているので、手前のオブジヱに完全に覆われること

はなく、すべてが映るイ士船けになっている。

屋外の 31固のオブジ工は自然の風で動き、室内の 5個

は、ら脚皆段の拭きぬけを上昇する気荒で自在に回転

する。それぞれの動きは気まぐれて変化に富んだリズ

ムをt寺っている。

風や陽う弘天候や季節の変化といった、すべての自然

条件の影響を鋭敏に受けるこのスペースでは、都会の

日常生活の中にも自然が豊かに存在することを、新鮮

に感知することができるだろう 。

私は長年、風や水など、自然エネルギーで動くものば

かりつくってきた。そして、あきるどころかますます

面白くなってきている。それは、自然エネルギーの持

つ微妙で豊かな性格が、少しではあるが、わかりかけ

てきたか勺かもしれない。

都市空間や建築の中にも、したたかに存在する自然の

原理と エネルギーの魅力を最大限に引き出してみせる

装置として、私はこの± 前〉ある建物を考えた。古来す

べての塔がそうて・あったように、この塔も、強烈な縦

軸によ って地よと宇宙とを結びつけ、人守の希望や勇

気を与えてくれることを願っている。 ( 新宮晋)

. 建築概要

所在地大阪市北区天満 4 - 74 

総 合 設 計 新 宮 晋

設計監理尾形建築事務所

建築施工松村組

オブジェ エー・アイ ・エム 新宮アトリ工

敷地面積 132. 49 m'  

連築面積 91. 35m'  

延床面積 525. 50m'  

構造規模 RC、一部SRC、6F、P I

工期 ＱＹＹＱ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｓ 月

定 員 80人 ( 申 込 多 数 の 場 合 は 抽 選)

参 加費 会 員 1，500円、 一 般 2，500円 (含 、 消 費 税)

新 宮 晋( しんぐう すすむ)

1937 大阪生まれ

1960 東京芸術大学絵画科卒業

イタリア政府留学生としてロ マ国立美術

学校で学ぶ

197 1  ハーバード大学視覚芸術センヲ客員芸術

家 ＨｾＱＹＷＲＩ

1984 兵庫県立近代美術館てイ回展「呼吸する彫

刻たち」開催

1987 世界巡回野外彫刻展r ウインドサーカス」を

ヨ ロッパ ・アメリ力の 9 都市で防Hlli

ＨｾＱＹＸＸＩ＠

199 1  ロッジア ・テ' ッラ ・メルカンツィア( ジェノ/ ( )

て個展開催

- 主な受賞

1979 r雑動! の森学園 J の屋上造形により第 4 回

吉田五+ 入賞

第 B 回現代日本彫刻展で国立国際美術

館賞 ・兵庫県立近代美術館賞

1986 横浜ピエンナ レ'86彫刻l展で大賞、第 18

回日本芸術大賞

1989 第 6 図へ/ リー・ ムーア大賞展特別優秀

賞

申 込 10月1911( 月) までに、ハガキ、 FA X、 電 話 で 即 日 本 建 築 協 会 事 業 課 へ お 申 込 み

ください。

1  ) 催 し 名 ( 風 の 万 華 鏡 一 新 宮 晋 氏 に 聞 く) 、 2 ) 氏名、 3 ) 会 員 ・一 般 の

別、 4 ) 勤務先、 5 ) 参 加 証 送 付 先 、 6) 電 話 番 号 を お 知 ら せ 願 い ま す 。

( 初 日 本 建 築 協 会 事 業 課 F AX  348-0634 T EL  348-0633 

〒530 大阪市北区梅田 1- 1-3-2100

* 参 加 証 を 10月20 日( 刈に発送します。



‘ 兵 庫 県 公 館 見 学 会 「 丘 代 建築再生シリーズー

( 迎賓館・県政資料館)

ＭＱ ｾ ｩｬｬ 物は、 Ｑ ＱＱＱＱ '1土n の E設計により lり1ifi35年に !'<I ，j( 山本 J i'合として

往設されたものですが、! 被災による内郊の焼失など幾多の! 絞らとを併

なヵ、ら、 II!H1160年に 、' 1" 必古11分に大会議本を hYi 築しそ の |ーを以 上院

1，;<1として桜 Wi するなと、新たな機能も付 JJII させながら、 1リ1ｩｦ￬ の ＱＨｬｩ ［ｪｌｾ

を比 '1'; に保 らせています。

今 ｼ口 ｬ は、近代位築 ｪｬ￮ Ｎ Ｇｩ 二Ｎシ リ ーズ ｾＢＢ［ 3  1111 として、 Ji;- J<F l'，¥公館 を対象

に説場ウォ ｹ チンクを行い、｝ＮＮＡＮ ・ ＱＧ［ に Ｇ ｉ ｾ まれ変わ っ た情的 ｬ を実感いた

だきたいと思います。 ( 111'1' 進三 / '1';; 佐委以 ・大阪市長11市終備}.. j l  

日本建築協会会告一一一 ー

日 時 1992年 10月27 1-1 ω14: 30- 16:30

集 合 兵 崎 県 民 会 館901号 待'd兵blf l'，l公館の北京 Ir材、ぃ)

定 員 30人 ( I11込多数の場令は. f llli き)

参 加 費 会只 1，500円、 一般 2，00011:1( 含、 消 費 税)

申 込 10 )1 1911 UI ) までに、ハガキ、 F A X、活話で( t I ) ＱＱ 本建築協会・ ｉ ｾ

業言I ! へお 11' 1込みください。

1)  fli iし名 / 兵庫県公館凡学会、 2) 氏名、 3) 会貝 ・一般の) ) I j 、

4) 勤 務 先、5) 参加 証送付先、 6) 電話番サ、をお知らせ願いま

す。 *参加鉦を10月初日ωに発送します。

(tU 11 -1主主I ! ; 築協会卒業W，R F A X  348- 0634 T E L  348- 0633 

〒530 大 阪 市 北 区 梅 IJJ 1  - 1  - 3  - 2100 

- 兵庫県公館建築概要

，ｾ斤 Ｈｦ J血 相I'); ｾￍＧ ｉ Ｇ 央 ｬ 天下山下 ｩ 且 Ｔ Ｍ Ｔ Ｍ Ｑ

，没 ;11' ｊＧ ，ＡｯｉＱ リ，ｾｲＮｉ ｜､￭ｗ Ｍｩｓ ｬｬｬ｜Ｇ バ締 法

hm r_ 竹 中 l"Aj若} ，，; . f出川仁務 /，'j J V

敷地1(' 附t 8.844.00m'  

生l!築1(' 巾，'1 4.671. 88m' 

延/-t.: I(，ift't 9.651.42m'  

m泣 J JHx RC、段、 3F、P1

1:  JUJ 19831
ド611- 1985年 4fI 

旧兵庫県庁舎は明治の代表的な廷築家て・ある山口半六氏の設計によって目月治35年に峻

工したが、昭和20年3月に戦災にあしせ尭失しむその後、残つTこ外壁をもとに復| 日さn_ 県

の分庁舎として再利用されてきむ

今回の保存再生工事に当たっては迎賓館と県政資料館としての機能を持たせ、意匠的に

は都市景観形成における歴史的文化遺産として限りなく明治に近づけ復元させることとも、つ

Tこゐ

偽造については旧煉瓦造建物の外壁U 忙造洋卜ラスの屋恨を残し、他の間仕切り壁 lお散

去し、内側にRC壁式構造を新設し、 アンカーにより煉瓦壁と一体化を図った

外観においては、問中央部の大屋狼を創建当時のドーム屋恨L 復元した 外壁窓I - I J ア

ルミ製建具を使用した力¥上げ下げ窓を中心に窓4杢');'1') なとは| 日庁舎に倣っている

内部においては、旧庁舎の写真をもと L 木製随型ベティメントイ j建具、腰不自キ反日占、プ

ラスター笠を基調L 照明器具等もイメ シの私承を図っている

さらに正面協の門衛所や唐草様似タ付加の復元を行い、明治の息吹を現代に長らぜた

伊守内秀千台、 育↑ l回td針)

‘ 第2回大阪府公共建築設計コンクール一課題 : 緑・光あふれる さわやかトイレー

大阪府が建築する 小 規 模な公共地設の基本アイデアを 、 高 校生 ・

4 修学校生等から公募することにより、 J I< < 人びとに愛され親しま

れる公共建築 づく りを進めていくこと、また、青少年に ｲ ｾ［ ｊ を与

え、勉学の励みとするとともに、建築に対する 関 心 を一 財布め るこ

とにより、将来の建築技術者となる青少年の育成に寄与することを

" 的 に、大阪府の 主催で、設計コンク ル が 行 わ れ ま す。

なお、大阪府では、本コンク ー ル の 披優 秀 作 品 の 従 案 趣 旨 を 生 か

して笑施設討を行い、建築する予定である 。

課 題

大阪府は、 n然 公 閣 内 の既 存 使 所のリフレッシュ 化 を進めている 。

その対象として計画している r くろんど園地 の 公 衆便 所J (大 阪 府 交

野市 ・府 民 の 森) を 課題にコンクールを笑施する 。

精 進 規 模 木 造 ( 一昔IS鉄筋コンク リー ト造) 平 屋 建

敷 地 而 積 約200m' 延 床 而 積 約50- 60m'

後援等

後援 大阪府ー教育委員会 ( 附大阪21世 紀 協 会

協賛 (伯 FI 4 s : 建築協会 ( 他大阪府建築 士 会 (ω 大 阪 建 築 士 事 務 所 協

会 刷 新 日 本 建 築 家 協 会 近 畿 支 部 制 大 阪 府 建 設 監 理 協 会

審 査 委 員 (順不|百J )

紙 野 桂 人 ( 大 阪 大 学 工 学 部 教 授 ) 一 審 査 委 貝 長一

日 続 叡 子 ( 大 阪 府 教 育 委 員 )

， Ｚ ｾ， ［土悦子Ｈ造形 作 家Ｉ

実 藤 清二 ( 大阪府建築部営繕室長)

太田 降 信 ( 坂 倉 建 築 研 究 所 取 締 役 大 阪 事 務 所)

l帥 ;M 修 ( 大阪芸術 大学助 教 授)

試 辺 隆 lり1 Ｈ大阪府農 林苦 ｉｓ 紋の環境整備 室参 Ｇ ｉｾ Ｉ

応 募 資 格

. 第一宮IS (日校生の昔IS)

大阪府下の工業高等学校建築科等に在籍する生徒で、個人または

3 名 以 下 の グ ル ー プ

・ 第二苦11 ( 短大 ・専修学校生等の苦IS)

大 阪 府 下 の 短期 大 学 ・専 修 学 校 ・高 等 職 業 技 術 # 門 校 の 建 築 学 科

書寺; に在籍する学生で、伺人または 3 名 以 下 の グルーフ。

入 選 作 品

最優秀作，' . T，1't (大阪 府 知 事)

優 秀 作 品 位 ( 大阪 府 教 育 委 以 会)

( 大阪21世 紀 協 会)

( 大阪府建設監聞協会)

H  作 ( FI 本 建築協会)

参加 賞

応 募 期 間 等

( 大阪 府 建 築 上 会)

( 大阪建築士事務所協会)

( 新 日本建築家協会)

1  Ｉ，Ｇｾ＠ ' L' t品( 10万円栴| 当 )

l 点 1'tn'1， (  5 万 円 相 当)

l  点 目 品 ( 5 万 円 相 当)

l 点 n品( 5 万 円 相 当)

ｬｬｾ＠ 賞品 ( 3 万円相当)

1  Ｉ，Ｇｾ＠ n品( 3 万 円 相 当 )

1 点 釘品( 3 万 円 相 当 )

1 点 釘 品 ( 37J 円 相 当 )

全 員 記 念品

募 集 要 領 の 配 布/ 平 成 4 年 9 月初旬( 建築音IS常 総室で配布)

応募締切り1 - 1 / 平 成 5 年 1 月20 円削

入 選 者 発 表/ 平 成 5 年 2 月 '1' 句

応 募 作 品の 送付 先 ( 受付場所) / 大 阪府 建 設底辺! 協会内 ・ 大 阪 府 公 共

建 築 設 計 コ ン ク ー ル 事 務 局

問 い 合 わ せ 先/ 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 推 進 係 f i  06- 941- 0351 

5  



日本建築協会会告

( I'fl !l )  

「プロのノウハウ」講座シリーズ‘ (第8回)

一 建 築 と 緑 -

瀧光夫氏講演会とシヤーフ。労働組合研修レクリエーションセンター『アイ・アイ・ラン陥の見学

日 時 1 9 9 2年 10月13日(火) 1 6 : 0ト 1 9 : 0 0 見学会 : 1 6 : 0ト 1 7 : 0 0 講演会: 17: 0ト 19: 00

会 場 シャープ労働組合研修レクリエーションセンタ｟ Ａｲ ァイ・アイ・ランド ｾ 1  &  1ホール

( 四傑畷市大字蓬阪458)

※ J R学研都市線 「四傑畷J 駅下車、近鉄パ ス 「高 山J また は「山口 )11 J 行に乗車、「逢阪」下車、徒歩約 15分。

「四依畷J 駅からタク シーで15分。

駐車場あり 。〔詳細は参加証にてお知ら せし ます〕

講 師 瀧 光 夫 氏( 灘光夫建築・都市設計事務所主宰)

このたび、 「フロの/ ウノ、ウ」議l坐シリーズ? f ' ; S IIII と し て 、 今 年 11

ｾＨ往築中会作品引を受賞された ｴ 詑光夫氏をお Ｎｭ きし、受賞作品であ

る 『アイ ・アイ ・ラ ン ド の 1 &  1 ホー ルにおいて、" 往築と紘かにつ

い て お Hlt をお 1，;J ，、します おeiAの i設 後 に は 、 瀧 氏 に 対 す る 'l't UI.[:;.{干

の H年11¥1L  Jl J 立 い た し て お り ま す

という' 投を 打 ち 破 った 11 QJ で lリl る く 、 快 適 な リ ゾ ー ト 雫 ji¥1 をどよ奈 し

ている r アイ ・アイ ・ランド 』 の 比γ ・もh ，、ます

1'1然 を '1かした、内庁1¥と 外 部 が 一 体 と な った，也染っくりをコンセ

フトとし、との宅 Ｑ Ｑ｜ Ｑ からも ｵ を ｩｲ Ｚｾ ｊ 喫できる、 ｼ付 と外、 ｦ ｊＡ築とｩｈが派

然 一 体 と な っ た 令 川 の '1'で や fJ ! 築と tγ に つ い て J5・え て み ま せ ん か

ご 友 人 お さ そ い の 上、 ふる っ て こ 参 }JI I 卜さい

6  

また 、 fjf せ て シ ャ ー フ 労 働 組 l イ干のご J't 立 に よ り 、 労 Hi}J キIl{ ¥，の地 J立

発i t 行 ｹ ヘ ー フヴ汁 ｾｪｊｭｻｾ 総{i' 7 ロテ ユース A A P  

1i1 .:1 ぜ後‘ ｾｴ ￯ｌＺ夫

十品込 ｪ Ｇￍ ｾｫ ￯ＧＺ ， ｮＢｩ ｲＮ ｷ 先ＭＧＮｾ Ｎ十 キノキ ｨｙＮｪ ＱＡ，［止Ｇ，￬ｉ

"立制li :  ， ｩｲｴｦｾｩｨ［ＱＱ［Ｑ＠

l池 l  竹中 l 務J.lt ・ンベ・ーフテクノシステム

'JjkJ 也I( ，ifu 75 .4:J:l1II 

1也築IMI! ・( 2.5:30111 Ｈ ｾＧｦｴ￮ｩ Ｚ ＲＮ＠ 2&) 川、コテージ 2.11111 )  

延)-l <IMh't :1.545111 Ｈ ｾＧｦｩ￮ｩ Ｚ ＳＮＲ Ｑ Ｎ ｬｭ 、コテジ ＳＳＱｭ Ｉ

他込・附数 HCj 1; .  .荷1¥5込 j 、広( コテージ・クラフト )

I也1-.2 1析、n十J.;! . I I;ri

i二安純1，;立 ｾｉｉＨｉＨｊ ホ Ｍ ｊＨＮＮＮ Ｎ 会品主 ・ レストラン ・ ハ ー コー

ナー ・不内 7 - J l- ・テニスコー ト 1占l. Jj; j丘. 7

ラフ 1. 1.i.:Jj.! j  • li'idl 地862 ・コテージ

1". 'I' ;.J YJlIl J  1  981{11' .  9  }  J  - 199()iド 2 }J 

定 員 80?' ，( 申込多数の場合は抽選)

参加 費 会 i μB ，OOOμ円J 、一 般4 .0∞001い川lけiμ( iれげ川lド円'j'{代'ifお悦』兄t をf合干もむ. ) ※.寸!竹'11けl 交 f千.

- 主な作品 ・受賞

- 瀧 光 夫氏

Ｑｾ ｬＺｬ Ｖｦｦ＠ JL‘ !;以Lν川'1伝勾まil

l円95以9
1

川
f
可1'- J点i江':r.J郁Ii}大、ぐご.'下f

日品|品L迎U也1苦渋?γ 、刊、'1 "1γ".1.忠
〈

196111'.  ボ郎大γ: }、:'t

院修ＱＺ， ［ＧＮｉｈＧ ， ｾｦｉｓ I  

1  ( ) ( )4( 1・ ｾＺＺｉｅｉ コロＯビ

7ア> ) 、〈山;

lド円tり)7引If年1ド一 《此〉光t 人也f接企 .  

行 ｪ［ｲｬｩ ， ｩｬｵｬ ・ ｉｾｦ￱ＡｩＩ￭ Ｇ ，［ｾ ¥'(  

1975 交知県総化セ ンター あ ｉｈｉＢｬｩｬｬ ｽ Ｎｩ￲ ｾｴ 協会 Ｇ 氏

1978 尚槻r ! j t ' i 外観光セ:.- 7 ー

1980 ｉｍｉ 品 ｱｲｬｩ 公 ｬ 州 ｬ ， ｲｬｩｕｦ 凶Ｈ，物 ｉｾｉ

1983 イ;111り川t. ' LoA験場11( '1品I¥ ｾＢＧ｜Ｒ Ｕ ｛ＱＱＱ 位決 Ｑｊ 品会計、 (， 

111 ｜Ｇ，ｾ Ｎ ｜ｊＡ築Ｇｦｬ、 ｾＱＱＵＱＢＱＧＢ 剖池徐行、，ｾ｜ 2  1"1 ｾｾ＠ j'.cill ｾＧｴＱ＠

tlluE人ー1:( よれ

1983 Ｉ、ｪ｜ｉＮｻｊ ＨＮｦｬｬｬｬｦｦｩｾ Ｑｊ也打 ｬ￭ｲｬｩ 綜 Ｑ 凶Ｈ，物 ｙｉＢｉ Ii : と紋グ刈1I，，:k，;Ji

1986 にしき-:;:_:牛;ト1.ヒ ル ｊ Ｎ ｌＺＡＺＺ， ｲｬｩｦｾｦ［ｩｬｬ 染物

1987 水/; rl i M物公|事|

1988 I，;j 1の弘主をは 仁めとする 述のjt. ft 弘司、ーのふ， 1

11 ｾ ， ｪ 立 ｉｗ￯ 会ＱＧＱ

1990 IEII 祭牝と駄の仰弘会 ' 1EI 際/ 1( '1;えのftii J 、 ユニオ/・

スクエアカーテ/ J

1991  ンベ- 761刊事レクリエーンヨノ センター 1&  1ラノ

r  11 本i主役 J 会'rt

r 建築と縁 (II;J.:> 趨築按術選書〈特義版〉

1  ＪＧｾについて

2  駄をニわした人たち

3  さまさまな H 人 l とi ' I然

ムl 也築と H

5  H ，ili ，hl の IjiJ 伏

6  ＪＧｾ の Ｂ ]i lhi と校法

7  ＪＧｾ の テサイ ノ

8  ftll .物につい て

9  ＪＧｾのティテ ー ル

テキスト ｱ Ｎ往 ｩ主Ａｾ築島と ｴ紋 ｫ ， を参考ｼ似凶 χ刈 ｬ 目， Ｑ月Ｚ として 勺 ＱＱ ＱＡＱｩ Ｇル正上れ μ ，ツｊ光ＧＯＨＺＮＱＮＭ己 ｕ し、たします ※ 一 ｩ部 ｦ刊仙ｼ口｜ｾ判判‘ ｩ与ＧＢ令 Ｑ川 ＱＱ山州 ＱＱ削 ｬｩＳＮＶＰＰωｬ ド川 ｬリ ｊ ｃｩ υげ山 ｪＧ内 Ｇｪ '{ 'l  fi l.を :t む〕

申 込 10}  1  2  11 附までにノ、ガキ、 F A X 、 屯I115 で 11 本 位 築 協 会 事 業 諜 へ お ql 込 み トーさい (  [ )1mしれ ( フロ の /

ウハウＢ 品Ａセ Ｉ 、 Ｈ ＲＩ 氏 名、 Ｈ ＺＩＩ会 ￬ｾ . 一 般のりIJ 、( 1)勤務先、 (日) 参 }J II ，¥II 送付先、 (() )' ，l ! : ，¥丹市二けをお知l らせ怖い、ま

す

11 本4主 役 協 会 事 業 諜 干530 ) ，阪 di ，1じ|メ; 仰 1111 1  :) 2100 Pi¥X  06 348 0634 ｔｉｾ ｉ ｟＠ 06 3，18  ( ) ( ) : s 
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iI: I E創刊 建 築 と 社 会 C ARCHI TECTURE AND SOCI ETY 

1  

中国支部創設45周年を迎えて

特集・中園地方の街並みと建築家の「語り、夢、作品」

SPECl AL  FEATURE ON  THE CIIEE'/1NC FOR THE 4 5th ANNIVERSARI'  OF THE CHUCOKU  DISTRICT 

BRANCH  THE  STREE'l ちOF THE  CHUCOKU  DISTRICT AND  THE "OPNIONS. DREAMS. AND  WORKS'  OF 

THE ARCHITEC1S. 

会 告 オ、テル川 久 本 II I'l! i三 氏 に IlfJ < プ レ ー ン セ ン タ ー 風 の 万 華 鏡 新 白 押 氏 に IJ tJ < 兵 庫 県 公館 ( 迎 資自fL 県 政

資 料館 ) 比 '''1"会 第 2 巨l大 阪 府 公 共 住 築 設 計 コ ン ク ー ル一 課 題 林 光 あ ふ れ る さ わ や か ト イ レ ー ，プ ロ の ノ ウ

ノ、ゥ J 点 J主 y リ- ; < ; ー 住 築 と 紘一 m日 光夫氏，11位協 会 と ン ャ ー プ 労 働 組 合研 修 レ ク リ エ ー ン ヨ ン セ ン タ ー 『 ア イ ア

イ ランド 4 の l L'"{ ' ( 同仙 )

志賀 町 立図 ｅ ｾｦｩｲＮ［

田 川 市 文 化エ リア

3  

ｾｊｴ 弘理博問日記 辿 築ｾ計 Ｔ ｾ 務所 白

地 工 戸 田也監大阪立 1，1;

鮫計 徳間日 立主s築殺計 '1>務所 一一一 12

日r.-i，JlI¥.  1:11川市叫l筑 (V iS拠 徳 間日 克 也 築股引 ｩ ｊ ｾｴ Ｑｩ ｪｩＩ ｲ

地工 典付剥i 久保他殺' " 1，'1企輩体 中山 車 ｾ ｬ 成 定 也 目立

設計監理 ｭＺ畑池築ＮｬＮ Ｑ ｾ 務所 一一 ＱＶ

地 工 大林*Jl ' iN水姐設 銭 高 組 辿 設共同 .f e主体

干 単 ラ イ フ サ イ エ ン ス セ ン タ ー

特 集

空 間 に 彩 る 光/ 大 久保 久能 20  

短 汗 4 11廿/ 柿 木 裕 子 ・塚 口 明洋 2 2  

r 姫 路 市 中 町!静処 築 物 の建 築 に 係 る 紛 争 の 千二防1 f t . ぴ淵鮭に 関す る 条 例」 の 制 定 施 行/ 下 村喜 朗一一一一一一一一一 2 3

改 正 大阪 府挫 築 法 部 決 地 行条 例 を I l n 1 日 か ら 施 行 ー 福祉 関 係組 定 的 I{.f 下 統ー の 巡 用 基準的詳細1 / 浅 田行 11'1 一一 2 4

「安 雄忠 雄主II 築 展 」ふ た つ の Hi i l .  r  r. 11市 再開 先 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン y ステム: . . - - / ポジウ ム』大阪間l I I i . ' 位 毛 に

お ける 結 露防 止 設 計 ・ 施工方 法 論 ｾ ｾｖ ｦ 会 ｊ 1別1IIi . ｾ ｉ ｏ 巨 ｬ まちづく り 設 計 続技 木 造 住 宅 設計 デ ザ イ ン コ ン ペ 入 選 作

品決まる . 凶 際デ ザ イ ン コ ンベン y ョン '92一 新 jLj 市と 稲 山 市 で I IJ .j に l別悩 92住 宅 設備 展/ ホームアメニティ

ｬ日問［別日 ｈ悩 品 Ｍ 日 本 主往 ｩ主Ｚ 築 ｨ協品 会 ｨ附協 ｂ品，ｾ質 ｦ 一 2 6  

姐挫E物 を

お 布地のまちづ〈 り/ ;延低E藤長安弘 . ウ ィ ー ン に て / 大 if l_i : - 雄. 挫 築 を 陣 内 に 上 げ た ら / 問 EH'l t之 . BU1L DABI Ll T Y  

と品質 / 松 本 洋 一 30  

中 国支部l ! i1，没45周年 を迎え てー 中 国 地 方 の 街 並 み と 建 築 家 の 「語 り、夢、 作品」

出雲 仙 ｷ 公 凶 ｊ ｾ 先 制ｩｉ プ ロジ ェクト 出 主ドーム 一一 設計監理 脆品設計エ ンンニアリノグ総事業本部斉雌公則一- 3 2

地工 !IIi 品 広 1;.¥主的

作 品

広ｽｾ ， ｾリ ｉｔｾ 他 ｌ 括払 Ｑ 制セン タ 設，1r B: i JlJl : 11: 品保 安井池築設計 l J'; 務所 "]4 

施工 it'f水illil !i 砂服毒I l 日成 品 ｾ｡ 占共同企業体

設計 大統迎合<Jl 築1Il t ，1I" - 3 6

監.f11¥ 広品叫土木住築1II 1都市同 世相牒

地J : 大之本住 設 J' i.盟土品l 共同 企業体

r&Hi 監 酒l. 1111ご松正1 一一- 3 8  

地工 k 成雄投 三井主s 設 砂11; (剥l共同企 輩体

r，t;r- t監王里 大 ｨ ｬ ｴ 述 合 剖 Ｑｾ 股 ，ＱＱＢ Ｍ Ｎ Ｑ Ｎ Ｐ

施工 鉱<J l 伺 興 堀田特定雄段工事共同企灘体

;t!lJ- I監 理 井村組築股計 '1>初所 ー- 4 2  

施 工 増 岡 組 折 本雄設共同企業体

.tt J1 監理 アーパノブレーンー- 44 

施工下ｊＺｾ 他 殺

設計監 理 大肱組合也梨 fJi Jt - 4 6

施」二 共 立姐 設 松 本挫 設共同企輩1本

設計杭且! : tJ 総主s - 4H

施工 砂町I. Jl 小松工務自挫股工事挑間企業体

設計監且' 臼品II.l U I 一一一 50

施 工 刷 I削1 l

設計監理 山田保姐l築股計事筋所 一- 5 2

地 工 熊 谷 組 広1;.¥主的

，Ｚ［ｴ ｾＱ 監理河内雅就訟 Ｓ Ｑ ＧＩ Ｉ Ｇ［ 務所 5 4  

施 工 熊 谷 組 広仏文広

監 修 広 島 大 学 名 世教段 佐 雌 ! R 夫 ー - 5 6  

設，H *if. l .J11¥ フジタ 広仏文町一組挫築士事務所

拍i工 フ ン タ 用問11¥姐1;W:共同企業体

設計施工 大 之木 姐 ｬｾｽ Ｎ ｩＺ 山 主 ｈ Ｚ ＭＵｈ

設，!I- f. i 培l 河内義就設J-I- /I¥. 務所 6 0  

地 工 松 本;Jl 設 ・J1')附.1¥共 I，'I ; 1' : $; (，I:

竹H; " t 複合 合同 庁舎

ｪ よｽＺ，ｾ J j ; ¥燃縫 J盟- t 人ホ ー ム 合住卜の ぞ み l卓l

ひ が し ひ ろ し ま 虫 苑

下引! i ，;j 地 域 文 化 館 ・ iMi !; ，¥削 美 術自白

t工 法 山会¥1 < 資料館

iMJ -1・スブ リ ノ グ ス

広 ! ，占城表 術II"J

些ll il{之L ホ テノレ

.!I E オU レネ ッ→ナンス ビ ノレCi *l丙ドえ)

v: Dダ〉タ ウ ン -'-en日

J;;J; ，' ; C.C .凶 条 コ ー ス ク ラ フ' ハウス

住建腹 立 ＡＧ［ｪｾ ，身 ＧＱ［ＢＱＺ

広 };，'j ，ｾ盤 ｼ 垂 Ａ神社本殿・ ｪ Ｎ Ｑ 殿

古 谷 説話 / 弘 ケ 滅 的 家 6 1  

JJII 帳 11日彦 / 11: 白 銀 行西 条 支 胞 1也3 作 品 62 

木下正11百/ 俣 の 家 63 

械 合 誠 / 広 1; ，¥ス，匂レ自 ifr)J.l II 本 社 ピ ル 64 

桝 村 徹 / いきさ本社ピノレ他 2 作 品 65 

凶 ［Ｍ Ｇ， 義市 Ｏ 北 海 道 ニセコアンヌプリ日 ｉ ｕ ｦｊ ｩＢ￯ｾ ｩｩ 裟 66 

E 升俊自11 / ' 、ウスパーンフ リート 1也2 作 品 6 7  

汁 *J必 作/ 1岡 山 県 職 只 会 館 三 光 荘 他 2 11' 品 6 8  

村 ，fl f.HII ! /  tHf ' のアトリ エ 他 2 作 品 69 

衣笠 ifli ー / K K R尚 111 ｾｶｊ 合ｃＱ ｲ 本 館改 築 70 

中 村正 i費/ ウエス トH n  

松市} 英二 / i日i); ( .. !j; 本日二 72 

沖 本 弘 主/ ジャノ ポ会 館 73 

中 ｬ 型 地 万円 ｾ Ｇｩ下 建 築家 Ｓ 人 が諮る 「 人 Ｍ ｦ Ｑ Ｚ￵ ， ｜Ｇｬ， Ｍ ｦ ｨＭ そ れ ぞれのかかわり Ｑ ， J  

lI !  J t 光 / 村 上 倣 / 芝 吹 T- ¥l (l / 小 川骨 ー/ ( 司会 ) 轟 姐11 武 一 一 7 4

怨 築 地 エ ロ ポ y ト化 の 現状 分 析 と 今 後の 動 ruJ 中l邑 H ¥l e{ - H 2  

資 料 ・広 1，: ; 減 ' 1主11t之 絵 図 J 締本 秀 夫 一 - 8 7  

り ん く ヲ ゲ ー ト タ ワ ー ピ J レの川 造 設計 / 1f，t 克 巳

大 阪市 に おけ る 笠 よ俗 化 物 対 策 1止NOx 機 能 促 進 事業 / 琵 羽 山 志

クイ y ク ス プ レ ー工 法( 超 i車両Vi ヒウレタン 吹付 工 法 ) / 川端制 l 久

斗ι 1此 4 11三 7 J.J5l" 
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正面外観

志 賀 町 立 図 書 館

設 計 監 理 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸 田 建 設 大 阪 支 庖

l羽架筆 ・カウンター

8  控集と社会/ 1992勾 911 ，; 



r?.  
Ifi W: コーナ一部

来に琵琶湖、西 に 比良の山並 を 背ＩｾＨ とする 内の色彩椛成と相ま って 孫ちヲむいたおお ら

志賀 町は、南北に七つ もの湖西似の駅を持 かな空間を形成 している 。

つ納l長い町I である 。l町の人々 が施設を十分 町民センター建設の|緊に、 気候風土を配慮

活用するためには、この町の図合館として して十分に検討を重ねた素材の扱いと 、図

のア イデンティティーを表現で きる場所、 J! ?館の ドーム屋根、 町民センターの切 妻屋

形態、素材が設計の大きな要素であった 。 艇は、比良の山並に 11手応しながらものびの

湖西線からよく見える志賀町の情報の発信 びと校をのばすけやきの. f ! f i . えられた広場を

基地 となる この施設は 、他の既存施設との 閤み新しい文化エリアとしての空気を醸し

関係からもこ のエ リア の中心 lこ位出する 。 出している 。

したがって、四つの立国が同じシルエ γ ト これからは、より広い地峨への図告ーサービ

を持つ正方形の平而織成とし、 32 .8 mの 1111 スも必裂になっていくであろう 。 その拠点

口を三等分したスパン 構成によ り村ニ数を少 となるこ の図El i- 館は、よく町民のニーズを

なくし 、機能的で来館者にも職員にも分か とらえ 、志t { 町が優秀な人材のi ' : i 生基盤と

りやすく、使いやすい構成としている 。1:1" なることを期待している 。

炎上音11のドームより射込む優しい光は、 室 ( 藤 城 義 丈/ 1. 恋悶品ゾ止法築設計事務所)

一般附判コーナー

9  



開rL¥': セノターと 1本の-，;t.観 情 !此

中央 ドーム トからぶ| 期 f!刊を哨む

10 

所 在 地 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町高城 25番地

敷 地 面 積 3，84 1. 97 m'

建 築 面 積 1， 104  . 64 m'  

延 床 面 積 1，344. 17m'  

構 造 規 模 R C、2F

工 期 平 成 3 年 6 月一平 成 4 年 3 月

最 寄 駅 J R湖 西線 利適 駅

撮 影 村 井 修

④ 

l階平面図 1:800 





田 川 市 文 化 エ リ ア ( 美 術 館 ・ 図書館増改修・喫茶棟・モニュメント)

設 計 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

監 理 田川市建築住宅課徳岡昌克建築設計事務所

施工 奥村組・久保建設共同企業体中山組成定建設

12 娃集 と社会/ 1992年 9 H  ¥}  



所 在 地 福 岡 県 田 川 市 新 町 11- 56- 61

敷地 面積 11 ，129. 15m'  

建築面積 3，185 .76m'  

延 床面積 4，583 .05m'  (う ち車庫 : 492 .67m' )  

術造規模 R C 及びS 、B1 、2 F

工 期 平 成 2 年 6 月~平成 3 年 l 日月

( モニユ メント平成 4 年 4 月)

最 寄 駅 J R 日田彦 山線 田川伊田駅

f置 影 村井 修

国川市は、石炭が浬ま った平野音11を石灰岩

の山々が阻む典型的な盆地 である 。平野音11

には更に小さな起伏があるため、意外なと

ころから展望が聞け、独特の風情E を! 感じさ

せる 。 この盆地のほぼ中央部の小高い丘の

上、 ll ，OOOm'余りの敷地に既存の図書館を

地改修し、 美術館、 喫茶応 、モニ ュメント

を新設する計画である 。

西の交差点{則 ( 表) をふれあいの場、束 flI l)

( 奥 ) をやすらぎの場と位置づけ 、図書館北

側1) に高低差を利用して人工地盤の プロムナ

ードをつくる ことで図書館 を巡る回遊動線

を確保し、諸施設の配置には玄関ポーチや

四阿から周囲の山並みが望めるよう配慮し

た。

建築形態は鋼板瓦株主主1 ) J婆屋般を基本とし

て、「一 山、二山、三山越え」と炭坑節にも

歌われた香春岳などの 山並みに呼応し、郷

愁を! 恐 じさ せる造形を試みた 。

f f . 匠商では、豊かな台 J也の定、みに関連づけ

るため、鉱物の結品体をモチーフとしてデ

ザイ ンを 展開した 。

ふるさと自1) 生資金の一部でつくられ、「希望

の縫」と命名された モニ ュメン トは 、鉄骨ト

ラスと大理石の構成で夜空に彩りを添える 。

こうして 地域の歴史と景観に関連づけられ

た建築が人々の夢を育み、詩情12かな郷土

の形成に 貢献できるこ とを願っている 。

( 佐々木郁夫/ 徳岡 昌克建築設計事務所)

喫茶練( プロムナードより)

外観商蘭

外 観凶 I(s

全長
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モニュメン ト内剖l

国

特別展示室

ｾ外展示スペース

④ 

美 術 館 l階平面図 1:  1000 

_ - 一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

配櫨図 1: 2000 
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モニ ュメント「希望のI1f J
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千里ライフサイエンスセンター

設 計 監理 東畑建築事務所

施 工 大林組・清水建設・銭高組建設共同企業体

16 盛寮 と社会/ 1992年 9 月号

電 気 設 備 き ん で ん

空調換気設備 高 砂熱学 工 業

給 排 水 衛 生 西原衛生工業所



当

附

|

憩い
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5 F ロビー

5 F ライフホ ル( 大ホール)

18  

「ライフサイエンス 」 、生命を総合的にとらえ 、人 間

がしあわせになることを追求するヒ ュ 7 ン ・フロン

ティア ・サイエンス 。

今なお竹林が多〈残 1) 、紋111かな千盟。 20余年前には

「人類の進歩と調和」 をテーマに大阪77怖が|井.JHi i され 、

今現在は世界のト ンプレベルを行〈ライフサイエンス

分野の研究 - 教育機関の大よHW- 也とな っている 。

「千里ライフサイエンスセンタ ー」は 、それら関連施

設の 相乗 ＱＩ 効巣 を生かし、又非常に ｉｾｩ まれたアクセスエ

リアに 、産官学の縦士或を越えた連併により交流 ・研究

・育成を担い、世界への情報受発信拠点として建設さ

れたものである 。

計画コンセプトとしては、交流 ・育成施設をはじめ最

新のインテリジェント機能を{ 耐えた リサーチコア ・オ

フィスフロアのみならず 、テクノストレスの解ィ自を目

的としたアスレチ y ククラブ 人間ド ッグ ・飲食 ・サ

ービス 系プラザ等の機能も 「ヒュー7 ニズムとハイテ

ク」の双方を大切にしながら 構成 し、アメニティーを

重視した空間 を創出している 。

千里丘陵に広がる自然の機相 ( 光 . }，孔 ・主 総 ) ・や

さしさを建物のフォルムにオーバーラ y プ させ 、人-

1打とのコミュニケーン ヨンス テージとなる光あふれる

アトリウム ( 公関空地) が千 l!!. のランドマークを告1) り

山 し、ヒル全体がライ フサイエンスイノージの媒体と

なることをねら っている 。

い の ら

内部空間は、生命のもつ燦々で不可思談な形態 ・色彩

Ｎ 新たな融合という自然の ＿ｕｾ 屯 としたイメージのテザ

インで構成されている 。

オープンして間もないが 、既にアトリウムは 人々の TJ !

いのスペースとして定着しており 、今後ますますビル

全体力、 創造 の活性 化 を犯う坊となることを ｊｾ ｩＱうもので

ある 。 (岩統 一 盟 ・近藤隆/ 束知11建築事務所)

" 厘

21 F γ ロン 健 室

2OF サ ロ ン 会繍 宣 初 室 苓 宝

巳己と三

18F ;:r フィス

!7F  ;r フィス

16F ;;r フィ ス

15F ;;r フィス

la F  ;r フィス

1 13F 豆三

I ZF  ;r フィス

l1 F ビシネスイン 手ユベータ

iOF 伊修包 ンタ一方ープンラ 1

1 9 F 研修セ げ コンピユー 珂

8 F  ｾ フィ λ コ ｲ ピ Ｒ タ ビスヲE

7  F  ] f  7  ｾ λ ヘ γ チ コ ティフロャ

6 F  j両尽示喝 預金 l. 支

多目的ホールコ μ ペノシヨノ不ール

5 F ロビーラウンシ 1民会 服宣

" ' 1" フィス

3 F  r.5 鏑

-
2  F 庖 鍋

-
1  F 庖 鏑

B  1  F  1. 1車場

-
B 2 F 駐車喝

-
B 3 F  駐 車t ;

断面図



21  F メ ン パ ー ズ サ ロ ノ

20 r ノン〆ぐ ズ サ ロ ン

所 在 地 豊 中 市 新 千 里 東 町 1- 4 - 2

敷 地 面 積 5，911. 09m'  

建 築 面 積 4，21 7. 07 m
'  

延 床 面 積 51 ，065 .35 m'  

4膏造規模 S RC'  S ( B3F- 7F)  S( 8F- 2I F. PI )  

工 期 平 成 元 年 12月ー平 成 4 年 6 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 ( 北 大 阪 急 行 ) 千 里 中 央駅

撮 影 花 城 辰 男

l 階 平面 図 1 ・1200
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ブックステーション

記号 ，; 曲が建築の分担[ . ，こし応 )IJ されるようにな って

久しい 。建 築 に 記JET1自由が給むと必ず佼場するキー

ワードカ r シニフィアン ・シニフィエ 」 という知

解そうな単語で 、おまけにさらに行を突 っ込んで

行くと 、どうしてもソシュールの 71i 什γ: に行き 泊

いてしまう 。 そこで怨築から記サ" 命、そして 言語

' (:をキ11 . 解いて行くうえで、ソシュールの，; 語' 下を

知りたいというときお JX，li めなのが本 ，li である 。 ソ

ンユールの理論の作品 ｉｬ みと収代 ＮｬｊＮ ｴ 氾Ａ への ｩｪｦｾｾ 平を ｬ リ ｬ

iir に解説しているのが特長。文 I <F+サイズなので、

下併に何処でも読める の も魅力である 。 ( 1 )  

J  . カラー著

川 本 茂 雄 訳

岩 波 讐 庖 1992. 3 . 16干lJ

DL判 (1 60 x  110 ミリ) 216頁 750円

同時代 ライフラリ ー 104

ソシュール

軒

続

鳥

山柄

風

景

と

し

て

の

B

・
9

i

z

u

p

川

郷

m

H野

ｾ ｴＺ サイズのこの本を ー ｌｉ で， ｩｦｽ るならば、 ｉ ，Ａ川 ｊＧ ｬ￭ ，多

氏の文章によ って訊られる作，'d，.us とコ ったと ころ

だろうか。 前半は 「アノニ マ スな 1!ftU; kJ と泌され

た旅行記 ｉ ＡｬＡｾエ ｹ セイで、氏による ＱＲ かる色彩感覚 、

そしてラビリンスなどに比らi L る彼維な椛J j J <: カヘ

イドラぬや7 ラケ ソンユなどの民治や百lidi から出

われたもの fごとする f'l ーが 1( lj (1 ｾ＠ 、。 j_1! ' I'20t l ほどに

わた って、氏のスケ y チがW(. ，;兄{・J，きで WJ ，I在されて

おり 、作品 が ｈｾ 米 るまでの 思 考ｩｍｊ ｦ ， Ａを ｪ Ｇ ｦｉｬ日比 るこ

とができて楽しい 。 他は 、 ビジュアルな 作"'I' lmを

慣に泣きながら読めば、より - 1M氏の作風力、f車両干

できる 。 ( 1 )  

2，200円

早 川 邦 彦 著

住まいの図書館出版局 1992. 4.  15刊

コンパ ク ト判( 174X 112 ミリ) 224頁

築建
の

:

7

て

が

川

し

初

日以

と

儲

岬

旦

尽

月

一
一

風

脚

近代口ンドン物語

一郎市と建築の近代史ー

S 日，J ) . ムツ ヒン

，. 酬も宅 .  . .  

ロン ドン建築史話 1" ｾ［ Ｇｴ＠
'.'， 1 ・t r， Ｎｾ ｧＺ Ｇ＠ tla "  t・，司・川市小ｾ Ｑ＠

‘  '. ・0 シド J ・・2・をの・・と・・伺.. ・
(，"' ' 1‘  ，' .. .  、 ｾ Ｎ " :1， ・・. . 宅情

・'  ι  ・ ・，ＢｾａＮ・・ ｦＩＱｦｯＮ ， "  - 1I 

中央公a・1: 倫III 雌 電 側 舗 網 .

磁史の牛; はおもしろい r j!j: ft 大阪 J ( fjlJ) じ社 ) をJit

んt: 1I 干のわくわくする気持ちと. i J J l ずるむのをこの

本を読んでいて 1必じた 。r 'J'; 尖は小説よりもななリ 」

という言葉があるが、この本の '1' でも '1'，き λ|三きと

.1::かi . l ている 17 ・18'111 紀のロンドンの隊「は、 JJI.

代tl 会と比較して、 主釘飢([fJ似)j以j，、I，}，I，I点1，1，1

と、日本の 百11市 ・u，主に 刈する新たな悦点を比つ

け山す上 で参dちになる 。 ロンドンの nl l，li ，l li1hj ・家

hl . 公 l主1. 交通機| 兄lに対する a記述。 さらに、本占

は E ・ハワードの r IU 1市I Mdi J について桁介し、

「ロンドンのニ ュータウン 」に宅るイギリス的な

考え )j に対するc J U. 長を述べている 。 ( T )

近代ロンドン物語

一都市と 建築の近代史

著

中央公論美術出版 1992. 7. 10引l

A  5 判 318頁 8，000円

S. E・ラスム ッセン

兼 田 啓 一 訳

都市ストックを創る

授かな1: ¥I .li の条11

インターシティ研究会・

本合 はインターシティ研究会 ( 1985年に設立され

た ｉ ｾ ｉ 立的な都市研究と 的 報交換の会 Ｉ の 研究成栄

のひとつである 。学 者 ・ジャーナ リ ス ト 雄 築 家 -

ｮｬｬ 市計画家 ・ 経営コンサルタント ・ 地 Ｉｪ 行政戦 Ｑｾ

ら産官学 8 人の執筆者による多悦 (I(j な r. 11市論て' あ

り、 「泣かな 者11市の条件」を係る文 lリj ，ihUでもある 。

ニューヨーク ・ロンドン ・ハリ ・行泌そして大阪

等に残る優れた昔11，1，資産 (r nlldi スト y クJ ) を検

証し 、都市 スト ックの形成を百Ti Ji'; tこした時代の社

会的経治的1=T1t ( を傑りながら、今後のわが凶の都

市スト γ ク形成のイ正1) )j とIHl巡i点を lりi らかにしよ

うとする 、これからの行II"i つ' くりを巧える k子-;1:: 。

都市ストックを創る

豊 か な 都市の条件

インタ ー シティ研究会 編

学芸 出版社 1992. 8. 25干1)

四六 判 256頁 1，957円

担当 会員企画小委員会/ 栃木裕子 ・塚口明洋- 当側に関するご意見 ご感想などをお待ちしております。
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「姫路市中高層建築物の建築に係る紛争の予防及び、調整に

関する条例」の制定・施行

条例制定の背景

兵庫県姫路市では、平成元年7月 1 日より「姫路

市共同住宅の建築に係る指針」を定め、共同住宅

の建築に係る紛争の予防を行ってきた。 しかしな

がら、土地利用の複雑化による中高層建築物の建

築の増加に伴い、日照阻害、電波障害等を原因と

する紛争が続発した。

そこで、建築紛争に係る予防と解決のための一

定のルール整備に対する市民等の要望や他都市に

おける建築紛争の予防、調整制度を参考にして、

当該条例を制定した (平成 4 年 2 月 l 日より施行)

ものである 。

条例の目的

条例は、①中高層建築物を建築する場合の建築

計画の事前公開による建築紛争の予防と、②不幸

にして紛争が発生した場合の紛争の調整( あ っせ

んー調停) を市が行うことを定めている 。すなわ

ち、紛争の予防と調撃を図ることにより、良好な

近隣関係および生活環境の保持に資することを目

的とするものである 。

条例化した理由は、建築主等に標識設置届等の

一定の義務を課すこと、および市のあ っせん、調

停などの行政指導のための根拠を付与すること、

並ぴに市長の附属機関として建築紛争調停委員会

を設置すること等による 。

条例の概要

建築紛争の予防と調整に関する条例事務の流れ

は、袋一- 1 のとおりである 。

( 標識の設置及 び届出)

第 6 条建築主は、中高層建築物を建築しよう

とするときは、近隣住民に建築に係る計画の周知

を図るため、当該建築予定地内 の見やすい場所に、

規則で定めるところにより標識を設置しなければ

ならない。

2 . 建築主は、前項の規定により標識を設置し

たときは、速やかにその旨を規則で定めるとこ ろ

により、市長に届け出なければならない。

( 建築計画の説明等)

第 7 条建築主は、中高層建築物を建築しよう

とする場合において、近隣住民からの申出があ っ

たときは、個別に、又は説明会の方法により近隣

住民に 当該建築に係る計画の内容について、説明

しなければならない。

2. 前項の規定にかかわらず、市長は必要があ

ると認めるときは、建築主に対して近隣住民に当

表 - 1 建築紛争の予防と網整に関する条例事務の流れ

該建築に係る計画の内容について説明するように

勧告することができる 。

3 . 建築主は、前 2 項の規定により説明したと

きは、その 内容を市長に報告しなけ ればならない。

( あっ せん)

第10条 市長は、当事者の双方から紛争の調整

について書面によりあ っせんの申出があ ったと き

は、あっせんを行う 。

2. 前項の規定にかかわらず、市長は、当事者

の一方からあっせんの申 出があ った場合において、

相当の理由があると認めるときは、あっせんを行

7 ことカずて・きる 。

3 . 市長は、当事者聞をあっせんし、双方の主

張の要点を硲かめ、紛争が公正に解決されるよう

に努めなければならない。

(調停)

第12条 市長は、前条の規定によりあっせんを

打ち切った場合において、必要があると認めると

きは、当事者に対し、調停に移行するように勧告

することができる 。

2. 市長は、前項の規定により勧告した場合に

おいて、当事者の双方からの勧告を受諾したとき

は、調停を行う 。

3 . 市長は、前項の規定にかかわらず、当事者

の一方が第 l 項の規定による勧告を受諾した場合

において、相当の理由があると認めるときは、調

停を行うことができる 。

4 . 市長は、調停を行うに当た って、必要があ

ると認めるときは、調停案を作成し、当事者に対

し、期間を定めてその受諾を勧告することができ

る。

5 . 市長は、調停を行うに当た っては、姫路市

建築紛争調停委員会の意見を聴かなければならな

し、。

紛 争 の 調 整 ( あ っ せ ん ・調停・公表)

近 隣 住 民

強E

(第7条第3項)

市 長

備 考| 条例に基づく紛争の調整期間は、中高層建築物カf 竣工するまで( 第2条第6号)

(標 識 設 置 期 間)

(21日内)

建 築 主

建築主事

健集と社会/ 1992年 9 月号 23 



条例の特徴

囚 条例第 2 条第 4 号に定めるとおり、用途地

械の指定のない地域および工業系用途地域内の中

高層建築物も対象としている。

〔条例第 2 条第 4 号〕

「中高層建築物」 次の表の左欄の各項に掲げ

る地域内にある同表右欄の当該各項に掲げる建築

物をいう 。 (表 - 2 参照)

表 - 2  

地 域 中 高 層 建 築 物

第二種住居専

用地域、住居

地域、準工業 高きが12メートル以上又は地階を

地域又は用途 除〈階数が 4 以上の建築物

地域の指定の

ない地域

高きが15メートル以上又は地階を

除〈階数が 5 以上の建築物

ているが、共同住宅は 13件てに残りは庖舗、事務

所、工場等である 。 このうち 、建築主と近隣住民

の聞で日照阻害や電波隊害、工事中の安全対策等

に関し て対立が発生したものは、共同住宅 6 件 を

含めて 10件あ った。

これらに関して、土地利用調整課において双方

の対立原因を明らかにし、公平、公正かつ中立的

に当事者をあ っせんし、対立解消のための妥協案

を示すなどの紛争調整を行っている 。 そのため、

条例に定めるあ っせん、調停事案はまだない。

条例施行の効果

条例制定に伴い、建築主、設計事務所等におい

て中高層建築物を建築するにあたって、十分に近

隣住民と建築計画の内容、発生が予想、される日照

阻害等およびその回避策などについて話し合いが

なされている 。 このように、良好な住環境の保持

と地滅の健全な生活環境の維持向上のため、事前

に紛争を防止するよう努めているなど、条例化に

よる 「紛争抑止効果」があらわれつつある 。

また、近隣住民においては、条例にもと づき、

建築主に対して近隣住民説明会の開催要求ができ

るため、積極的に建築主 と紛争防止のための話し

合いがなされるなどの効果があらわれている 。

今後の課題

このたびの都市計画法および建築基準法の一部

改正により、用途地域規制および建築物規制がよ

り細分化、合理化されることに伴い、中高層建築

物の建築に係る紛争の減少も長期的には見込まれ

る。 しかしながら、中高層の共同住宅の建築等に

伴う紛争は不可避的に発生することを鑑み、 「紛争

の予防」 を徹底するためのソフトな手法を今後と

も研究してゆく必要ーがある 。

( 姫路市都市局細部土地利用 鯛整際課長

下 村 喜 朗

高きが12メートル以上又は地階を

除〈階数が 4 以上の建築物で、当該

近隣商業地域、 建築物により冬至日の其太陽時に

改正大阪府建築基準法施行条例を11月 1 日から施行

一 福祉関係、規定の府下統一の運用基準の詳細-

商業地域、工 よる午前 8 時から午後 4 時までの

業地域又は工 聞において平均地盤面に日影が生

業専用地域 じる範囲内で当該建築物の外壁又

はこれに代わる柱の面 (以下 「外壁

等」という 。) からの水平距離がその

高さの 2 f膏の範囲内に第一種住居

専用地域、第二種住居専用地域、住

居地域又は準工業地域があるもの

改正大阪府建築基準法施行条例の施行

大阪府では、高齢者や障害者をはじめ、誰もが

安全で快適に暮らせるまちづ くりを推進するため、

建築基準法施行条例を改正した。

改正された条例では、不特定多数が利用する建

回 条例第 2 条第 6 号に定めるとおり、建築紛 物についてスロープの設置やトイレ、エレベータ

争の定義を定めている 。 一等の援備基準を新たに設けている 。( 本誌 5 月号

〔条例 第 2 条第 6 号〕 および 8 月号掲載)

「紛争」一 一中高層建築物の建築に伴 って発生す

ると予想される日照、通風又は採光の阻害その他

の生活環境に及ぽす影響に関する近隣住民と建築

主 との聞の紛争をいう 。

回 条例 第 2 条第 5 号において、日照阻害、電

波障害等の発生する可能性の高いものを近隣住民

と定めている 。

〔条例第 2 条第 5 号〕

「近隣住民」一一次のア、イ又はウに掲げる者を

し、 7 。

ア. 中 高層建築物の敷地境界線からの水平距離が

30メートルの範囲内の土地又は建築物を所有し、

又は使用する者

イ. 中高層建築物により冬至日の真太陽時による

午前 8 1時から午後 4 時までの間において平均地盤

蘭に日 影が生じる範囲内で当該中高層建築物の外

壁等からの水平距離がその高さの 2 倍の範囲内の

土地又は建築物を所有し、又は使用する 者

ウ. 中 高層建築物により電波障害の彩響を受ける

と認められる者

田 中高層建築物のうちの共同住宅に関しては、

前述の 「姫路市共同住宅の建築に係る指針」 を改

め、 「姫路市共同住宅の建築に関する指導要綱」を

定め、駐車施設の附置( 計画戸数の1 / 2以上の台数

の確保) や共同住宅の管理に関して、建築主を指

導している 。

条例施行後の運用状況

平成 4 年 8 月末現在で標識設置届は 41件出 され
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11月 1 日以降に工事に着手する建築物から新し

い規定が適用されるが、地行日に既存、もしくは

工事中の建築物については、改正規定は適用され

ない。

改正条例の対象建築物

(1) 規模にかかわらず対象とするもの

学校、博物館、 美術館、図書館、病院、 診療所

( 病室 を有するもの ) 、公会堂、集会場、児童

老人福祉施設等、火葬場

(2)  床面積の合計が500m' を超える場合に対象とす

るもの

飲食底、物品販売業を営む庖舗

(3) 床面積の合計がl ，OOOm' を超える場合に対象と

するもの

体育館、ポーリング場、スキー場、スケート場、

水泳場、スポーツの練習場、劇場、映画館、演芸

場、観覧場、展示場、遊技場、公衆浴場、ホテル、

旅 館

(4) 一棟 が50戸を超える共同住宅( 総合的設計に

よる 一団地 の建築物の場合は団地単位)

(5) 上記(2) 、(3)の各用途の複合建築物で、床面積

の合計がI ，OOOm' を超えるもの

( 大阪府建築部建築指噂銀鯛! I 係長 j美 回 行 則)

大阪府建築基準法施行条例運用基準

( 福祉関係規定)

高齢者や障害者をはじめ、不特定多数の人が利

用する特殊建築物について、安全確保の見地から

平成 4 年 3 月、大阪府は建築基準法施行条例の改

正を行った。

これに伴い、 大阪府下の特定行政庁では、統ー

の運用基準を設けた。 その内容は、以下に示すと

おりである 。

大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 条 例

第 5 章 運用 基 準

( 条例第55条) 特別の配慮を要する特殊建築物

. 適用の範囲

1. 一敷地内に数機の楚操協がある場合の取扱いにつ

いて

Ｍ ｾ政地内に数棟の 主 ｌ 喋劫がある場合 Ｈ 用途 ｴ 不可分 Ｉ

は、棟ごとに対象となるかど うかを判断する。

( 例)

一敷地

ム

仁二コ

条例対象

E二コ

粂{列対集外

-条例対象

目<) 1、!日l住宅の場合は、_.t虫カ弔01' を起iえるI晶子干に対象とする。 (86条

よ忠志を除( )

2. 第 2号及び第 3号の用途に0トせて供する楚諜物と

は

l つの廷操t &J <I" Iこ第 2号の用途に供する部分と第 3

号の用途に供する音l扮かつ有る場合

3. 第5号 (複合用途) に該当する建築物とは

①面積規定により第 2号 (500m'をこえる) に該当

するが、第 3号( 1， OOOm' をこえる) に該当しない建築

物

(例 ) 物版庖 600m'  

劇 場 500m'  

物販庖、劇場の両方が

対象となる。

→ { 住物眠庖のみが対象になるの

計予 1，100m'  ではなL、)

②由党規定により第 2号 (500m' をこえる) 第 3号

( I ，OOOm'をこえる) には該当しないカえ合計すること



信京事前防は対象となる要件に該当しない、また、

第 ｬ 期の増築後も安 ｦｾ ニ に該当しないカ大第 Ｒ 期増築工

事を実施することにより、建物全体が劃牛に該当する

場合。

3. 高低差の判断

2cm以下て・面取りをしたものは高低差があるとは見

なさない。

により l ，OOOm' をこえる建築物

物版庖 300m'  

劇 場 800m'  

平成 4 年 11月 l 日

以降に増策工事に

着手し、完成した

部分( 第 11胡増築)

米第 Ｑ ｊ ｴｉｬｊ曲集工事において、 ｣ コの 部分は粂 ｉｾｊ ＼Ｗ】 脱志 の 追 ｩ 舟 ｪ を受

けない。第2期Ji')築工.<J' 巳士コの部ゅは粂1前防波定の適用を 受

ける。すなわち仁二コの部分については、遡及適用しない。

@ 政正条附断11圭に菊諜し、その際には対象となる

要件に該当しないが、その後増築工事を行う場合に建

物全体として対象となる要件に該当する場合。

第11胡増築11. 更に

増築工事を行う部分

(第 2 期増築)

平成 4 年 11 月 l 日現在.

工事中もしくは既存

の部分

飲食庖

A 亘500m'

初私力

4. 道と出入口との問に半階分程度の高低差がある場

メ弘、

0=1 

Ｑｾ が避灘陪の場合

この高低差に傾斜路を

設置する必要あり .

コ二H 孟 2cm

コ

か弓7

物販応、劇場の両方

が対象となる。

4. 複合用途謹喋物の場合の共用昔11分の取扱い

①当該用途に供する部分の床面積の算定例象とな

る建築物かどうか)

階段室、エレベーター等の昇降路部分、エレベーター

乗降ロビー、廊下、玄関、ホール等は対象となる床面

積の計nには算入しない。

喧濫備基準を適用する共用部分

- 対象となる用途のある階から遊草餅皆へ通ずる共用の

階段、エレベーターは整備基準を適用する。

- 対象となる用途のある階の共用部分は艶備基準を適

用する。

- 玄関ホールは整備基準を適用する。

( 例 )

5  F  

l ，100m'  
f

 

"“一三一

n

平成 4 年 11月 1日以 平成 4 年11月 l 日

降に新築工事に着手 以降に噌築工事に

し、完成した部分 着手する部分

泌新築工事において. じこコの部分は剣列の規定の必用を受けない

が J慨工事を行うことにより、 A +B>500m' となる Jj.1合は、

E二コの部分カ嫌19i Jの脱定のi車j刊を受ける。すなわち仁二コの部

分については、遡及迎HJ しない。

飲食庖

A 孟500m'

日
＿ｾ＠
喝ザ

同国

回

大 阪 府 建 築基 準法 施 行 細 則

運 用 基 準

( 細見IJ 第40条) 利用者用の廊下

1. 廊下の延長の取り方 (第 l 鴫

- 廊下が 1本のみの場合はその階における樹豆長とす

る。

- 交差している廊下は各々の廊下の中心線の交有、を起

点とする各廊下の延長とする。

2.幅及び知子きがそれぞれ1. 4m以上の部分( 第 2明

( 例) ・が設置場所

10n、以内 50m以

「J 干 7 一一一寸

細則40条によリ

25m以内であれば

設置不要

( 条例第59条) 利用者用のエレベーター

1. 当該用途の利用者用に供する音| 扮とは

例えば飲食庖における客席官扮や客用慨丹、図書館

における関覧室など一散容が手l閲 する部分をいい、も

っぱら従業員や職員等のみがヰl聞する部分は含まない。

( 条例第61条) 利用者用の客席等

1. 公会堂若しくは集会場 (床面積の合計が・ ) の床

llif.I'i'{とは

当該用途に供する床面積をいう 。

2. 車いす使用の利用者用に供する音11分に通ずる客j市

内の通路カ殺数ある場合

1 メートル以上、条例第56条第 3項に規定する傾斜

路を設ければよい。

( 条例第62条) 利用者用の便所

1. 1以上の便所の才荷主及ひ激備は…

男子用と女子用に区分されている便所にあ っては、

それぞれの部分か官倣IJ て定める桃進及び設備を有する

こと。

( 条例第65条) 既存建築物に対する制限の緩和

制限の緩和の取扱いの例

q既存部分か対象となる要件に該当する場合。

斗

A

'

J

.

。

賊

献

酬

の

床

床

積

の

の

一
叩

時

間

扮

同

川

立

ロ

立

"

の

る

る

分

す

す

部

地

P

4

4

，

l

+

』

す

途

v
f

途

D

供

用

+

.

用

+

に

の

G

の

B

途

号

+

号

+

用

2

E

3

A

該

第

第

当

暁

晩

F

ヘ
υ

F

、
υ

10m以内

整備基準を適用する部分

第2号の用途 第3号の用途

第2-¥} と第3
整備基準を適

に供する部分 に供する部分

- ¥] に併せて

用する部分供する部分

500m' 趨え 1000m'超え

A- H.、j 、

500m' 以下 1000m奮起え K 、N、

500m'以下 1000耐以下 1000m'超え

P - R  

500m奮起え 1000m'以下 1000m'以下 EN~、HP、~λ R K 、
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( 細則第41条) 利用者用のエレベーターの精進

日本エレベーター協会標準 (J EAS)、ベターリビ ング

協会福祉型エレベーター仕様 (B L) に準拠する 。

1. 車いす使用の利用者か事制乍しやすい専用乗場ポタ

ン( 第 2号)

寸操場ボタンとは別に設け、車いす使用者の利用

を考えて高き 0.9 - 1 m程度とする。

2. かごが着床したときに戸の開放時間を延長する機

能を有するボタン( 第 2号、 3号イ)

専用ボタンを抑すことにより、戸の開いている時間

が10秒程度確保できるもの。

3. 戸の開閉状態を確認することができる鋭( 第 4 号)

率いす使用者が戸を開いているか否かなどの背後秋

I O mW"I 

来 Bの前i1' I' (Iこ係わ

らすて二冊lゅの

みが条例の脱定

の適用を受ける。

飲食居

A  >500m'  

( 注) 対集となる用途のない階であっても、対輩となる用途のある階から

避雌階へ通ずる共用の階段、エレベーター、玄関ホールは聾備

基準が適用されるしーの部分).

( 条例第56条) 利用者用の主たる出入口等

1. 主たる 出入口の判断

日常的に利用者が使用する出入口

2. 出入口幅 ( n の取扱い

平成 4 年 11月 l 目

以降に噌築工事に

着手する部分

平成 4 年 11月 l 日

現在‘ 工事中もし

くは、既存の部分

喧湖沼苦匹分は対象となる要件に該当しないが、増築

することにより建物全体が要件に該当する場合。

五，A + B> 500m'と

なる場合に仁コ

部分のA が剣同l

の規定の適用を

受ける。
平成 4 年 11円 l 日

以降に増築工事に

着手する部分

平成 4 年 11 月 l 日

現在工事中もし

くは、既存の部分

猷食庖

A 孟500m'

a  

ト一一一一一ｾ

二 コ = = =JI:二

S  

仲ー- - >1

二二 Ｚｮ ｾ司ｦ］］］］ 司 正二二

両開き戸

降一一一一ーーー一一剃

二二IJ ｾ亘己

片開き戸片引き戸

件一一一一司

二二コ恥心 圧 =

昨 τ 一 例

11こたみし ろ

アコーデオンドアー



況を確認するためのもので、あ り、ガラス製または金属

製の平面鏡とする。

なお、展望用のエレベーターや 2方向出入口の寝台

用エレベーターのように平面鋭カ常生けられない椛造に

あっては、合成樹脂製等の丸形又は四辺形の凸面鋭も

可とし、取付位置は鋭を設ける目的を十分満足する位

置とする。

4. 戸の閉鎖を自動的に制止することができる装置

(第 5号)

車いす使用者の安全を計るための光電式静電式

または、超音波式等の乗降者検出義置のことをいう 。

光電式の場合の取イサi t 高さは、車いす使用者の足の

先端部及び大腿部を対象とし、その高さは床面より 0. 2

m及ひ' 0. 6m前後とする。

5. 側板に設ける手すりの取りイポナ高さ (第 7号)

床上0. 8n程度の位置に設ける。

6. 利用者に昇降の方向を通報する音惚チャイム

(第 9号イ )

ネ見質量章害者がエレベーターの到着を察知で与きるよう

な装置をいい、音階のある二連音チャイムなどのこと

である。

二連音チャイムの音階は、昇り方向のとき低音から

高 音 ヘ 降 り方向のとき、高音から低音へと述音階を

出す ものとする。

7. かご内の利用者に到着階を通報する装置

(第 9号 ロ)

到着階で次のいずれかの方式により階床数を報知す

る装置でホールグ〉待ち客へ運転方向を知らせるチャイ

ム等が鳴る以前に鳴らすものとする。

(1) 複数種類の組み合わせ信号

(2)ゴング( ただし、 5階嗣ぷ内の階数の場合)

(3)エンドレステープ又は音声合成装置などによる案内

( 細則第43条) 利用者用の便所の構造及ひ役備

1. 車いす使用の利用者が利用可能な広きの便房

(第4号イ )

( 例)

. 2.000 x  2.000 . 1. 8∞x 2.000 

下

J

司

「

上

ド」笠L 斗

下

J

司
「

ょ

同24

. 1 .500Xl .800 . 1.000X 1. 8∞ 

ド竺ｾ ド叫

2. 便房出入口のアコーデオ ンドアーの取扱い( 第 4

号ハ)

有安I幅 が85cm以上硲保できれば良い。

3.  <- Yて ら 式 加 勝目式J ; / j " 同大便器洗浄装置 (第

4 号 へ)

足踏み式が考えられるカt この場合はくっぺら式も

合わせて設置する必要がある。
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叫 せ I

「安藤忠雄建築展」ふたつの

催し

.r 安藤忠雄建築展記念講演会」

テ- 7 r水の有11 ・大阪の復権」

日 時 1992年 11 月16 日(月 )

18 ・30- 20 :  30 (1井l場 ・18 : 00)  

会 場 御堂 会館大ホール( 南御立 )

大阪市中央区久太郎町 4 - 1  - 11 

T EL. 06- 251- 5820 

定 以 906名 ( 入場無料、当日光;{i il lJ'i) 

主催安繰 忠Ａｦ ｾ ｩ 建築展実行委民会

後 ｾ ｴＺ＠ 朝日新聞社

協 賛 ( 株 ) ユニオ ン

間合 先 ( 株 ) ユニオ ン 耐 ｩｾＨ 会ｌｪ ｾ務局

〒550 大阪市西区南樹立 2 - 13- 22

TEL . 06- 532- 3737 

.r 安藤忠雄建築展一新たなる地平に向けてー」

会J t l l 1992年 11 月18 日(村- 12月 7 日(JI)

10 :  00- 20 ・00 ( 入場は 19 : ぬ ま で )

会jgl 中無休

会 場 十奪回センタービル ・クリスタルホール

( 大阪 ・悔凹 )

評価 東京大学工学部助教授鎌旺l元康氏

・パネルデ ィスカ y ションー コ ジェネンステム導

入促進の現状 と課題についてー

平 回賢/ 石悩H昭召/ 鎌図元E康長/ f保呆立J透韮/ 岩下? 恋U夫/

i返皐d雌品 t杉iμ3三(大阪ガス刈v 岡本洋三( 東3京;江Eガス刈の各氏

参 加 伐 一 般 25. 000円

( テキスト代含む)

後段 ・協1" ' t 関係者20，000問

間合先側) 住宅 ・建築省エネルギ一機構 干 107 点

京都港区赤J反1- 6-19 T E L. 03- 3583-7121  

「住宅における結露防止設計・

施工方法講習会」開催

例Ｉ住宅 ・ 逮ｾ省エネルギ一機備は、同 ｈ オ団でま

とめた「結跨防止ガイドプ y ク」をテキストに、

木造住宅の結成防止設計 ・l庖工 j 子法を理諭[ ドj に、

また実践的に解説する講習会を( i llfi 、 *京、大阪、

金沢て同開催する 。受講料はいずれも 20.000円 ( テ

キスト代、消費税含む )。 大阪開催は下記の通り 。

・大阪 1992年 11 月27 日掛 7 イドーム大阪

受議申込l止、側) 住宅 ・建築省エネルギ一機隣へ

第 10固まちづくり設計競技

入 場 料 一 般 900同 大高生 700円 t'1の高い特色あるまちづくりについての提案を

中学生以下無料 求める こ とによリ、まちづくりへの凶心を高め、

間 合 先 安 藤 忠 雄 建 築 展 実 行 委 員 会 まちづくりの水 iV¥の向上を図ることを目的として、

主 Hl ・ 朝日新聞社 、安藤忠級建築展実行委員会 まちづくリ月間実行委員会、例) 住毛生産振興財団

後 援 日 本 建 築 学 会 は平成 4 年度の設計競技を行う 。

協 f士 カネボウライフインステ ィチュート 最優秀作は、 1LJ 走者と入賞者の協議が終 った場

協 力 竹 中 工 務 j市、サントリー 会には審盆委貝会の了取を 得 て、 '1'; 業者によりそ

ifJ Jj 作安必忠Ａｦ ｾｩｬｬｾ 研究所 の実胞が図られるものとする 。

すでに本誌 5 月号の INF OR MAT I ON欄 ( P67)  登録期間 平成 4 年 7 月 1 日 附 - 9 月30 日( 村

で詳報しているが 、，q，: 展は以後、下記のスケジュ 提出期間i 平成 5 年 2 月 1 日( J I ) - 2  ｊｾ ＱＲ 日闘

ールで j s 回する 。 入選発表 平成 5 年 3 月。表彩は平成 5 年 6 J-l  

1993年 3 月2 日- 5 月24 日 ポンピドー ・センタ一 応必資絡- 1 ; 1 ) 間わず

『都市再開発コージェネレーション

システムシンポジウム』大阪開催

( 目的住宅 ・建築省エネルギ一機備は、有11市科目中! 発地

苦手伐委員 声原義信 ｾｕ 長

河内長野市長 、大阪I(.f ，建築郎長 、大同

正人ほか 11 名

課 題 「環境と共生する中高層集合住宅地の

設計競技」

区に おけるコー ジェネレーションシステムの適正 一一一課題地のある河内長野木戸住宅は、

な普及促進を図るとともに、エネルギーの有効利 大阪府河内長野市にあり、在約化の. i l l i

用と省エネルギ一対策の推 進 を目 的とし、 ンンポ んだ府営 住宅の建て償えが行われ 、す

ジウ ムを東京に 'J 1き*i 1き大阪におい ても |制限する 。 でに筒ブロ ン クでは ｲ ｾ ， ＡＮＮｾ層 ｦｩ ・ Ｒ 包が 完 成

ml 日 1992年 11 月19 日(村 または工'1';9' である 。

会 場 「テイジ ンホール J ( 大阪市中央区 ) 今回の課題地 は 、高れのキ州地に J止が

プ ログラム る中央、北の 2 ブロ ンクて¥ 中高層- l t

・m市再開発に おけるコージェネレーションシス 合住宅地のまちづくリに対して、新し

テムの推進について い従案 ( 住宅計画、集会所、プレイロ

建設作住宅局向 Iu: 情報l . 技術対策T: 保立 j霊氏 ッ ト、期:i lけ品、尉輪場、道路ほか) を

・コージ ェネレーションシス テムをめ ぐる内外情 求めるものである 。

勢と今後の展望 応4' f i 図書全体計画図 ( 1/500) 、プロ y ク部分図

芝illi 工業大' 下 y ステム工学部教段平田 賢氏 (  1/ 200) 、! 主戸平而図 ( 1/200)  

・コージェネレーシ ョンシス テムの設置指針と評 応必笠録 登録料 2. 000円を添えて 現金書協で申

1凶手法 早桁聞大学理工学部教J宝 石 悩 昭 氏 し込む こ と。登録手続者には必要資料

・告11市再開発地区における導入 手i抑l が送付される 。

住宅 ・郎市野1曲公団市街地開発課長岩下憲夫氏 登U.提出 側) 住宅生産振興財 団 ( 干 105 東京都港

・コージェネレーン ヨンシス テム導入 '1'; 後調査と 区愛宕 1- 6- 7 T EL. 03- 3437- 9331)  
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92住 宅 設 備 展/ ホーム・アメニ

ティ開催一日本建築協会協賛一

木造住宅設計デザインコンペ入選作品決まる

「豊かで快適な住環境 ・居住空間づくりのため

の技術総合展」として建築業界の専門家の注目を

集めている標記展示会の、今年のテーマは「ホー

ム ・アメニティー快適な住まいづくり」 。

今回は、カナダやアメリカなどからの建材出展

も目を引くことであろう 。入場無料 。

r92住宅・設備シ ンポジウム」も 併催される 。
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. 9 2住宅設備展/ ホームアメニテ ィ+ マンション

& コミュニティ 92

会 期 1992年10月14 日制- 17日出 10: 00-17:00

会 場 東 京 国 際 見 本 市 会 場 ・晴海

主 催 ( 初 日本能率協会

他日本住宅設備システム協会

通産省、建設省、郵政省、外務省、自治

省ほか

住設トータル システム/ H' A 、情報 ・通

信/ ホームインテリア、家具/ ホームエク

ステリア / 各穏建築材料、メンテナンス

部材、業務支援システム ・機器/ 住宅情

報/ 特別l展示「太陽のめぐみを住宅へ

太陽光発電を中心として j / キッチン、

浴室、洗面、 トイレ / 給湯 ・給排水シス

テム/ 空調 ・冷暖房システム/ 駐車場シ

ステムを 231社が出展

援

成
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. 92住宅設備・シンポジウム

会 期 1992年10月15 日制- 16 日樹 10・00- 17ω

会 場 東 京 大 手町. J  A ピル 8 F 国際会議場

参 加 料 主 催 団 体 会 員 ￥ 38 ，000 会員外￥ 42 ，000

※ 消費税別途 2 日開通し

・住宅生産行政の諜題と展望

社本孝夫氏( 建設省)

・これからの住宅産業の課題と展望

太田房江氏( 通産省)

・特別提言→主生活 に関して

江夏弘氏 ( 日本住宅設備システム協会)

・これからの{主生活に貢献する商品開発

の視点 倉光弘巳削減 ねエ ｍｾ 一文Ａｾ冊究所 Ｉ

・ 〈特別講演〉住まいは生きている

安藤忠雄氏 (建築家)

・電気事業法改正のガイドラインと家庭

における員電の運用について

牧野守手I1氏(通産省資源エネルギー庁)

・太陽光発電システム開発の動向と住生

活における活用について

堀米孝氏 (東京農工大学)

・環境移行からみた今後の住まいづくりの

展開 高橋鷹志氏 (東京大学)

・住宅におけるアイデンティティづくりーカラ

ーイメージ ・フ。ランニング詞のあり方

小林重 )1頂氏 ( 日本カラーデザイン研究所)

・食空間からみたこれからの住まい/ 未定

92住宅 ・設備シンポジウム事務局

(T' 105 東京都港区芝公園3 - 1- 22 日本

能率協会内 T E L  03- 3434ー1410)

枠廻り詳細図

「居住新時代の木造住宅」を課題に 、奈良住宅

建設関連事業協同組合は木造住宅のデザインコン

ペを行い、提出された 134点 (設計部門 117点、ア

イディア部門 17点) の応募案を審査 ( 委員長 ・宮脇

樹氏) し、 8 月に入選作品を発表した。

このコンペは、木の性格と特質を知り、それを

最大限に生かし、伝統的な在来軸組工法を継承し

つつ、これからの時代に求められる住宅空間= 住

宅を創造することを目的として行われたもので、

設計部門で、の最優秀作品は奈良住宅建設関連事業

協同組合の手で商品化 される予定である 。

・設計部門

ーーイ主宅と住空間をめぐる大きな変化の中で、

住宅に求められる数々のニーズを満たす木造住宅

の間取りの提案を求める 。提案に当たっては、基

本紫材を木とし、在来紬組工法を基礎とする 。

最優秀 長谷川順持 ( 建築事務所)

優 秀 桂 英 昭/ 桂由美子 ( 大学教貝)

鈴木久子/ 吉塚幸雄 (建築家)

瀬川康秀 (建築家)

三潔康彦/ 三津文子( 建築家)

・アイディア部門

一 一構造材としての木の特質を最もよく発揮し、

空間構成の新しい可能性を関〈合理的かつ経済的

な架構方法とそれを支える継手、仕口について、

また仕上げ材、表面構成材としての木の使用方策

についても斬新なアイディアを求める 。

最優秀 問中公行 (建築事務所)

優 秀 平 野 憲 司 (建築家)

宮坂公啓 (建築家)/ 山川 佳伸 ( 大学院生)

安 原 毅 (建設会社)

後

構

道

路

話量言轟
木枠 f.tアルミサ y ン

間合先

国際デザ、イン・コンペンション' 92一新潟市と福山市で' 11月 に 開 催

• r国際デザイン・コンベンション '92一広島」

V 喜びのデザイン一広島・アジアそして世界を一々

がメインテーマ。「 アジア競技大会」開催を 2 年後

にひかえて、広島が世界の多様な伝統文化や生活

文化に触れ 、自らが創造的デザインを世界に発信

していくための、国際的な相互交流 ・技術交流の

可能性ゃな義を追求する 。

日 時 1992年11 月20 日幽本会議10: 00- 17泊

会 場 本 会 議 一 県 民 文 化 セ ン タ ー ふ く や ま

( 広島県福 山市東桜町1- 21)

・基調講演「共通言語としてのデザインー アジア

と世界を結ぶもの」豊口 協氏 (東京造形大学教授)

・事例「生活とデザインの創造」

Mr. Sanni e  A bdul  (前出) / Mr.  Anders  Knut sen (前

出) / 李艶 洋 氏 (前出)

・鼎談 「集い合い ・結び合って ・道をきわめる」

金子修也氏 (GKグラ 7 イy クス社長) / 前回又三郎氏

(デザイ ン総研広向社長) / 中村弘子氏( 漆芸家)

参 加 本会議500名 ( 先着順、締切 10月30 日)

一般6，000問、学生3，000円

催しの詳細は、( 財) 国際デザイン交流協会広報

部 ( T EL 06- 346- 2611) へ問い合わせられたい。

(11; t ) 国際デザイ ン交流協会( 佐治敬三会長) は、

「国 際デザイン・コ ンペンション Ｇ ＹＲ ｾｲ 潟」を ＱＱ

月17 日に、続いて 11月20日には「国際デザイン ・

コンペンション '92 広島」を福 山市 で、それぞれ

地元との共催で開催する 。

• r国際デザイン・コンペンション '92一新潟」

メインテー' 71立、笠餓の風景( デザイ ン) ーモ

ノづくりの未来形- J 環日本海時代を迎え 、地域

の産業援輿で果たすべきデザインの役割を考える 。

日 時 1992年11 月17 日ω 本会議10:00- 17: 45

会 場 ホ テ ル 新 潟 ( 新 潟 市 万 代5- 11- 20)

・基調講演「生活文化の創造」

多国道太郎氏( 武庫川女子大学教授)

・ケーススタテe イ「産業の質 ・生活の質」

Mr.  Sanni e A bdul  (デザインセンタ- . : / ンガポール所長)

Mr. A nders Knut sen  (デンマーク. パングアンドオル7 セン社長)

李 艶 孫 氏 (中園、 李鈍j I i i 時装設計社長)

. ノマネルディスカ ッシ ョン「クオ リティの探究」

羽生道雄氏 (モノプロ工芸代表取締役)

黒川雅之氏 (建築家、プロダクトデザイナー)

参 加 本 会 議300名( 先着順、締切 10月30 日)

一般6，000円、 学生3，000円
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建物を調べる

一一あなた の建物は健康ですか? 調査 ・診断一一

半永久的?
鉄筋コンクリートの建物と言えば、費用

は少々高いが頑丈で、半永久的、と言ったイメージが根強く残 って

いる 。実際にコンクリートの塊だけがあれば、半永久的なものであ

ろう 。 しかし、この中に鉄筋や鉄骨が納められ建物の形にな った時、

いろいろな問題を生じる 。特にマンショ ンなど快適な居住空間を目

指したものでは、物理的にわずかな不具合であ っても大きな欠陥と

評価される 。鉄筋コンクリート建物の r健全度』や 『寿命』 と言っ

た言葉が、建物が壊れる・倒れる、などの限界状態とはほど遠いすり

ｦｾ Ｇ きり傷 ・ 汚れなどの軽症に対しでも、口にされることが多い 。 こ

のように、建物の 『健全度』や 『寿命』対して、社会的にも関心が

高ま っている 。

当試験所で調査した事例 では、 60年 を過ぎてもなお部分補修後、

再利用できる建物もあれば、築後わずか20年弱で取り壊されたもの

もある 。 コンク リー トは半永久的、されど建物の耐久性は、最後ま

でたどり着けるか判 らない、言わば『半迷宮的』である 。

品質保証?
建物のことを少し横に置き、自動車や家

電製品などを考えてみよう 。 これらの製品では、品質表示があり保

証制度が確立されている 。消費者は、品質や性能と値段を天秤にか

けて選択する 。 また、部品の消耗や寿命、取り替え時期などが明記

されているから、購入後のメンテナンスは計画的に行うことが可能

である 。

鉄筋コンクリー卜の建物はどうだろう 。建物としての品質表示は、

まず無い。設計図面どおりに造られているかどうか消費者が知る由

もない。最近になって屋上防水や外壁塗装の耐周年数の感覚が普及

してきたが、これらの継続保全は消費者側 に任されているのが殆ど

で、マンション等では建設後のメンテナンスに予想以上の労力 ・金銭

を費やしている例が多い。恐らく生涯て唯高( 金額) の貝物だろう

が、それにしては、当たりはずれが大きいものである 。

建物の品質が全て悪いと言うのではない。現場で造り上げられる

一品生産物であるがため、外観で判る 151質とは別に、耐久性に係わ

る品質は把握されていないのが現実である 。建てた似I j でも判 つてな

い要素が多い。

設計手法・施工技術・現場管理システムなどを耐久性と結び付けて

確立することは、一朝一夕には行かないが、自動車の 6 ヶ月や 1 年

点検を見習い、供用後の健全度を検べる点検制度を普及させること

が、近い将来必要になると考えられる 。

なぜ調査、なぜ診断?
冒頭で述べた

とおり鉄筋コンク リートの建物は、 何十年と 言 う長期間の耐久性を

期待させていることは間違いない。しかしながらt H 来上がった建物・

構造物が、はたして長期間の供用に耐えうるだけの品質や性能を持
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@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 ・ 吹 田 市 議 白 台5- 8- 1 〒565

電 源 ー ( 06) 872- 0391 F AX... ( 06) 872- 0784 

業務時間・・・平日 : 9:  00- 1  

土曜 : 休業

っているかと言う点では、大きな疑問が残る 。結論から言えば、調

査してみないと耐久性の 『素質』は判らない。 なぜならば、 ごく最

近の建物を除けば、耐久性の 『素質』 を確保する認識が薄かったし、

構造物が早期劣化 に至る原因や耐久性に影響を与える要因などの研

究が盛んになったのも近年である 。

以下に示す 4 項目は、当試験所で受託した物件の調査や診断の目

的または動機の上位 4 つで与ある 。 1 - 3 項は既存建物のケースで、

4 項は工事途中や竣工直後のケースも含まれる 。 いずれも直面して

いる特定の問題点から調査や診断にアプローチしているが、 その結

論を導〈際には、耐久性と 言う 観点を切り放すことができない。

1. 劣化・ 損傷が目立 ってきた。大規模補修を行う前に建物診断

を実施し、補修を適切にしたい。( " 7 ンションや集合住宅に多い)

2. 顕著な損傷( ひびわれ、剥離、漏水など) が発生しており、

原因や今後の対策を知りたい。

3 . かなり古い構造物なので、安全性を知りたい。( 公共建物、 自

社管理物件、工場、倉庫に多い)

4. 問題点の責任所在を明確にするため、訴訟の際の資料作成や

鑑定を行ってほしい。( 現象としては、上記 2 . と同じケースが多



何を、どの様に調べる? 調査

診断に際しては、当試験場では依頼物件 ごと に下見および打ち合わ

せを行い、建物の規模 ・ 似傷状況 ・ 立地 ｦｾ 涜 ・供 周年数などを考 ｬ 極

し、目的に応じた調査計画を作成している 。具体的な調査項目や手

法は、広範囲、多岐にわたるため代表的な調食項目を以下に示す。

なお、制合i手法やそ の対象純閤 ・数邑などに ついては、技術の附:立

およ び社会的な統ーが未だなされていないが、調査結果の信頼性を

左右する重要な要素であるため 、慎重な検討が必婆である 。

「 外 観 目 微 調 査

ト 外 装 仕 上 材 の 剥 離 調 査

現場における調査一一←鉄筋かぶ り! 写さ非破壊調査

ト 鉄 筋 の 非 破 壊 腐 食 調 査

」 は つ り 調 査

「コンクリー ト・コアによる各種試験

試験室における調査ート分 析 試 験

」 仕 上 材 ( 外装 ・内装) の詳細l調 査

なお、当試験所では調査や診断を合理的に展開するため、本格的

な調査の前段に r耐久性第一次診断』と 称し、 言わば建物の健康診

断を行って いる 。特にマ ンションや集合住宅などにおいて、前記の

調査目 的・ 動機の第 1 項に該当する場合は合理的な診断で、お勧め

したいものである。この耐久性第一次診断は、 表ー 1 に示す項目お

よび内容を現地調査 1 日で行うもので、この診断結果から事後の詳

細調査の必要性や要点が絞り込まれるため、費用の面でも合理的と

言える 。

耐久性第一次診断の概要

この診断は、言わば 『建物の健康診断』であ り、コ ンクリー

ト構造物を合理的に維持保全するために調査を実施して、

- 構造物の劣化、凱傷 l  

} を把tl f . して、

. 耐久性に関する基礎データ j

今後の対策として

- 詳*I! I調査の要否や要点 }

} を縫示する 。

・補修の安否や要点 J  - -

褒 ー 1 耐久性第一次官舎断 の鯛 査項 目 と 内 容

調 'l'f. lJi 目 J拘 主主 肉 容

タト 鋭 目 祝 ?附 l't 

外装{ 士上 材 、防法体および屋上防水等

の劣化を観察する 。

当試験所で開発した改良型自記式鉄筋

鉄筋のかぶり厚さの非般若担調l ' t 探査装置を用いて調査する 。

調査対象音Ilf立は現地で決定する 。

コンク リー卜 ・コアによる部111: 直後 lOcmのコアを階段室付近や廊下 手

( 圧 縮 峨 中 性 化 院 )
相 等の壁 、腹段から百1・3f;本採取し、各

I孟化物イオン濃度 般試験は当試験所で実施する 。

日 ) 1  現地調査は、 l原則として l 日1111 で終了する .

2  コア採取跡の復旧は、調貨当日中にモルタル充壊し. 獄似の仕上状況に

1l ! 旧する .

調1i. 費用は、大阪近郊の場千予約60万円。

また 、鉄筋コンク リートの建物や構造物の耐久性を評価する際、

コンク リート中の鉄筋の腐食が重要な判断基準の一つであり、本格

的な調査( 詳細審査) では欠かせないものである 。当試験所では、

非破壊によ って コンク リー ト中鉄筋の腐食状態や腐食の速度を推定

する方法を 開発 し、 調査に臨んでいる 。参考までに 、rG BRC腐食モ

ニタ リングシ ステム』 を用いた鉄筋腐食調査の概要を 図ー 1 および

図 - 2に示す。

ニ極プ ロープ

[参照極 Ag/ Ag C I  

対 縫 Pt

電解液。飽和K C I

図ー 1 G B R C偏食 モニ タ リング法

コンクリ ートコア に

よる調査

- 圧縮強度

・中性化深さ

.  j基化物量

・アルカリ 骨材反応、

の有無

図 - 2 鉄筋禽食調 査手順

ミ佳 J 、ま三岡本. 弘主じ寸- z. ') 

画比 I J - ロ回目玉. 庇子四I 'j 色) !  前記のとお

り、調査手法や技術の擁立および社会的な統ーが未だなされていな

い。 また調査や診断にあたる技術者のレベルや資格についても、未

だ確立されていない。北九州市小倉のタイル剥落事故 (1989年11月、

死者 2 名、重傷 1名) を 契機に 『建築仕上診断技術者』制度が発足

したが、調査 ・診断の分野が担うべき範囲からみれば、この制度だ

けでは氷山の一角に過ぎない。誰が審査 ・診断を行うかと言う問題

では、下記の 2 点が重要な選択基準と 言える 。

1. 適切な計画立案・数iit 決定 ・評価・ 対策立案が行えるだけの

技術力ならびに経験 (笑綴) を持った者 (機関) であるか。

2 . 調査や診断の結果により事後の補修工事や責任問題などにお

いて利害関係が生じない立場の者( 機関) であるか。

上記の第 l 項は必須条件である 。第 2 項はi侍と場合によ っては重

要な意味を持って来る 。訴訟物件ではやはり必須条件となる 。 また、

敢えて苦言 を呈すれば、補修工事の受注を目的に事前の調査をサー

ビス (極めて低料金か無料) で行い、なおかつ自社の補修材料のメ

リッ トと結び付け易い調査のみを実施するケースがある 。 この場合、

個 々の調査技術に問題がなくても 、既に調査計画立案の時 点で上記

の第 l 項を満たしてない。

社会的に調査 ・診断は認知されつつあるが、この分野の充実を促

し優良な業者 ・技術者が育ち易い環境作りの意味で、業者 ・技術者

は厳しく選択されること 、 また適切な調査 ・診断には、それなりの

費用が必要であることを発注者側 も認識することなどを提言 したい。

. . J o. . . . . l . _ t' l  ，-

..cf J  Ｔ ノゾｾ｜Ｂ，Ｎ 調査や診断に関し、雑感をまじえ当試験所の

業務案内を述べたが、行政機関の指導 ・技術者( 業者) のレベル ・

発注者の認識、それぞれにおいて過渡期であ り充実 ・整備が待たれ

る次第である 。 なお当試験所では、記述した 以外のケースにも対応

する準備があります 。ご質問やお問い合わせを大歓迎 します。

(材 料 試 験 室 永 山 勝)
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お布施のまちづくり

熊 本 市 都心 の古町には 、加 藤 清 正 が400年前につく っ た町割が今日も残されている 。その構成は、全街区

の 真 中 に 寺 が あ る 「 ー 町 一 寺 型 」 で あ る 。 近 年 高 層 マ ン シ ョ ン が 乱 立 し 、 良 質 な 街 並 み が 相 当 に 変 調 し

つつある 。 人 口 が 減 少 し 、 高 齢 者 が 増 加 し つ つ あ る 。

先 年 、 明 治 8 年 に 建 設 さ れ た小 学校を更新する際に、 小 学 校 の 規 模 縮 少 と と も に 、 五 福 地 域 開 発 セ ン タ

一 、 公 民 館 を 併 設 し た 複 合 建 築 が こ こ に 出 現 し た。 「センター」が仕掛けた「まちづくりふれあい塾」に

約 4，50名 の地域の住民がこの夏、 5 回の講座と 1 回 の シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 し た。

集ま った 住 民 の 聞 に は 「 遅 い き ら い は あ る が 、 住 民 主 体 の ま ち づ く り は こ れ か ら だ 」 の 気 持 ち が ビ ン ビ

ン とはねかえ ってくる 雰 囲 気 が 漂 っていた 。「ー町ーミ干のかたちを生かしたまち づ くり j r心 に さ わ や か

な風をまきおこすまちづくり 」 等が語 られた 。 お寺 の 坊 守 ( 奥 さ ん ) や ま ちづ くりに能動的に関わりつ

つ あ る 住 み 手 の 口 か ら 「お 布 施 の 心 の ま ち づ くりをやろうよ 」 とのつ ぶ や き が き か れ た 。

お 布 施 と は 通 俗 的 に 理 解 さ れ て い る 説 経 料 の 代 価 と い う 経 済 的 意 味 で は な い。「うけとっていただいてあ

りがたい j r ま ち づ く り に 参加 させていただいてうれしい」という謙虚さ、精神性を意味している 。 この

地 区は、 心 のまちづ、く りに向かい始めた。 ( Y . E )  

建 築 を 舞 台 に 上 げ た ら

早いもので「ポー トピア '81j か ら 今 年 は 11年 目 で あ る 。 そ の 後、 地方 |導 は 全 国 を 一 巡 し た が 、 仮 設 建 物

と映像による博覧会はマンネリ 化 してきたといわれる 。 そ の 問 、 都 市 で は 街 路 や 公 園 が 整 備 さ れ 、 新 し

い 建 物 と と も に 、 近 代 建 築 も 装 い も 新 ら た に 再 登 場 す る な ど 、 街 そ の も の が 楽 し い も の に な ってきた。

そ こ で 、 本 物 の 建 物 を そ の 場 所 で パ ビ リ オ ン に 見 立 て て 町 中 を 博 覧 会 場 に し よ う と す る 「 ア ー キ テ ク チ

ュア ・フ ェ ア 」 を 来 年 、 神 戸 で 催 す こ と と な った。

幸 い 神 戸 は 、 旧 居 留 地 を は じ め 、 近 代 都 市 を 形 成 し て き た 過 程 を 自 の あ た り に す る こ と が で き る 数 少 な

い者E市で、ある 。

居 留地 の 中の 近 代 建 築 を 再 生 し た 市 立 博 物 館 を テ ー マ 館 に 見 立 て て 、 模 型 な ど で 都 市 や 建 築 の 移 り 変 り

を 市 民 や 来 訪 者 に 楽 し ん で い た だ く こ と に し て い る 。

しかしれせ っか く 建 築 を 舞 台 に 上 げ た け れ ど 、 演 ず る も の が な い 。 と 言 わ れ な い よ う 、 皆 様 方 に ご 協 力

をお願いしている 。 (K . O)  

ウィーンにて

ウィーン楽友協会大 ホー ル は 、 ご 存 じ世 界 最 高 の 音 楽 ホ ー ル。 空調設備が無く、蒸暑いのに閉口するが、

賞 金 色 の 壁 、 天 井 、 立 ち 並 ぶ 女 人 像 が シ ャ ン デ リアに i吠え 、正 に ピ カ ー で あ る 。 こ の 大 ホ ー ル の ほ か に

室 内楽 用 の小 ホールがあ り、 2 11皆のメインロビーは二つのホールの兼用 になっている 。 両 ホ ー ル 同 時 に

演 奏 会 が あ る と き は 、 途中 休憩 は 双 方 が 閉 じ 時 間 に な る よ う 、 演 奏 の タ イ ミングを計っているらしい 。

本 問、 両 方 の聴 衆 は 一 つ の ロ ビーにど っ と溢れ出 る。 開 演前 の切 符チェック 以後、 両 ホ ー ル の 行 き 来 は

フ リーになってしまう 。 と云うことは 、 小ホ ー ル の 切 符 で 、 途 中 か ら 大 ホ ー ル に 鞍 替 え す る 不心 得者も

いるのかな。 ま た 、 こ の 建 物 、 使 所 が 少 な く 、 我 国 の 奥L行 場 法 で は 不可 の 代 物。 ところが、休 憩 の 聞 に

トイレで出会 う の は 日 本 人 ら し き 人 ば か り で 、 お 互 い の 目 線 を 避 け 合 ったりして。 か の 国 の 人 々 は 、 そ

の必要がないのか、 Ｑｾ 然とカフェテリアで談笑 。 あそこはトイレが少ないと知っていて 、 皆そのつもり

をして来るとか。 不 便 さ を 容 認 し て 、 人 の 公 徳 心 な り 良 識 、 時 に は 、 忍 耐 を 前 提 に 運 用 、 い つ ま で も 建

物 の 原 形 を 保 と う と す る 。 早 速 、 ロ ビー を二分、便器増設、空調無〈時代遅れ取壊し・ ・の 筋 書 き に 慣 れ

た 限 に 、 文化 の 伝 承 と は こ れ か と 、 あ ら た め て 感 じ 入 った次第。 ( N. O )

BUI LDABI LI TY と品質

今、イギ リスからの研修生が来ている 。彼の研究テーマは、 BUI L DABI L I T Y とP OS T とC ONS T R U C TIO

L I ABI L I TYであり、その日英比較を行おうとしている 。この二つは、対になる概念である。BUI L DABI L I T Y

と言 う語は 、 イギ リスでは 10年 く ら い 前 か ら 使 わ れ て い る と の こ と で あ る 。「作り易さ」と「施工後資任」

とでも訳すのであろうか。 施 工 の 難 し い 建 物 は 、 暇 抗 が 発 生 し や す い と い う こ と を 前 提 に し て い る 。 対

象 と す る 範 囲 は 、 建 物 群 の 設 計 及 び 施 工 計 画 か ら 、部 材 の 納 ま り に 至 る ま で か な り 広 い。 よ く 考 え て み

れ ば 、 私 達 が 日 頃 行 って い る 品 質 保 証 活 動 に似 ている 。T QC で 設 計 審 査 の 方 法 を 学 ん で か ら 、 図 面 を 見

て 暇 杭 の 起 き や す い 場 合 は 設 計 変 更 を 求 め た り 、 あ る い は 施 工 方 法 を 充 分 に 吟味 す る こ と は 今 や 私 達 の

日常 活動 で あ る 。 近 々 、 コ ン ビ ュ ー タ ー や ロボッ 卜を駆使し、 無 人 化 施工 を 目指し た プロ ジ ェ ク ト が 幾

っか始まろうと している 。 このような場合においては、 BUI L DABI L I T Y を評価 す る パ ラ メ ー タ ー は 変

わ っ て く る の か も し れ な い。 な お 、 ア メ リ カ で は 近 年 、 CONS T R UCT I BI T Y あ る い は CO N-

S T R UC T  ABI L I T Y という概念の研究がはや っている 。 英 語 と 米 語 の 違 い ま で は 私 に は 分 か ら な い。

( Y .M )  





外 観

エントラ ンス エ ン トラン スより みる

出雲健康公園整備プロジェクト・出雲ドーム

設計監理 鹿島. 設計エンジニアリング総事業本部、斉藤公男

施 工 鹿 島. 広島支庖
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所 在 地 島 根 県 出 雲 市 矢 野 町999番 地

敷地面積 88 ，618 . 18m' ( 全体)

建築面積 16 ，277. 42m'  

延床面積 15 ，742. 14 m'  

情造規模 大断面構造用集成材による立体張弦 アーチ膜僧造、 2F

工 期 1990年 10月- 1992年 3 月

最 寄 駅 J R山陰本線出雲駅

撮 影 国 際 写真



出雲市の企画による全天候型多目的競技場は、市

政50周年記念事業として、伝統と文化の地、出雲

市にふさわし い厳しい風雪を克服 した、 多目的ド

ームを核に、町づ くり、地域活性化を推進する健

康遊園地 を含めた提案を求めたもので、大手総合

建設会社 H土による提案協議の結果、当社ヨ震が最

優秀笑 (笑施案) として採用された。

中社案の出雲平野にマ γ チした蛇の 目傘を イメー

ジし た木構造と膜材のシルエ ッ ト、優れた機能性、

完成後の運営や維持管理についての具体的提案が

高〈評価されたものである。

北山を望む 出雲平野は、宍道i湖、斐伊川、出雲大

社の位置する日本海へと東西に広がる平坦な堆積

I也て。ある。

北山 と中国山脈との狭間のこの平野には、 通年、

強い偏西風が吹き抜けるため、民家は 「築地松」

という独特の防風林に囲まれている 。 風上側のド

ームと風下側の公園という位置関係。 さらに、レ

ベル設定、植樹など、敷地全体の配置、防風計画は

この伝統を継承した計画とな っている。また、古く

は出雲大社を始めとして、近年、木造建築普及を

5十ってい る出雲地方の文化 を尊重し、ドームは集

成材 という新しい素材による 木造建築を提案した

ものとな っている。

(尾 崎 勝/ 鹿島建設)

w，成材による t，Yiii'l とジョ イ ン ト

プ ッシュ ア ップ工法概要図

ドーム内部
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外観

広島県健康福祉センター

所 在 地 広 島 市南区皆実町ト6- 29

敷 地 面 積 7，008 m'  

建 築 面 積 1  ，172 m'  

延 床 面 積 川，957 m'

設 計 監 理 広 島 県 ・ 安 井 建 築 設 計 事 務 所 構 造 規 模 S R C、一 部5 、6 1、9F

施 工清水建設・砂原組・日成建設共同企業体
工 期 平 成 2 年 7 月一平成 4 年 6 月

最 寄 駅 J R広 島 駅

撮 影 西 日 本写房

34 姐聾 と社会/ 1992' 1'- 9  )1 ¥; 



この建物は、 「健康福祉セ ンタ一機能」と「保

健環境セ ンタ 一機能」を統合して収容したも

ので、既設の r 1日・環境センター」と合わせ

て「ひろしま健康会館」と総称されるものです。

「健康福祉セ ンタ ー」は、県民が健康で、い

きがいを持 って生活し 、明るい長寿社会を椛

築していくための総合的な健康づくりを松逃

することを目的とし、「保健環境センター」

は、シ l レノ 〈ーサイエンス、バイオテクノロジー

の分野や、疫学調査等の公衆衛生学情報の収

集 ・解析等の分野のニーズに即応することを

目的とした施設です。

施設構成は「保健環境セ ンター」の研究室 ・

実験室を 5 、6 階に収容しており、 「健康福祉

センター」機能としては、低層部に相談セ ン

ター ・高齢者障害者の介護用品を展示したモ

デルルーム ・介護笑習室 ・栄養実習指導室や

視聴覚研修室を設け、 81渚には太極拳 ・ヨガ

やシルバー向きの球技の指導もできる大研修

室を設けました。

この他、県内の巡回検診用のパス車庫と X 線

療彬の自動現像室 ・血液検査室、成人病検診

務室も収容しています。

内部動線については「健康福祉センター」用

エレベーター と、非常用を兼ねた「保健環境

センター」 用エレベーターを各々に設けて動

線を分離し、既設棟とは 5 、 6 階の渡り廊下

で接続しています。

外観は 、県の公共施設らしいし っかりとした

構えとすることを基本に、既存の「旧 ・環境

センター」 との一体的調和を図るため同系色

の磁務タイルを用い、窓、は彫りの深いものと

しました。さらに北側正面については、周辺

の南区役所や区民文化 センターとの調和を考

慮 しながら、ガラス面を組み合わせた構成と

し、「健康福祉セ ンター」としての親しみを感

じられるよう心がけました。

(大 江 誠/ 安井建築設計事務所)

正而2 : 1均

l階 平面図・配置図 1:  2000 

ｉ ｾ 腎ヱントランスホール

8腕骨 ロ ビー

Ｘｾ 持大研修Ｚｦｩ
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竹 原 複 合 合 同 庁 舎

設計 大旗連合建築設計

監理 広島県土木建築部都市局営繕課

施工 大之木建設 ・賀豊土建共同企業体

36 控 寮 とlt 会/ 1992年 9 11り

IEI而玄l対ア プ ローチ

， 

｜ ｾ Ｎ＠ - l '  

玄関ポーチ夜景

ノ

配置図 l 階平面図 1: 1200 



所 在 地 広島県竹原市竹原町大字北堀 1565- 6

敷地面積 4，91 1.09 m'  

建築面積 2，092. 17 m'  

延床面積 8，093. 17 m'  

情 造 規模 R C、BI F、6 F、P I

工 期 平 成 2 年 10月 6 日一平成 4 年 4 月30日

最 寄 駅 J R呉線竹原駅

竹原市は広島の東部、瀬戸内海沿いに位置し

海、山 の幸に恵まれ豊かな自然に図まれてお

ります。

この施設は、その竹原市の市役所をはじめと

する市の行政機能、市民会館、図書館等の文

化施設が集積する位置にあります。

広島県用地に県の合同庁舎、竹原市の池田コ

レクション、及び多目的ホール、これに竹原

商工会議所を複合した、広島県下で初めての

合同ピルです。

外観は、 竹原市の「市木」である 『竹』 の並

木街路と、落ち着いた、潤いのある町並に気

を配りつつ、新しい都市景観の形成を意識し

た落ち着いたデザインとしました。

正面玄関は県専用 と市専用 の風除室を設け、

両者への玄関ホールを選択できるよう配慮し

た空間構成としております。

内部 1 階中央に 『竹庭』 を設け、南北の施設

機能を明確に分離しており、 2 階には南側に

県の保健所、北側にアートギ ャラ リーと池田

コレクションを設けております。 池田 コレク

ションには、 竹原出身の池田勇人元総理ゆか

りの食重な美術品が展示されております。

これから後、この施設が、行政( 広砧県 ) 、文化

(竹原市) 、経 済 ( 竹原商工会議所) の 3 つの

複合機能て¥官民一体の地域住民への複合サ

ービスは勿論のこと、市民に親しまれ、大い

に活用される事を願ってやみません。

( 島本義H青/ 大旗連合建築設計)

2附 附 段 釜

2階 耳V ホール

l  階 文化創造ホール

l 陥 竹庭
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広 島 原 爆 養 護 老 人 ホ ー ム 倉 掛 の ぞ み 園

設計監理 山下設計

施 工 大 成 建 設 ・ 三 井 建 設 ・砂原組共同企業体

⑨ 

2階 平面 図 1:  1500 

38 建築 と社告/ 1992年 9 I1 り

北西外観

所 在 地 広 島 市 安 佐 北 区倉掛三丁目 418- 1 番地

敷 地面積 14 ，705m'  

建築面積 4，494 m'  

延床面積 12，492m'  

構造規模 R C、5 F、P I

工 期 平 成 2 年 12月一平成 4 年 3 月

最 寄 駅 広 島 駅 よ 円 パ ス 、 倉 掛 セ ン ター前下車

撮 影 国際写真

エ ン トランス



被爆後47年の歳月が過ぎ、被爆者の高齢化が

進み、 60歳以上の被燃者数は、平成 8 年度末

に約 11万 1 千人とピ クに達する 。 また、一

人暮らし、寝たきり等の要介護者が急増して

いる 。このような状況の中、 3 番目の原爆養

護ホームの完成を見るに致りました 。

当敷地は、南北に 長〈 北下 りで周匪|を道路に

囲まれ、東に- t ; IJ立 った山、南に 学 l盟、北に公

圏、そして、西に高陽ニュータウン、可昔日の

市街地が一望できるという最高の環境にあり

ます。

設計上のポイン卜は居室 ( 入所者のプライヘ

卜空間 ) への均ーな日問、近隣への日 ;i与の

彬響や、施設利用者の往来による交通騒音等、

住民への十分な配慮に心掛けました 。

設計の基本方針は①土地の形状に合わせてな

エ ン トランスホール

エ ン トラ ンスホール

じみやすい建物とする 。②住環境を煩わない

建物とする 。③単純明快な紛j 総計画とする 。

④安全第ーの建物とする 。⑤入所者の移動を

水平移動のみ に努め負担を軽くする 。⑥入所

者のプライパシーを尊重した計画とする 。⑦

地域環境保全のため低層化に努める 。③到J と

l'ii
tの空間l分離を図る ーー を柱としました 。

( 阿部良夫/ 山下設計 )

集会室
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ひがしひろしま聖苑

設 計 監 理 大 旗 連 合 建 築 設 計

施 工 鉄 建 ・ 日 興 ・堀田特定建設工事共同企業体

東南l(jj 全対

束広h古市は、ほほ広鳥県 中央官11に位置し 、必ま ため、 一般の人が抱〈イメージは、、暗い砂、死砂 な雰囲気の施設である こと 川住民に違和感 を

れた自然に囲まれ、古い歴史と伝統に育まれ 明悲しみ秒、寂しい場所。等であ った。 抱かせ ない新しいイメ ージの施設である事前を

ながら発展してきました。そして近年、広 島 しかし 、火葬の臭気や煙が技術的に解決でき 念頭にかかげ、各部のデザインは杢と海、太

大学総合移転、テク ノポ リスの地域指定等、 る今日の火葬場では 、火葬するだけの場所か 陽と星、森と 川 など、自然の中か らモチー フ

産業、文 化面 においても着々と整備が進め ら ら、人聞の最後の別れの場として優れた空間 を選びまし た。

れ、また住宅都市と しても注目されています。 と環境が求め られています。そして、それを 各棟の構成は、待合棟、火葬棟、斎場棟の 3

そうい った中において、今回の斎場建設は、 利用する人が心か ら満足で きる質の高い空間 つの棟で構成し、各様の利用目的を明確に す

都市基盤整備の一環として方向づけがなさ れ 構成でなけれはな らないと考えます。 ることによ り、利用者はもち ろん、管理上か

ています。 今回、ひが しひろしま聖苑設計にあ たっての らも使い易い建物となるよう計画しています。

従来の火葬場では火葬技能だけの施設が多い 基本コンセプ トは 、清楚で明る く、おだやか ( 山崎栄作/ 大旗連合建築設計)

@  

配置図 l階平面図
航空写真
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告 g'J 室

所 在 地 東 広 島 市 八 本 松 町 大 字 宗 吉58番 地

敷 地 面 積 1  1  ，832 .  905  m'  

建築面積 2，970 .6 1  m'  

延 床 面 積 3，139 .45 m'  

構造規模 RC、 2 F

工 期 平 成 3 年 3 月20日一平 成 4 年 3 月25日

最 寄 駅 J R山陽本線八本松駅

撮 影 カル ダンプ 口

待合 ロビー

見送 リホー ル
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下蒲刈地域文化館蘭島閣美術館

設計監理 井村建築設計事務所

施 工 増岡組 ・折本建設共同 企業体

iE市l 人 n 3階物比併 を見上げる

42 住集 と社全/ 1992' 1' 9  11  ¥; 



所 在 地 広 島 県 安 芸 郡 下 蒲 刈 町 三 / 瀬200番 地 l

敷 地 面 積 1，401. 070m'  

建築面積 625 .841 m'  

延 床 面 積 1，056 .074附

構造規模 S 、81 、W、2 F 、P I

工 期 平 成 元 年 12月一平 成 3 年 3 月

最 寄 釈 三 / 瀬港

1最 影 国 際 写 真

呉市から車で 20分余 りの仁方浴よ り、 船で行〈下部刈H円は、

瀬戸内海に浮ぶ烏のー ってa あり、古来、蒲刈烏と呼ばれ、

内海の要衝として栄え、史笑や遺跡トも数多く古い j歴史と伝

統のある l町である 。四方を海に囲まれた 、人口 3，000人余り

の人情豊かで、自然の香りがい っぱいの島でもある 。

道路を介し 、海に而したこの敷地 は、|町誌 「ふるさと下蒲

刈」 によると 、番所、下行小屋なと' が主It; lt ぶところであ っ

た。 この由緒ある地に、「島全体、文化の香り高い III J とする

桃想の一環として、 人々の感性を養うことを目 的 とし 、創

造の場として、又、心のやすらぎや22かさを実感できる空

間を 」 という目的で、美術館が建設された。 このことから、

伝統ある木造建物を配世することにより 、地域との一体化、

又、自然との調和を目指した。

玄関へのアプローチは、御影石を使用した階段、屋根は入

母屋巡りの重厚な屋械に、白壁と格子: 容を対比 させた。又、

三階部分には、海の番J ; j - 跡地であ ったことから、 物見熔を

表現した。

館内は、 一階ラウンジに、桧の自然、木の磨き丸太を通し柱

に用いて建物の芯とした。 又階段の l次抜部分には、六fl j 灯

能をモチーフにしたシ ャン デリア、階段手摺には、 町の花

である春闘を透し彫にして使用した。

伝統的な日本建築を踏襲した建物と、展示されている作品

が融合し 、訪館者に 心の安らぎと I悶いのある空/:11になるこ

とを願っている 。

I絢I諮問の命名は、 古来、下蒲刈町は春闘の自生地であり、

島中、 春閣がl咲き誇 っていたことから i i鏑島」 と称されて

いたことからの命名である 。

(井村正信/ 井村建築設計事務所)

l 附ホール

liiilkt 

2附ホール( 吹抜け)
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44 住集と社会/ 1992年 911' ，;

江 波 山 気 象 資 料 館

設計監理 アーバンプ レー ン

施 工 下 岸 建 設

所 在 地 広 島市中 区江，皮南 l丁目

建 築 面 積 400 .  16m' 

延 床 面 積 639.58m' 

構 造 規 模 改 築332 .77 m' ， R C、2F、

増 築 67 .39師、壁式RC、平家屋

工 期 平 成 3 年 6 月一平成 4 年| 月

撮 影 国 際 写 真

京商外鋭 l' 皆平面図 1  :600 

陶磁外観 ｾ ｉ 刻



今年 6 月 1 日にオー プンした広島市江波山気象資料館

は、広島市街地南西、広島湾を望む標高38mの小高い江

波山山頂近くに位置している。この建物は、 H召和 9 年、

旧広島地方気象台として、当地に建設され、昭和20年

に原爆投下で破損をうけながらも約半世紀にわたり気

象観測を続けて来た。そして、多くの広島市民に江波

山気象台として、又、身近な 111の公園のシンボル的存

在として親しまれ続けてきた。同気象台の移転に伴い、

広島市は、昭和初期の建築的デザイン価値を生かした

全国でも初めての気象をテーマにした資料館としての

再生( 活用) と、市内においても残り少なくな った被

爆建物として の歴史的遺産の保存方法の検討を行った。

結果、 1920年代ドイツ表現主義建築の影寺中を受け当初

より建築されている本館のみの保存と復元を行い、周

辺の公園との一体的利用が図られた。

今固め修理に際し 、建築 i!l U3 ! : 的には、一部精進補強を

行へば、将来的にも安全性に問題は無いことの硲認は

出来たも のの外部外壁廻り の劣化が激しい為、 外壁の

カキ落し仕上げや屋上防水、スチール建具など、保存

箇所を除 き全てについて撤去、改修が行われた。保存

箇所としては、爆風を直接受けた北側外壁面を 当時の

面影を残し、部分補修を行い、 2 階展示室内の爆風に

よって壊れたガラスがささ った壁面は、被爆H寺の状態

のままで保存が注意深〈行われた。復元箇所としては、

外壁仕上材のカキ落しに使 う種、石、探 しから初まり 、

波型ベラ ンダと上部旗竿受、俗の腰壁のデザインと リ

ズミカルな繰型、内部漆喰で仕上げられたアーチ状の

梁や肘木、廻り縁など型取りを行い、玄関入口のテラ

コッタや内部タイル、飾りマス、換気口などは 、現存

するも のに合わせて復元された。ベランダのレリーフ

や唐草模様の手摺、玄関扉の取手、玄関入口の照明な

どは、当時の写真をもとに製作復元を行った。オープ

ン以来、気象資料館を訪れる人が多い。

一つの役割を終えた老朽建物が、新たな資料館という

機能を得ることにより再び息吹きを与え られた。そし

てこのことが地域のラウ ン ドマークとして、また、未

来にわたり市民それぞれの記憶の共通の拠りどころと

なってゆく ことを車買 っている。

( 大間卓夫/ アーバンプレーン)

止' . 1則ホール

気 鋭的朝i展示x

気象情報l民示室
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温井スプリングス

設 計 監 理 大旗 連合建築設 計

施 工 共 立 建 設 ・ 松 本 建 設 共 同 企 業 体

ニltffij

.Eilii 全長

46  建 築 と 社 会/ 1992.'1' 9  JJ '，;  

所 在 地 広島県山県郡加計町大字加計4692- 7- 11

敷地面積 2，849 .61 m'  

建築面積 1，323. 182 m'  

延床面積 3，693. 039 m'  

構造規模 RC、4F

工 期 平 成 2 年 11 月15日一平成 4 年 3 月15 日

最 寄 駅 可 部 線 加 計 町下車、車で5分

撮 影 国 際 写 真

本施設は、平成10年完成予定の建 設省温井

ダムに伴う、ダム用地内J 居住民の雇用事

業と、黒四に次 ぐ日本第 2 位の高さとなる

アーチ式ダム 。 を中心に加計町策定の「温

井ダム周辺観光開発計画」の一環として 、

その中心的役割を成す施設として計函され

fこ。

ダム周辺は滝山峡という 美 しい渓谷に恵ま

れ、陰陽交通の中継地 として、又古 くから

広島の遊署地、奥座敷として栄えた 地にあ

る。

広島から車で一時間足 らずで来れるという

立地と、町が試掘して出た温泉を生かして 、

老若男女が気軽に来て、食事 とダム湖景観

と温泉が楽しめる、リゾート型宿泊施設と

して計画した。

本施設の特長としては、ア チ式ダムとの

調和を考えて、半同形のプラン とし、各室、

各施設より、新し く出来る温井ダムとダム

湖が、パノラマ状に 一望出来る計画として

いる。

( 白砂英機/ 大旗連合建築設計)

正面入口



⑧ 

J  

一「

露天風呂

11了7TTiFi一一一
配置図・2' 皆 平 面 図

ラウ ンジ( 吹抜 け)

客室
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広 島 城 表 御 門

設計監理 日総建

施 工砂原組・小松工務庖建設工事共同企業体

所 在 地 広 島 市中区基町2 1- 1

建 築 面 積 100. 36m' 

延 面 積 79 . 64m'  

構造規模 木造脇戸付櫓門、入母屋造、本瓦葺、納部真壁、軒塗錦、両側面一間庇付

桁行 7. 64 m、梁間 : 4 .85 m、軒の出: 1  . 27 m、軒高 7. 03 m、棟高。 10 .6 1m 

御 門 橋 外 観 木 造 改 修 ( 既 設 鉄 筋 コンク リー卜 橋)

工 期 平 成 元 年 6 月~平成 3 年 12月

鳥版図( 手前よ 町御門橋、表御門、平櫓、多聞櫓、太鼓櫓)

48 姐擦 と社会/ 1992' 1' 9) )  ¥; 

国の史跡に指定されている広島城跡は広島市

の 中 心部に位置し、広島の歴史 ・文 化 を物語

る上で欠かすことの出来ない貴重な文化 遺 産

である。築城以来400年の歴史を持つ広島城は

昭 和 9 年に天守閣が国宝に指定され、表御門、

太 鼓 櫓 、 中 御 門 等 と 共 に 昭 和20年8月6 日

(1945) 投下された原子爆弾によ ってこれら

の建造物は全て倒壊炎上した。

昭 和 9 年 に 旧 陸 軍 第 5 師団経理部が作成した

実演IJ 図を基本資料とし、発掘調査報告書及び

焼 失 前 の 写 真 ・浅野藩古絵図等を参照にしな

がら、聖査備基準の年代を建物が比較 的 固 定 し

表御1"1ディテーノレ



た江戸時代後期とした。 まま使用し、銃柱、冠木等主要材は 、 台湾槍

広島城は、毛利郷元によって天正 17年 (1589) を使用 、小屋梁は園内産の松丸太をうりむき

~天正19年 (1591) にかけて建てられたもの 加工として、仕口、継手は昔ながらの手法で

と思われるが表御門についてはその後石垣の 建立した。屋根は入母屋造で、当時の年代と

繋備や、憾 と共に文禄 2 年 (1593) ー慶長 5 しては反りが大きく、力量木の使われ方が特

年( 1600) の問に建てられたものを椴測され 殊で、化粧垂木 1 本飛ばしに配置し軒先の剛

る。これ等の建物は、創建以来数々の災害に 性を保 っている。この表御門の特長として、

見舞われ、建替や改修が繰り返されたものと 軒裏、軒先をし っ くいてマ皮形に塗 1) 、更に軒

思われる。特に、明 治初期の大本営設置以来、 先を斜めに商取加工をしている点にある。こ

旧陸軍の重要施設として使用され表御門につ れが建物全体の調和と美しさを保 っている。

いても増改築が行われている。 瓦は発掘調査資料の中から年代的に符号する

基礎は、発掘調査により出土した礎石をその 紋様、形など線用し奈良で製作した。また、

1<御門の入 "

ii111" ltt . i よリぷ在111"1を守J む

六築金物 ・乳金物等についても、同時期の資

料から求め、京都の専門庖で製作した。

1前l門紙については 、Il f{ 和39if三鉄筋コンクリー

トj立で改造しており、自主体を残して床版の土

に路板を帰り 、側二|ニを表術IP' Iにふさわしい木

造とした 。

二の丸箆備については広島市に於いて全体の

盤備計画を策定しているが、今回の表御門復

元を第一期として、引継ぎ、平櫓、多聞櫓、

太鼓櫓の復元工事が現在進められており、平

成 6 年 8 月には完成する見通しとな っている。

(日総建)
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呉阪急ホテル

設計監理 日建設計

施 工 増 岡組

所 在 地 呉 市 中 央 1丁目 l番

敷 地面積 2，897 .45 m'  

建築面積 2，286. 56 m
'  

延床面積 18，563 .56 m'  

構造規模 S R C、一部 5 、 8 2、 14F、PI

工 期 平 成 2 年 4 月一平 成 4 年 4 月

最 寄 駅 J R呉線呉駅

撮 影 西日本写房

エントランスロビー 大宴会場「息域 J

チャ ペノレ 「スカリオ ンJ

50 建 築 と社 会/ 1992'1' 9  J J  ，; 

スウィー トルーム



1  

呉阪急ホテルは、 J R 呉線で広島から 南へ約40分、

呉駅の駅前広場に 而した位置に鉄鋼ビル・阪急電

鉄共同ビルとして計画された 。

呉市は造船の町とし て栄えてきた 。近年、呉駅前

周辺部の開発が進むに伴い、当ホテルは新しい都

市の核として、また呉市のゲストルームとしての

役割を担うべ〈、客室数70室という目の行き届〈

規模て¥個性的なサービスを売 りも のにするホテ

ルである 。駅前立地を生かした宴会重視型アーパ

ン リゾートホテルとして位置づけている 。

エントランスロビーに入ると吹抜けから優雅に吊

り下が ったクラシ ンクなンヤンデ リアとウェルカ

ムフラワーがゲストを迎え、上下する正面の 2 ti!i

のシースルーエレベータは楽しさを提供している 。

飲料施設は 1 1堵と 141滑にまとめて配置し、 2 1培は

ブライダルｼ刻述施設、 Ｓ ， Ｔ Ｑ 培に宴会場、 Ｖｾ 皆には

フィ y トネス クラブと いう断面+ 蒜成としている 。

7 階から 121渚には各タイプの客室をシースルーエ

レベータを中心に中l廊下型に配置した 。 また、ツ

インタイプの客室の半数はアウトベシンとして特

色づけている 。

宝塚歌劇に象徴される 「あこがれJ を売りものと

したフ ァサー ドでチ ャペルを 中心にクラシカルな

ホテルにまとめた。 ( 薮野宣美/ 日建設計)

客室階平面図 1:  1  000 

⑧ 

l階 平面図 l ・1600

外 観

ロビーラウンジ「カスカード J
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夜Ｉ［ｾ

並木ルネッサンスビル( 林病院)

設計監理 山田保建築設計事務所

施 工 熊谷組広島支庖

所 在 地 広 島 市 中 区 三 川 町3番21 号

敷 地 面 積 839. 875m'  

建 築 面 積 714. 532 m'  

延 床 面 積 3，568. 027 m'  

僧 造 規 模 R C、 8 1、 6 F

工 期 昭 和63年 12月一平成元年 12月

最 寄 駅 山 陽 本 線 広 島 駅

撮 影 国 際 写 真

ナテ

E

l階平面図 1  : 600 

52 也築 と-11会/1992' 1' 911  ¥; 



正面見上げ

2陪食堂 3階プール

病院は、広島市の中心街「並木通り」に位鐘 になるよう心がけた。内装は、アメ リカの最 従来入院生活において 、本来健康人より良い

する 。周囲には、ホテルをはじめ猶落たレスト も豊かな時代に流行したコ ロニアル調でまと 環境におかれるべき患者の為、快適な入院生

ランやプティ ックなどアーバン ・スモール ・

ビルが立ち並んて' いる。そのため、当地主主も、

地下 1 I渚~地上21階の一部をブティ y クやレ

ス トランを入れた複合 ビルとして設計した。

設計については、「快適な環境の中て' 治療を」

という院長の基本方針に基づき、ハイグレ ー

ドな施設を目指した。

外観は 、石とレンガを使い、古いヨーロ ッパ

活が送られる様、病室その他の設備もホテル

並とした。

医療設備では、特に整形外科的疾患の治療に

力を入れ るべく、完全無菌手術室 ・温水プー

ル ・ト レーニングジム・高酸素エアロビクス

スタジオ等繋備している。

疾患の治療において、ソフト面だけでなく、

これらのハード函 (設備) が、患者の少しで

の建物をイメージしている。又、用途が病院 1階ロビー も早い回復と社会復帰につながることを期待

であるということから、レンガやサ ッシの色 め、家具や照明器具・カーテン等も本物にこ したいも のである。

に気を配 り、 重厚な中にも温かみのある建物 だ わ り 、 十 分 吟 味 し た も の を 使 用 し て い る 。 ( 佐 々 木 秀 明/ 山田保建築設計事務所)
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ゆめタウン吉田

設 計 監 理 河 内 義 就 設 計 事 務 所

施 工 熊 谷 組 広 島 支 庖

. 口亡ゴ

三呈 円 引い口 Ｚ昌ｾ I  

三三目白己回日[

⑧ 

|階平面図 1:  1600 

54 控寮 と社会 / 円92年 9 月号

外観{ 東蘭)

所 在 地 広 島 県 高 岡 郡 吉 田 町 吉 田 下 迫594-1他

敷 地面積 18 ，936 .37 m'  

建築面積 8，724 .83m
'  

延 床 面積 16，577 .30m'  

構造規模 S、2F

工 期 平 成 3 年 11 月一平成 4 年 6 月

最 寄 駅 J R芸 備線吉田口 駅

撮 影 国際写真、熊谷組提供写真

ザー

-・・・・F R一元4
.  
、

4、.

' . _  .r 注且

ィ」.. 
航空写真



セントラルコート( 吹抜け)

広島から松江へ抜ける国道54号線を 47.5km行 用地は東西北を道路に面し、建物は S 造 2階 いる。またエスカレーターホールを屋上に上

ったところに 、歴史的な毛利氏の築城による 建で、外より 4 ヶ所の出入口を取り、内部は、 げていないことが逆に 2 階を落ち着かせた庖

郡山城 (広島県高田郡吉岡町郡山) の麓に、 2 ヶ所のエスカレーターホールの大きな吹 き 舗構成にしている。屋上は駐車場で地上と合

この建物は建設された。この歴史ある町に生 抜けを核にして 1階と 2 階を 一体化させ、 1 わせて車が700台収容出来る。

まれた郊外型のショッピングセンター 「ゆめ 階は S Mをもう 一つの核にして、 市場ゾーン、 外観は 2 階梁とパラペ ッ トの水平ラインが自

タウン吉 田」は 県北最大の床面積( 約 l 万 6 飲食ゾーンをからめて、ゆ ったりした通路を 然にボ リューム感を出し、グレイ ッシ ュピン

千 m' ) を誇り、 20km北の三次市を始めとし、 回遊させ、 2階は情報コーナ一、文化教室、 クが周辺の町並みに異質感を与えず、外から

遠く島根県をも商圏に巻き込んでいることが、 一般テナン ト、遊戯コーナ一、後方スペース 入りやすく、中の庖舗は見通しのよい庖舗で、

駐車場の車のナンバープレートからも読み取 (ス トγ ク、管理部門 、従業員関連) で構成 全体的に親しみのある建物にな っている。

れる。 し、 一階同様ゆ ったりした通路を回遊させて (森畑 武/ 河内義就設計事務所)

南面入口( メイン出入口) 通路より売場を望む
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北京商外観

テラス

広 島c.c. 西条コースクラフh ウス

監 修佐藤重夫( 広島大学名誉教授)

設計監理 フジタ広島支庖一級建築士事務所

施 工 フジタ・増岡組建設共同企業体

④ 

∞

捕

∞

 
56 也集 と社全/ 1992年 9 月号

所 在 地 広 島 県 東 広 島 市 西 条 町 大 字 下 三 永730ー10他

敷地面積 760 ，330 .00m'  

建築面積 2，355.28m'  

延床面積 3，486. 20 m'  

構造規模 R C、一部S 、3F

工 期 平 成 元 年 11 月ー平成 2 年 6 月

最 寄 駅 山陽新幹線東広島駅力、ら車で3分

f量 影 国際写真



H.C. C 西条コースは、 1960年 3 月に開場されており、この

たび、クラブ運営を行いながら、ハウスの全面建替えを行

った。

外観については、周囲の自然景観、地形を生かし、 9 番ホ

ールからの軸線を意識した配置計函を行い、酒倉をイメー

ジして、 日本瓦の大屋根を持 った、力強く、どっしりとし

たハウスをデザインした。

内部に於ては、事務室を核として、 C M、キャテV 、売庖と

の有効動線の確保。ミー ティングルームとレス トラ ンとの

動線分離を行い、使い勝手を考慮した。又、ゆったりした

エン トラ ンス ホールを設け、同 一空間にあり、フレ キシビ

リティーのあるレストラン、ラウンジ。パ γ ク保管機能の

充実と、宅配便に対応したパ y ク置場。女性用スペースの

拡張と、アメ ニティ ー性。くつろぎのある、特別応接 (サ

ロン ) の計画を行い、全体的に 出来るだけ落着いた雰囲気

を出すよう、木をアク セントとして用い、壁、天井はボー

ドにペンキ仕上とした。

設備的には、耐久性と関連の深い水廻りの処理として、配

管類を 地中 に埋めるのではなく、 地下二重ピ ッ トとし、露

出させ、メ ンテナンスフ リー とした。

(家本喜久雄/ フジタ広島支庖西日本設計部)

北部外観

レストラン
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側 住 建 産 業 独 身 寮

設計施工 大之木建設広島支社

北商外観 ( 玄関)

可司

玄関エ ン トランス 正面玄関夜景

58 也接 と社会/ 1992年 9 J j'.; 



木伎の建材メーカーで 、非常にレベルの高い品物を全

国的に i販売されている会社であるが、今目的趨勢にな

らって新入社員の募集に苦慮する為、何処の会社でも

独身寮を全i カに応じて設備のよいものを建てられる様

にな って 来ている 。( 附住建産業におかれても昨年夏よ

り春にかけ独身祭を地設された 。

広島県廿日市市内の準工業地区ではあるが、社員が工

場より帰 1) 、解放感の l味わえるも のを と、玄関ホール、

受付 を広〈中に進むと応援談話ホール、食堂と 40人の

収容能力にしては広々としたホール (9 .0m' / 人) 食掌 、

浴室、 中庭の和]}ill ¥庭園を配して解放! 惑を! さじ安らぎが

得られる様に 気 を配 った。

主な管理システム

・玄関の屯気鋭s(遠方制御) ・全館集合インターホン

. 各察室に外線直接通話可能( 屯話 ) Ｎ 察室の定説ｾ Ｎ ｾ 自

動ON、OFF(個 人カードによる ) ・自動 出退表示(カ

ードによる察室電源ON、OFFの述動) ・自動エアコ

ン制御( 有償カードによる察室エア コンの有限逆転 )

. 自動感知スイ y チによる! 照明点滅 ・小使総の自動

洗浄弁 ・浴槽の自動循環ロ過述転

木質建材、木製建具、及び収納家具はすべて( 附{主連産

業の製 IRIを使った 。

(槌団長士 / 大之木建設)

所在地広島県廿日市市下平良一丁目

敷地面積 2 ，147. 74 m
'  

建築面積 770 . 07 m'  

延床面積 1，933. 43附

構造規模 R C、3 F

工 期 平 成 3 年 8 月一平成 4 年 3 月

最 寄 駅 J R山陽本線宮内串戸駅

撮 影 カ J レダンプロ

l階 平 面 図 1: 600  

車路 日

④ 

接客ロビー

j 主1占室

ｾＡ ｉ ｾ 巨
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広島護国神社本殿・拝殿

設計監理 河内義就設計事務所

施 工 松 本 建 設 ・ 増 岡 組 共 同 企 業 体

明治元年を起源、 とするこの神社は、原子爆弾

で焼失してか ら、明治31年に現在の広島域内

に移転し、 主体を鉄筋コンク リー 卜造、仕上

は屋市艮が銅版、軒下の垂木は桧、梁 (桁 . ".!'t 

など) は漆喰、柱は人造石研出しをメインに

して 、再建され ました。

しかし時がたつにつれて、少し づっ老朽化が

進み、加えて 各施設の古さ 、スケールの狭さ

が 日追いに感じ られ る様になり、 一方年々 増

加する参拝客、近代化し多様化する式典への

対応が難 しくなり 、改装 ・改築 ・増築・建替

えへと必然的な過程の 中にありましたが、 4

年の社 務所増改築に始ま ったこの一連の工事

は、「御大典記念事業」として、先ず R C造の鳥

居をぬ石造に、参道の石畳の巾を広げ、更に

拝殿前広場の拡張と続き 、儀式殿の立替が今

年の春完成し 、現在 「本殿 ・拝殿の建替」の

工事が来年 (1993年 ) 4 月の完成を目指して

進め られていま す。

主要材料は、当初全てを木材でとも考えまし

たが、桧の内地産は無〈、台湾産は少なく 、

北米に求める のが昨今の現状ですが、地球的

規模で呼ばれる環境問題を無視することにな

るので、昭和31年の再生時に合わせ、更に耐

震性と耐火性を十二分に配慮 して 、鉄骨造り

を主体に外部は鉄筋コンクリー 卜で被覆する

理想的な骨組みにしました 。

外観は、拝殿両側の参列殿を既設のまま残し

ているので、やや中央拝殿の高くなる部分だ

けが今まで見慣れたバランスと違う! 惑があり

ますが、工事が進むにつれて関係者を始め、

出入り の参拝客も 目が慣れて来れば、 これま

でよりややダイナミ y クさを持つ新しい姿が

馴染むものと考えます。

(森畑 武/ 河内義就設計事務所)

東側立面図 1  :400 

60 建 築 と社全/ 1叫 年 9 11'.;

@  

口

配置図 1: 1600 

所 在 地 広 島市中区基町21 - 2

敷 地 面 積 4，957. 68 m'

本殿、拝殿床面積 207. 34m'  

矯 造 規 模 S 、 R C、 IF

パ ー ス

工 期 平 成 4 年 4 月~平 成 5 年 4 月

撮 影 国際写真



スケ y チ

. プロフ ィール

外観

生活の舞台・継承の舞台

一 言 でいうなら，建築や自11市 は 、 人 々 の 生 活 の ，T)[  

れ」 である 。 だがま ったく無色jfi lJ)1 な純子; がよい

わけではなし、 。 そこここの ｾｉ Ｍｍ ｬ は、それぞれに 「 あ

る性質」 を.m.びた場であるべきだ 。 それはピアノ

とヴァイオリンカ、、ただfdかれているときには同

じく 然高でも、 - 1よl; f i . i . かれればま ったく j立う音を

HJ すのに[ 9IJ えられよう 。 しかもi [ i( 奏者によ って実

に保々な白色を放つ。 ここで 言 うのはそんな色つ

きの TWfi のことである 。 したが って建築や 百|行li の

ｾｉ ｈｬ を梢 氾Ａ することは 、 とのような傾 向 を持 っ た

場 = 仰向を構えようとするかだ、とも 言 い換えら

れる 。 そしてそこに築かれる佳築要素は、人々の

私 的 、 あ る い は 社 会 的 生 活 を 契 機づけるものだと

考えている 。 人は必要に応 じてそれらの要 素 の 断

n を摘み取り、 J喪ぎ合わせながら 、それぞれの生

＿￭ｦｩ を紡さ ｈ ｾ す 。 そこに ｬ 主 ｼ 党 Ｈ ｉ ＨＩ で ｴ￬ｈ￯ ｽｊＨｬＨＩな 、本 当の

生 ?;riの4L しみがあるはずだ。当たり I.jij の こ と だ が 、

建築を鑑賞するオブジェだとは Jちえなし、。 jl : i に楽

総が美しくコー去 If，¥ｾｉｾｊ であリ、 ｉＺｽｾ りなくオフジ エに

i互いとしても、やはり本旨Ll : < 会でられる背にある

のと 同 係 である 。

他) J ' ， 都市 は Ｇｉｾ ［Ａｊ に工 Ｚ ＱＧ［Ｙ Ｂ である 。 」 という 命 題があ

る。 いつもとこかしらが姿を変えつつある 。在、た

ちは M市 の l'f{'l l'. 1illiを 、ノ'ki 単に llli らえることができ

ない 。 だがその各郎分での 11¥11析なき変化は、 l 工い

にま っ たく ＡＡＢｱ ｾＢ 干に起こるわけではなく、多くは

その周辺. f;i 九1との、あるいは雌史的な続料などと

の 、 f主主fi な|主I!{と|品l係によ っている 。

nll i' li にはそうした日じ憶が、いく世一代にも J  ( って!!'，¥

数に lltfl 'l している 。位築はその1 . 1"て¥まるで人の

世代交代のように 、新しく牛まれたり、 If ; を変え

た 1) 、ii'j えてい ったりしている 。 そして Lf. いに少

なからぬ ［ｪｌｾＱＮｾｾｾ を及ほし介う 。 ＱＱ｜Ｑ 追いなく ｍ 市の ｉ ，

命 は 建 築のそれよ り長〈、建築は有II r[ i の ι1" て¥様

々な記| 百、や文化の淋* を煤介するものだとも言える 。

人ひとりのな，L、でさえも 、主!bmを.i.tJj じて i'iI l市に、

内部 あるいは主i 会に働きかけ利ると考えられる 。 しか

1955年 2  )  1  20 日 点点 '- 1 まれ

1980年 '，'稲1H大ザ大' ] 院 W ｬ Ｚｲ ｩｩｪ Ａｹ Ｑ 謀れ』修了 Ｈ ￍＧ ｾ［ｨＧＱｦＮ ，犬研究本 Ｉ

1  983
i
F- Ｇ，Ｇ稲 ｬ 品大 ＢｦＺｾＩｊ 千

1986年 制 I布市文化セ ンター ( 1，1.止 9 案) 、第二1"1立劇場 ( 1. ，130楽 )

4  II に近畿大，''/ユ 'I 古111北側、 1011 より 1i HH文化1' ，工、 Wi 家

ｨ 外研修 ｪｾ として 、 Ｗ リオ ・ ボ ， ＿ '1>務所に拘総

198R年 怨 5島原岐デザイ/ コノ ペ j位優秀n ( il排にげ〈 一 枚 Itf.胤)

1990年 日仏文化会航コン ペ人氏、 4 )  1よリ近畿k 'f: 助教校。

1991年 川野川村民俗資料館 Ｈ 岩 ｔｬＧＮｬｬｕｾｪ 畑村、 ｨ リ、犯 ｾｗＶｴｦ と ｪ 七 ＱＮ［Ｑ Ｉ

狐ケ峨の家 ( J.L; }; ，¥ ｖｬｾ 引 ｴ 刺 ｉｗ ｦＩ に て ｕＧｾ 8  1111  h  ｉｬＧＨｾ＠ t't受:'f l

研 究 本 近畿大' 干ユヅ間住築忍 Iff 研 究 不

しそのためには、建築が外部に対して、その 1I 何僚

をIlfJ し、ていなくてはならなし、。 j J i ( にそれカ、) ム〈 社

会に資するものでないならば、やがてそれは姿を

ii' jすだろう 。 いずれにしても周囲との回路を絶 っ

て 、; f;L i I' : l tされる j.a I日" こはあまり興味がな L 、。怨 築

や nllrll は、人の交流と "己俗、の mUkの T)['f i でもある 。

(  ，; 、るたに の. . ) ｾあき Ｏ 建築家 ・ 近畿大ザ助教校 Ｉ

設計監理 古着誠章 ・近畿大学工学部建築意匠研究室

所 在 地 広 島 県 賀 茂 郡 黒 瀬 町

敷 地 面 積 737 ，OOm'  

建築面積 112 ，90附

延 床 面 積 134 ，22m'  

構造規模 W、2F

工事期間 Ｑ Ｙ ＸＹ 年 Ｗ 月 ｾＱＹ Ｙ Ｐ 年 Ｕ 月

撮 影 古 舘 克 明
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Iよね銀行凶条支1;1; トレアピル

設計手法

八日 l医院計画家

造 る 」 行 為 の 建 築 設 計 の 重 要 性 に 、 興味 を覚えて 広島銀行西条支庖

HI OS広1. .

組 織 と し て の 設 計 います。( が 組 織 と し て の 設 計 手 法 と い え る ほ ど の

今 、 建 築 の 設 計 は 、例人の 個 性 の も と に 成 立 し な 技がなし、。)

い時代とな っている 。 lよく深い専 門知識、 スピー た だ 、 私の「形を 作る 」 行 為 に か ぎ つ て の 建 築 設

ド、正倣 さ、伽| 人 が 習 得 し 達 成 で き る サ イ ク ル を 百十手 法 を 言 え ば 、空 間、 機能、 構造、 素 材、 H寺の

脱 したうえに 成 立した 社 会のニーズがある 。 ｾｾ匠、 流れ、 l時代の 技 術 、 流 行 等 、の要素を 把促した後、

構造、 設備、 そ れ ぞ れ の デ ザ インを 、そ れ ぞ れ の そ の プ ロジ ェクトに合ったことは、( 又は図形 ) を

分 野 で例 々 の 人 々 が 分析 し 、 組み 立 て ら れ 、一 つ 見 つ け 出 す。 そ の こ と ば は 、 で き う る か ぎ り 直 接

の形にまとめ上げていく作業が、現代の，挫築設計 ｲ ｊ ｦ ｾ＠ J 、に結び 付 かない NI象的なも のと し、そ の対!

と、 私はおも っています。組 織 と し て の 設 計 が 社 象的 こ と ば を そ れ ぞ れ の セ ク ン ヨ ン て ¥ フ ィ ル タ

会背景にある 以上、 プ ロジェクトには多くの人々 一 、又は 、尺度とし「 こだわり 」、純化し、 3 次 元

が 参加し ます。本 来 、 プ ロジ ェクトに 隙 わ る 側 々 の 「形」 とし て組上げ表 現する 。 そ う い う 手 法 で

の 「思 い」 が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、 ま た 個 々 の 「思 設討 を 行 って います。

い人れ」が深ければ深いほど、 @ によ って 行 わ れ そ の よ う な 行 為 の 1:1" て¥ 泊 にどのようなプロジェ

る設計よ り、ｾ ，ｾ、作 品 が生まれると思います 。 ク卜に於ても「建物 は 、 人 の減ずる背景である 」

設計とは 、未来 を読み 、r ｉｦ ｾ を 創 る」為の行為であ とい うことを フ ィ ル タ ー と し て 又 、大: 度とし て 主

るが、 H下今、私は r}杉を 作る 」例 の 行 為 と し て の 人公の演じる 「場 」 を 設 計 し て い ま す。

建築設計よ りも、組織の プ ロ セ ス と し て の 「形を ( かとう あきひこ / 杉 田三 郎 建築 設 計 事務 所)

- プロフ ィール

1947'<1白 7  1' 115 LI . 愛綬l ¥¥に中まれる 。

1970'<1  広島工業大学} ] ! 築科宇業

1970'<1  杉 山 三 郎建 築設［ｮＭ Ｏ ｉ Ｍ ｾ 務所入 所

l J Uヒにいたる。

jtk近の担 当11'品

1987年 卜レア ビル、 IA f.. 到Hj '}J ll i片側l 文!λ

1988年 せとうち銀行 研修センター . Il、向銀行凶条文J; !-;

1989年 11. ¥111保健セ ンタ 一、 HIOSI1;f.:，

1991
1

1'- ， Ｎ五 品 広域公 ｉ ｾ ｉｾ Ｍ 球技場

設計監理杉田三郎建築設計事務所

所 在 地 東 広 島 市 西 条 昭 和 町 1214- 11

敷地面積 2 ，038 .02 m'  

建築面積 1，077 .59m'  

延床面積 3，170 .86m'  

構造規模 S R C、8F

ヱ 期 昭 和63年 9 月一平成元年 7 月

所

刊

叫

務

。

r

事

卜

計

寺

設

泰

築

園

建

区

郎

中

三

市

田

島

杉

広

'
ν
 

ビ

理

地

早

世

在

1
』

=
-
-

一
回

ト

設

所

敷地面積 342. 31 m'  

建築面積 299 .02m'  

延床面積 2，502.  32m'  ( 駐車場489. 62 m' )

情造規模 S R C、一部R C、9F 、PI

エ 規 昭 和62年 6 月ー昭和63年 9 月

HI OS広島

設 計 監 理 杉田三郎建築設計事務所

所 在 地 広 島 市 中 区 上 八丁堀7-1

敷地面積 493. 69  m'  

建築面積 426 . 88m'  

延床面積 3，078 .00m'  

構造規模 R C、一部S 、 I F

工 期 平 成 2 年 |月 一平成 3 年| 月
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エ ソジの きいた暗にくじらのよう合 ベラン ダを つけ た

. プロフ ィール

lリ1:3'1' ＮｲＮ ｾｊ｛ｻ ､ ｪ にＧ ｛ ま ｩｬ る 。

ｉ ｾｈｩＲｻ ド Ｎｲ Ｎ ｾｊ ｛ ｻ＠ 1 業，: : ，洋子校宇1;

l ' 川主1:. ぷ八十l

196(;' 1・ 大田 ｬ 辿ｻＧ￬Ｇｾ築ぷ，ｦｉ人 十 Ｑ

l!li: l' 1  本 ｬ 、ｾｾ島研究所，ｪＺ 1'1:  

I!) お7{ド- ;j(: r  r' .'U I.'i i' ;ll}J"削'1;

1  !)!)Q "' .  ＮｦＮｉ ｊ｛ｻ ｉ，Ｎ川ｾｾ高 ＡｉｗｬｴＮ Ｇ ，， ［比

襖 の 家

三 Jl J ｉｦ ｾ は 、住 築の世 界ではタブ ーでな いが、それ

はど ｾＮｻＮ ばれしし ない 。 民般の形、 ＱＱ｜ Ｑ Ｑ 以リ、窓 の ｊ 彩、

i史いに くくて 約! 剖でのびのびしなし、 。 こんなとこ

ろがおさま リで 、たいがい 11LI frJ ｾ、利やＺ企に納ま っ

ていく 。

このｾ＼Ｚの倣 ｉ 也は角地にあ っ て、 三 ｦｲ ｊ の惚 ｉｦ ｾ を して

し、る 。μ、さは 16J t しかなし 、。' り』工のスタジオを Il ¥l

にはさんで 3 ・H 皆に住まいを、 H 符に 』ド1，'" と喫

茶J，I; を. 1' 1' し込んだ、 44TF.の R C  ｮ ，ｾ式 ＴＱ 椛 ｩｬｬ である 。

￭ｨ のほ ぼｪＧｾＮ ＧＭｉＧ の Ｑ Ｑ Ｑ 市街地で 、 ｪ ＮＡ￭Ｚ < に飲Wl 封がれl ' し

tff せ ている このあたり、恨の家のかみそ ') の よう

な1; 1) 光は、 μ 取のシンボルでもある久松 山の JJ' し|ー

をli' J ｾ、ている 。 内部を少しで ｌ ふくらませるため

に、 1; 許段は外 1: ，てに添わせる j杉でスリ ッ 卜でぬきな

がら ＱＨ ＱￍｦｬＧＨから外した 。 Ｚ合、は Ｚｊ ｾ 小 Ｑ Ｑ 民に押さえ、必要

な百11分だけ抜いた形で、まるでコンクリートのか

たまり、際、そのものである 。 往築は Ｈ 特に ｉ Ｎ￈ ｉ ｾＺ

! j ) できることなら uまい千 11111 にあ って、そi L ら

しい ｦ ｕｬｾたにな ればいいと思う 。 Ｍ ｩｬｦｪ Ｚｪ 凶に引きる Ｇ ｆ の

できない ' ザ氏家は、いつも中IJiWl をよドめ続け、そし

て ＱＱＱ 料に ｉ ｉｉ ｾ を ｬ￭Ｇ ｊ けこの Ｑ 封にＨｪＺんでいる 。 恨の首〈は

そんな 彼の '1:. きざま に 、J: l けないようにと、時iit って

いる

建築の真価

佐役は、人と| 百l じように人僚のようなし のを 持 っ

ている 。 その時 々 、係々 の表↑ fj を比せ、社会の1i }J

J や，心の '1' を、まるて守主のように来しなカずら 一一一

ここでいう心は、 1主まう人と建築との車内 (ffτl さと

でしたとえょうか。 l つのI ' i J を終えた処築がJ77て

られよ 7 とした 時、そ の存イ! の 大 きさが，lI ' iL る L

(1) C 。

いい ｦ ｕｬｾは、いい表的にあふれている 。 ｬ つの ｦ，ｊ｜

ｾには 、そ の 他築しか持ちょう の立 い、いくつか

の Ikl *の ような袋| 刈を持 っている 。 その必 Iklの 11)

や lソーみの泌さを、雄築家であるi ' I 分やクライアン

トが、 比十時正める IIKをも っているかどうかでもたまる

か むしi L な L 、。

! ! ' . F . から形になろ 7 とするときに 。

池 袋はぷ Wi では なし、。 1*1を1¥' ち、多くの職人の千

に JL えられているからこそ、災しし、。

( きのした まさあき / 木下位築研究所 )

設計監理 木 下 建築研究所

所 在 地 鳥取市吉方温泉 1丁目 655

敷地商積 53. 27 m'  

建築面積 44. 44 m'  

延床面積 144 .26m'  

構造規模 R C、4 F

工 期 1981 年 5 月一1981 年 9 月
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設計手法

社名に付 いているつ止合。の意味をよく 聞かれま

す 。 色 々ありますが納建築は個人の能力の集合 ＱＡＧＮｾ

く しては十 ｼ 会のｾボに Ｎ ｬ Ｎｪ 応 :1¥iIとなくな っており、校

術や立任 のj M':WのdlEとしてのj!If 令" と説明 してお

ります。府、迷が入社 した 頃の仕 事は、 オーナー |訂1

ＱＺ 、 人ｪｉ ｜ｪ 的 燃が り の ＧＱＧ て酬の 仕 半が多〈、 ｲｾ Ｇ 公 ｬ ｩ ーの

ｻｊＧｪ ｾ でさえも特命でいただく状況でした 。 我 々は

オーナーから 一般' 市議と 、l時には ill 築 (I (J な知 識さ

えも教わ りながらスケソチを 摘 さ、区l而にし、 JJ L

場で 仕 Ｂ ｾ ｪＺ［ を覚えてきました 。 その ＧＱ Ｇ から休で王将 ｾｊ

して米た ｚ ｪＧ ［が、今も ｻｊ Ｚｾｪｾ の進め方の紘となってい

ます。

第 一 は 地 主との伝頼 関 係にあります 。 地 ｾ ￬ ］ Ｎ の要望 ｬ

の ，ｾ， にある 氾Ａ いを Ｑ ｩ Ｑ い Ｑ 時点 で ｬ 民 ぎ 取 る機努 力 しま

・フロフィール

スケ γ チ

外観

す。 ; た際のプランニングに際しては 、繋 が りに it

必し、地主の it! いの '1' に我々 ill 築にたずさわる才; ー

としての、周辺 ｩｉｩ 境への戎任や Ｑｾ 止条てすを組み込ん

で芸能をまとめます 。 この Ｍ ｾ ｪ ｾ からも、アプローチの ＱＮ Ｍ Ｑ

II lI jから全てが始 ま ります。道路からのよよえ ) j 、進入

の ) j l去、 III と人の! fdJ 総得制11かくチェ ックします。

，Ui ，lij に|捺しては、 地主やftl.1々 の条例: への i改適VHが

科られる機倒立します。 設計の方法論やスタイル

にあまりこだわる事はありません。 たt: I_1.¥米上が

った円dib- 図とプランを少し雌れて、グラフイ ンク

として、魅力あるかどうかを観る Ｇ ｪ ｾ としています 。

ｬｾ｜Ｍ 、建物の務且 Ｑ｜ されたプランには、それだけで 何

か 11 を引くものがある様に思 っています。 立 1(li の

デザインではスカイラインの表↑! ? を大 切にと気を

配り ます。 メンテナンス上 からも; )( の処. f . ! 1( が務! ! j!

1944
1
1' - 71J231 1大分以 )JI J)(.f di' I'_ まれ

196311  県立 11'11di ，:' :j¥'!V' f . : 校建築料"( - : 1;

1966
1
1'  大hlt 迎令建築，没J I(附人社

IY6HII ミ ); . 11 di聞l 必 jufl 付小学校

1976
1
1' ￱｜ｩｬｬｬｲｲｾ＠ 1会議所

1983年 ft 敷市 u:，¥文化セ ンター

1986
1
)' - )_U ，¥*ir J: lct品ビル( J t l"J)

1991  11' _  Jl: ｾ，｜ ス バルｊＧＱｩ助 Ｑ ｦｴ 本社

1992年 以町田fl ¥Oひろば (II '合 j止ぴ田fJ..: 会館)

Ｑ 壇場大統迎介 ｭ 築Ｎム， ［ｉＨ 悌取締役 ｳ 没 ， ｾ I古lll -<

ン ヲ ー ル ー ム

設計主旨

敷地は街路樹も濃いぷ問気の良い街ーＮｉｦｾみであるが、

地 味なイメージの ｾｈ 区であり、本総設により少し

でも魅力あるｾＮｦｪＭ づ くりの拠 ｽ ， ｜ ｩｊ 吋 Ｑ｜ 米たらとの Ａｊｾ い

て寸|阿に当りました。

ステンレス ・アル ミ ・ミラーガラス守: 、ハードな

材料を佐川 しつつ、 '1; のI l b '，己会村 、本11ビルとし

てのステータスを AJ J L し、かつ税しみ長j ぃ渉開会t

を持つ機にとデザイ ン しました。引に !! 日lリ1は、復

lJ¥j t  地 区のラ ン ドマー クとなるべく、村々のシー

ンを! l jll し、 tUJ : 深〈 iiit1iz しであります。

IH来ているかを餓必するなl沫もあ リます。建築を

災|捺に京Ij っていくのは説場です。品品{ 本を線認して

の細かい変. ¥! ! は、現場の顔色 をうかがいつつ行い

ます 。 明 ＴＴｌ を外した ＱＱ 与のツ ｾ ｉ ｉ｜ ｊ の，ｴ ｬｬ ， Ｇ［Ｍらしさには

け 1 " と山、を飲むばか りですが、やがては げj え

て行 く!半 い|持!の '1' で 勺1分の{J ーがとは ? " といつ

も 同 じ ｾ ｪＧ［ を 思 うばか り です 。 公共 ＨＱ ワ な挫築が多 し 、

ので、、わかり劫〈安全 lこ" を .W極 的に取り組んだ

設討をします。 l付)I :II {¥泌氏の" 位以な建築' を 月|

に銘じ 、、、気持ちの良い栴/I¥J" がテ ー7 て' す。

lb't: 近、気になるーj';は、 ill 築の1 '1の11!日必を巧える l時lJ¥j

に比べ、 下続きや二次 (1せな作業に '1' (やす 11寺JJ ¥J の' ，1;lj

イトが多くなりつつある '1'; てーす。 {I : ) j がない f では

祈まされない様にも .' .!.¥、 っています。

( ，、た くら まこ と / 大政i主イト処築設;jj -)  

設計 ｾ ｉ 里 大旗連合建築設計

所 在 地 広 島市西区中広 町 l 丁目 3番 10号

敷 地 面積 1，863 . 1  m'  

建 築面 積 795. 7 m'  

延 床面 積 2，089. 3 m'  

構 造規模 5、4F

工 期 1990年 10月- 1991年 5 月
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逮旗邸

所 在 地 岡 山県英国郡英国田T福本610

敷地面積 947 . 94m'  

建築面積 453. 37 m'  

延床面積 768 .  54m'  ( 改造面積 133 .62 m' )

構造規模 W、 2  F  

工期 Ｑ Ｙ ＹＰ 年 Ｘ 月 ｾ ＱＹＹ Ｐ 年 Ｑ Ｐ 月

- プロフ ィール

内山邸

いきさ本社ピル

所 在 地 倉 敷市東富井909- 1

敷地面積 556.  14m'  

建築面積 264 .27 m'  

延床面積 705 . 94m'  

構造規模 RC、一部 S 、 3 F  

工期 ＱＹＸＹ 年 Ｓ 月 ｾ ＱＹＸＹ 年 Ｙ 月

所 在 地 倉 敷 市 西 坂 1088

敷地面積 202. 93m'  

建築面積 90. 54m'  

延床面積 148 . 67m'  

構造規模 W、 部RC、 2 F  

エ 期 Ｑ ＹＸＸ 年 Ｒ 月 ｾＱ ＹＸ Ｘ 年 Ｘ 月

1947年 9 }j 2  ｉｉＢｴ ， ｪ ｬ ｬｬｾ ，｜Ｚ￭ＧｲＺ倣 ｲｬｩ に Ｇｴ ま れ る

1972イr. I. i.:!:.¥ 1:業大'γ .lJl築 1:γ 科学業

1972年- 1981年株式会- 11松本車lしi止i; ｬ Ｇ ｩｾｬｾ＠

(イi JH' 1l 紘氏 ・安雌忠雄氏のfl ・1;に燐わる )

1981
1
1'  スペースデザイン 研究所1役立

1987午 合数Ｎｬｊｬ 築 ｌｊｊｪ 桝村徹 ｡ 此 ｾ ｉ 引 に 改 ｲ ， ｊ ｊＯＮ ｉｅ に南る

ｅ な ｦＱ ｾ ， ｈ ，

魁える !( 家 l fi と位決1也1. 内 IIIIW (l，tI! グラ 7 他)

i卓必邸( f i " i:.lJl 築1也)

前 ，ji)J

現代 ｌＨ 家を 弔 える会 、山 ｌＨ 家 ｉｉｾｉｉ ＧＮ J".I;J 、( ml l 本. ¥J l 築? 合会 1( 1也

設計手法

洋の束iJS をliiJ わず、建築家が作った美しい i町:; 1在と

いうものは余り 聞いたことがない。 又、戦後 日本

のIIIJ':;I 在を壊したのは建築家とデザイナーだと言い

切る人もいる 。現代建築には歴史の帯平氏がない為

か、 」司法、材料によるものか上記のことを肯定せ

ざ るを仰ない而が多々ある 。設計界において、 -

百11のJ mfiE12かな人がアパンギャルトな建築を作り、

オ ピニオンリ ー ダーたることには何ら輿論はない

が、地方でそれの二流三流が溢れることは問題で

ある 。 目立つことが目的のような三流の建物て' も

何十年も 11汀の"1'に残るものである 。11月並の形成で

る社会スト y クとなり得る建物が多〈 必要に 思

7 0  

夜、は 日本の廃史と 風土が生んだ日本の民家をベー

スに i泣いて設計を行 っている 。 だからとい って、

ノスタル ジッ クに保存を U/
I

I え古い物が全て良いと

いう考えは毛頭ない。歴史の務手)I(の中から、今も

必要なものを学び取り、意味の転移、 ｾｉｈ ｊ の組 ｉ 立

し、材のテクスチャーが生む感性の増幅と色々の

録作を加え、あくまでも現代の建築を作ることが

目的である 。現代の建築だからとい って安易にス

テンレスや yゲラスを使えば良いと 言 うものではな

し、。

新しい工法であろうと、伝統的 な工法であろうと、

外部、内部を ｉｈ ｊ わず、 Ｇ ｉ Ｚ［ ｾ Ｇ に対上じがありそれが新鮮ー

な、現代の ｾ ｉ ｈ ｊ を生みだす設計をしたいと思 っ て

いる 。古い民家を現代のものとして魁がえらせる

仕事もや っているが、まさに、そのあたりのこと

について格好の教材とな っている 。 また最近は、

風土等の逃いはあるにせよ、 世界のJ . IH&等を見て

主ＢＡる Ｂ ， てぺ ＱＧＱ 分の求めている ｾ ｾ ｉ ｊｬ ｊ への共通 ｭ が存

イEすることにうえがついている 。 それらの窓口1] や嬰

紫を注意深〈組合わせたり対比 をさせたりの操作

によ って、と在意性をコントロールしたデザインを

求めてゆきたいと思 っている 。今、建築家は社会

性に 比切りをつけ、 円己の 内而に 向けて思考して

ゆくことは、やむを得ない而があるにしても、そ

こにデザイ ンという名を 借 りた生半可な恋立性を

は Ｇ Ｑ Ｇ ＢＩ に ＮＮＭｉｾ すことは余り好みではない 。

III T:; lt の仇: 干{. を日わなくてはならなくな った税在、

又、均ーの工法の崩壊した今、長いスパンで、じ

っ くりとした変 ｉｴ ｬ ｾ を求めて設計をしたいと 思 っ て

いる の ｮ 本という風 ニ ｬ 二 の 中 で、 ｉｉ ｾ を考えて作る

ことが、イ ンターナンョナルへ繋 ってゆくものと

( i じている 。

( な らむら とおる / 合倣建築工房)
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ｦ 良男ｾ ｊｯｊＭ ｪ 主

スケ y チ

. プロフ ィール

1952可 愛媛 !Uに '1 まれる 。

1975'1' .  丘、九 1. 集大" ;:，4'・ J!

197G年 村 l'ffI{ 建築，; ! t ，lI' ' J q. 草刈人 Jilr

1985' 1  州 't:.; 汗 ，i: 主II 築 t苫，n ' J q')j liJr ，立心

Ｑ Ｙ ｾ Ｉｬ＠ '1  近設 大 ';:: Ｑ ＺＧ Ｇ＿Ｚｩｩｉｌ ，ｾｴｲＮ ｬ ｬ ｩ＠

s

u

 

-
-

1989' 1 松 [11 'ド111の ''I(

Ｑ ＹｾＩｏＧ Ｑ 力 Ｚｕｉｉ の Ｑ 正

1992 '1'- +，Ii /  illi のま

設計主旨

このり1J;iE，ilill[ iで i ( . . 裂なこ とは 、ニセコという 大 1'1

然に ｊι まれた ｉ［ Ｇｬ ｪ ｪＧｾ をどのように取リ人ｩｌ、刈 Ｑ ， ｛ＮＺ 、す

ることカ ｦ てＢさるカ‘という こと て凶ある 。 行 ｉ ｉｾ に ＨｩＺ も・

人々が、この別，Ｏｩで ＱＧ Ｑ 界人 ｾｊｾＱｪｽｬ に削 Ｑ れ、砕け込むこ

とのできる場。 日常 fl( !1: .i 円から自fr.1I且し!日Hi.I【感 と決

しみをあたえてくれる fA。 それは剥fたな l企;'1'1=を 111・

び起こし 、fil J.ili YI のある生 i，fj ができるかというテ

ーマも含まれる 。 この建築がただ機能fl(j! こ'I:i，rj す

るJ-J)j なら 、7 ンネリ 化 したとU ，rj から逃れることは

できなし、 。 ニセコをすM l 、その場を: 1: f Ul るとき y

ンポ 1) Ｇｾ クな 形態が盃主主である 。 そのイ ｉ イ ｬ ーが ｬ￦ ，殺

され 、人々 にと って魅力的 であ り、 ノスタルジー

をおもわせる 場になる のでは ないか。 大 1'1然、とりI j

;IE とによ って生ま れた 空 間lは、長11会の人々にと っ

て JI ' I:l Ｇ ｩ［ Ｚ ［ Ｈｉ Ｈｪ な ｾ ｾＨｾ空間体験である 。 また、安らぎと

新た弘前 1J のある生活エネルギーの発討の場とな

ることだろう 。

n然に対自1. するプラ y トフォームを !J.!定。 それは

生前Ｎｲ，のＧｉ ￬ｍ 或であると向 ＱＱ 寺 に 、 Ｎｦ， ａ ｾ と山という 二 つ

のIUl を引 ったi ' I ｾＭＡＧｩとの関係を芯識するための場で

ある 。

フラ ッ トフォームは道 路か ら ［ｪ ｛ ［ ，ＮｬＮ Ｚ ｾを ｩｬｬ￯ けるため 、

長いエントランステ ッキで必かれている 。 なおか

つ IJ ;O: 生林 を' i' r:Wこ存イlーしている 。 羊日市山の l眺望を

ＨＱＧＨ｛ 似し、 ｬ Ｉ ｦ ｊ け、 ｊｩｴ 量ｊｉＮをできるだけ ＱＱｾ に取り込むよ

うに計 Ilhj されている 。リI，!i l也内には 2 - 3 の，注物を

配; 泣し、それぞれはデ ッキ、ヴァルコニ一、放策

ill: によリ H愛11. 1 < につながり 、'Iifi 肢をひろげている 。

計州全体は、リ ｾＡ￭ ｬ 也全体を， ｬｴｬＨｬｩ 原生林の延長として

巧えた 。 大 きな か、の仁1" にシンボリ ンクfl(j な形態を

拘 っそれぞれのill 物が見えかくれしな がら 点イl し、

1'1然との抜削!< ' シーンの役割を 栄 たす。 また' 口 、

獄、 Mとのコミュニケーンヨンの坊として存イ1 エ

ネルギーを発するように 考えた 。 '， ; に対しては、

処物を J也卜.1( li より よ|土1; 許.f'，lJ 皇: 土: 11 ' るようにしている 。

別 ;IE i'I体はテ ッ寺、ヴァルコ ニーによ りクラウン

ドと峡し |付加、 ニド |λj 外古1¥，外吉1¥とi生紡され Li : む人

々に i'I 然との1117 らいのIAをもiE (jl、している 。

( にしのみや よしゆき Ｏ 凶 ＧＱＧｾＧ［ＱＩＧＱ 付也築 ｬ 没， ｩｩＧ ｊ Ｇ［ｴ Ｎ￭Ｕ ｊｩ ｊ￭ Ｉ

設 計 西 宮 善 幸 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 北 海 道 虻 図 書Hニセコ町

敷 地 面 積 5，300m'  

建 築面積 410m' 

延 床面積 825 m' 

構 造 規模 W、S 、2F

計 画 1991 年
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吉島の家

設計監理 CAF垂井俊郎建築設計事務所

所 在 地 広島市中区吉島西| 丁目 22

敷地面積 1，344 .99m'  

建築面積 90. 97m'  

延床面積 135. 3 1  m'  

構造規模 RC、 2  F  

工期 ＱＹ ＸＲ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾＱＹＸＳ 年 Ｖ 月

- プロフィール

スケ ソチ

ハウス パーンフリー ト

設計監理 CAF垂井俊郎建築設計事務所

所 在 地 広島市東区山根町

敷地面積 82 1. 87m'  

建築面積 453.  17m'  

延床面積 2，585. 68m'  

構造規模 S RC、 10 F  

工期 ＱＹＸＸ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＸＹ 年 Ｙ 月

，、ウス，{ ーノフリート

.'i '. :} の'車

江波本町の家

設計監理 C AF垂井俊郎建築設計事務所

所 在 地 広 島 市中区江波本町

敷地面積 51 6 . 36m'  

建築面積 128. 89m'  

延床面積 199 . 9 1  m'  

構造規模 W、 2 F  

工期 Ｑ ＹＸＱ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＸＱ 年 ＱＰ 月

1944年 附 111 ｾ ， ｾ ｩ＠ 11111  rli に '1ミま il る.

1966年 11 本大"{ : J ' I ! ｣ ｪＧＺ ｭｬ ＧｩＧ ｾＮＺＡｉＧ［＠

i l.l庄本町の家

1966' 1' - 1967年 Ｑ Ｑ 本大 ρ ｪＧＺｊＧ ｉｕ 吋 ｴｭｾｩｬｬ 築教主計 l凶研究本

Ｑ ＹＶＷ 年 Ｍ Ｑ ＹＷＲ 年Ｈ附 ｉｾｾｾ 長 Ｎ Ｆ Ｎ ￬ ｬ Ｎ Ｇ ｊ ［［ 務所

1972年 ｃａｆ Ａｦｦｩ ｊｉ 俊郎総 築 ， Ｑ 止 ｊ ｉ 白 ｉ ｾ 務所 ｂ 泣匂

J.JLイ1:1ニ f る.

例 J;k 1982年 3 川 ).U:.¥，li にて- i l l 築J民

f1'，¥I， PE NT A G ON、11 E X A G ON、他ぷ占主催、捌 :l 八峰、 イと

むらさき‘ II!{ 相 fI の家、江波本町の家、 ，Ii};. 'jの家、 続汁))11町

家、半( O1Tの家、ハウスパーンフ リ- r. O D C、UDC. J(.r'i 'こ

どむの同

設計主旨

建 物 の 外 観は、極めてドイツ ｲ ｊＧｾ ＱｊＮ 聞 気の漂う建 物

であり、又、その立地の'I''f対 には 山の緑 を抱 え、

続 そ々の! 惑を 強 くしている 。 ビルの前市の通りは 、

「膝史の散歩道」とな ってお り、こうした場所に建

つ建築として当初j よ り形態 ・デザインには相 当の

配J.&を行いつつ設討を進めてきた。特にこの名前

の持つ意味 ｲｾ ｩ ［ 恕と平和」は国際平和文 化 都市ヒ

ロ ; / 7の地にと ってなによりも 一致している 。

設計手法

建築と私

建築をはじめて 25年、その IB/色々な建築をつくっ

てきた。住宅こそあらゆる建築の椴元と考え、 一

つ一つの仕事にいつも其而目 に取り組み、本物の

建築をつくろうという姿勢だけは変わ ってない。

ひ とつの仕事は、5 J 1j のひとつの機会を与えてくれ

る。前とは迫う新しい建築をつくろうと夢中でつ

くってきた。 そんな|時、生かされている砂という

事を思う 。 より良〈生きる事を忘れてはならない

と思う 。

生命7J が滋れ、生み 出す力のある空間が建築の本

質であると思う 。 ｾ Ｏ 日 Ｑ の質が高け れ ば高いほど 、

深ければ深いほど、その共感は !度合い を高〈深く

する 。大地 とさをの間 で 人々はその建築空間 と共感

し、人々はその空1mを身体化する 。 そうして自1/ ら

れた建築が生きている 限り 責任をとる 。 自分が生

みだしたものに対する責任 をどうとるかは、大切

である 。

住宅

住宅の設計は建築家の最も大切 な仕事である 。住

宅を取り込む ， Ｇ Ｏ ｾで、常に新鮮な人 間 ｬ を飢えること

ができ 、いつでもヒ ュー マンな物の考えができる 。

本物の地主は 向らの立任て' 1"1分の家を富1/ ろうと命

がけで取り組む。住宅の設計は、ひとり住宅に憎

まらず、 都市 を考えることでもあ り、人間の環境

総体を考える基礎にもなる 。住宅を設計すること

こそ 、我々の生活空!日lの原点だからである 。

集合住宅

この様な住宅のよｾ合形態が、その集合住宅全 体 の

空1mを特化 させ、その住み手の 人々は自らの場と

して側化せしめる 。問l ち、住宅の主体者としての

自党をもたらすということを考えている 。住宅が

都市の桃迭の q]で生きるための基本的 な要素は、

接 地 性 、 ｾ Ｑ Ｎ ｜ 立性、自 由 宇 Ｏ Ｚであ る 。

建 築 と社会

今日の点の主J l 築の主体行は i /i ｴ ｾ である 。 市民と共

に学び、共に自1/ る努力をする必裂がある 。建築家

の月技能は、主Jl 築の社会1 ' ' 1 : を守ることにある 。建築

による環境変化 や社会に対するインパク トに対し

て、: J E しい 判断 と、公正な立場を維持するため、

住築家は i'l lll でなければならないと 思 う。

( たるい としお Ｏ ｃａｆ ｾ ｊ Ｏ Ｚ 俊 民 Ｏ ｜建築設計事務所 Ｉ
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岡山県職員会館三光荘・岡山県県民プラザ

設計ｾＡ里Ｈ基本Ｉ丹羽建築設計事務所

岡山県設計技術センタ

所 在 地 岡 山 市 古 京 町 卜7- 32

敷地面積 3，389 m'  

建築面積 2，075  m'  

延床面積 7，248 m冒

犠 造 規 模 S R C、8 1、6F

工 期 1988年 3 月一1989年 10月

クJ レマ情報館 トヨ ベッ トQ

設計監理丹羽建築設計事務所

所 在 地 岡 山 市

敷地面積 423m' 

建築面積 134 m'  

延床面積 131 m'  

構 造 規 模 S 、 IF

工 期 1991年 l 月一1991 年 4 月

岡山 卜ヨ ベッ トシ ョールーム 「松竹梅」

設計 ｾｉ 里丹羽建築設計事務所

所 在 地 津 山 市 平 福 13 ト l

敷地面積 2，829 m'  

建築面積 830 m'  

延床面積 776附

構 造 規 模 W、 IF 、S 、 IF

工 期 1990年 4 月一1990年9月

1915イ1'- 2)  /2011/ ，"/111 1/ ; 1ニ'1まI l る

1968イ1' . J; O:郡大、;:: L  ［ＺＺＱ 明 ［ｬｬｩｾ 高 ￯ＺＺｦ 十字Ｚｴ

(附建築デザイノ 級 fdl 築 I，'/i務所 )j Ｏ Ｇ ＮＧＱ 布引 ｾｦ ￍｪ

197"  ' 1'- Ｈ 仰木川主 ｴ 築，，Ｑ ｊｦ Ｇ ｩ ｾ

1976' 1  地域" 苫，" 研究所(仰J({ 締役住梨市長

1978' 1' .  ｮ ［ｊ［ｊｦ､ｬｾ ぷ ，ＢＧＯ下 街 ＯｩｊￎＧ Ｈｪ ｉＡ ，，1 

1979' 1'. Ｈ 附 ｊ ｊＭ［ｊ ｾｦ､ｬ 築ムＢ ・ Ｏ ｩ 務所Ｂ止占Ｈｾぷ取締役就任

fJ UEI ニオ、 る。

l な ( 1品

1979イ1' . Jt.UI' ，di ¥'，大橋ぷ念iχ/ ，，:似

I!)HO'I'- ' j 広 |哨l 総介/ ; '介、 j J ，'/'JQ， 

設計手法

PLI 年日ij に J也川 の /.Ti ii' 、に、 三 光 ;11' ( 1，'(;]1/1 県 職 H

会 館 ) を，没，i ! する機会を仰た。 ) [ ! l 川は| 吋山城の卜

で Ｇ ｪＨきく ｩｦｩｕｬ を安え、後 Ｇｨｴ｛ ＾ｩ｛とのＯＱ｜｝に、 ｉ 来いｻｾ主み

をつく っている 。 このあたリは、 [il;[ Jl J カ' fil] られた

υ:1  i そのままの ;it 色を残している 。 fuf とか、この

H干の流 i l の JjU!' ! と胤 j止を' 1 : . かし、人々 の" 己[:0 を迎

絞 さ せ る こ と は で き な い か。 {I[' [:¥]とこ の 界F12の耐

火を 11:/: リ起こし、 /̂J 11/ ( i lli] 、1"I ，'iI，) Ui f が ( 1年 li ij に、

近くで， ｴ ＺＮ まれたことを知 ＱＩ 、日 Ａｪ ｛ｬ￬Ｎｾ j' ji ｾｩ ｩｊ を ｨ い 、 ー

附 に ( i lli] コーナーができた 。 外観は II と山をイメ

ージし 、[ : 梓段やテラ スをセ ッ トパ y クし背後の操

111の Mにとけこませた 。 1' 1' ｾλ のプ、 ＱＱＱ Ｑ 次 Ｑ ＱＱＺのアトリ

ウムに 、 [i{;] 山 城 、 後 来 i点|、 Il!l川 の ji t 色を1[:{ リ込み 、

新 し い Wol . を形成できないか ー 。

竣1 当時、 ;if在J I . ，論争が起 った。 深川ねずみのタイ

ルがタ H に !! ( ( らさi L 、川而1I こ'_!_j る。 ii 1t 必の '1' 、あ

ん ど ん と し て 析 を IIHらすアトリウム 。今 、 少 し ず

つ 人 々 に 土 干 の 胤 訟 と し て 定 若 し つ つ あ る よ う だ。

J i 年 前 か ら 、 附 UJ トヨペ ッ トのショールームを設

計し ている 。 八 ('1四を数える 。 そ の う ち の 一 つ。 以

北 の 'I '[ li l山 地に 飽 か れ た 城 下Ul Ti- lt山がある 。 今も

Ii I/J' ，'l 、11i jι 治いに r1i い i k;j t み が 銭 っている 。 山jl1

の竹 林のほと りに、 ;{f' i きの ｊｾ｡ 主が λ Ｇ ＮＨ ，Ｈ Ｑ している 。

周 辺 のI A十I 胤 jit をiili 統 さ せ 、 木 造 の シ ョ ー ル ー ム

を設計した 。 小 足 以の 木 の ぬ く も り の を1:¥] の 1' 1' を

陽 光 が ふ り そ そ ぐ 。 ハイテクサロンには、凶カli 主

のかわリに| 段か。 外 は 木 の 1* とし、竹を. f lli えた 。

第 三 illli It l1lふるさと以1i l I . ' i l を受n した 。

続いて |吋J.I l
l
tl(l iij の Q 。 アスフアルト( 沙淡の ']， の小

さなノ、オ 。 イＡ の Ｉｩ ｾｉ こ ｊ［ｾ が ｩ Ｇｦ Ｍ いている 。 上 ｪ くは本でつ

くろう、 Ｇ ＱＧ に人ると ｉＧｪ Ｚｾ ￫Ｚが ｴ ｴＡＮえ、光［が」、 ＱＩ そそぐ 。

悦べり をつく り、試 ｱ Ｍｪ Ｇ ｪ［ ｲｬＺｲｬｾｾ の末、欽Ｇ｜Ｇ，とテントにな っ

た 。 外部 ｾＺｉｈｊ はイ ｉ ｊｪ民主 Ｗ の彫刻家 Ｎ .' J' I l . l 武弘氏の 作

，'，7， r  ｬｩｦｬ｜ ｊ てヤ ｴｬ われている 。 二段の深さの 引 の ［ ｩｾ 、

浅 い )j l立、水を抜くとT i の広場になる 。 まちの '.1'

に人々でＡＡ長うイ ｩ のＡム ｪｾｪ をつくりたい 。 ＱＱ 寺 の ｩｦｩｕｬ と 、

人の思いを刻み込む、 Ｒ と伎の ｾＺＡｪ Ｑ，Ｎ、者 ｛Ｑ 司 ￮ｾｮ｜ ｊ 。 イ Ｗ と

ノ ｫ て ＧＧＧ ｦ Ｚｙ ｩｬ 点 する以上えとしてのＧｾＲＺ 11¥1。 三 jI; ;iEの liij の 広

場がダメにな 1) 、三年 越 の 思 い が や っ と' 九段した 。

ここ数年 、 ますます ｩｾＧｩ｛ｲ ｩ /λ! の l瓜iit が公にかかる 。

チ ベ ソ卜、インド 、イ ラン 、ア ンダルシアに旅し 、

そのt r L ｾｊ［ｾ とした ｨｦｴ｜ 1;( に魅せら j し目、いはつのる 。 い

つ の /1か、抑!I ，/人!の l瓜JJt となる fU!; 築をつく ってみ

fょ、、

( に わ ひでき / ( 附 )'J';);J 往主任 ，¥!.t，il' IH :，i5 li)r )

I! 出2' 1 止刊すの' 糸

!  日付 1'/'. ｾｕｉｉｊｑ ，＠

I!) 刑判 1'¥';/111 1/;れ・ドJi ' 1.i/J 也¥. t 竹本本，ni111]

l川 7'1' . /"' /III! 日れ州大 'j :{. 主町村|地主l ¥竹本本。rh11i ]

|吋 1111 ヨへ γ } ンヨー ルーム 18(j 川)

1  !iH!i '1  オムロ〆 1，"/111体制 I:J J)j た4i
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柱野の アトリヱ

設計監理 村重保則 + 現代建築設計事務所

所 在 地 山 口県岩国市大字柱 野779- 3

敷地面積 253. 84m'  

建築面積 136. 56m'  

延床面積 183. 81 m'  

構 造規模 R C、2 F

工 期 1986年 4 月ー1987年 2 月

;也ヶ迫の家

設計監理 村童保ll l J + 現代建築設計事務所

所 在 地 山 口県岩国市岩国5丁目 960- 1他

敷地面積 301. 00m'  

建築面積 80. 32m'  

延床面積 133 .32 m'  

構造 規 模 W 、2F

工 期 1986年 |月 一 1986年 10月

岩国の白蛇神社

設計監理 村重保ll l J + 現代建築設計事務所

所 在 地 山 口県岩国市今 津町6丁目 6・5他

敷地面積 1，867 .72 m'  

建築面積 161. 58m'  

延床面積 129 .60 m'  

構造規模 S 、2 F 、R C、 IF

工 期 1990年 2 月ー 1990年 10月

1952<1' .  ＱＱＱ Ｑｉｬ｜ｾ＠ ，，111 11;1こ'1・まi Lる

1975<r- ｲ ， ｊｨ ｾ￀ Ｂ ［ ・ ｾ 築Ｂ［ＺＺ ＭＱ 十干ｾ

1978<1  村市保IIIJ + 現代! i l l 策，.1，iI " Ji務所 を1制ぷ

IJUt :に ポ る。

fh 'u'， 

1  982fJ' .  il"11/ 1ーの' 氷

1986<r- ;也γ 迫の'会主. mf- のア トリ エ

Ｑ ＹＸｾｊ ｦｊＧ Ｎ＠ BL DG  NO W  

1  990<r- !'il EIの 1' 1蛇 1'1'11. . ｓ ｑ ｕ ａ ｉ ｾ ｅ Ｚ ＱＮ＠ ｾ ｲｴＺ 兄 の示

スケ ソチ i-H f- のア

設計手法

¥lQ" IHのみならず {t iJ' J'; に おい て も多附 多線 な T 法、

隊 式が あ る の だ が、何 を拾 い tI ｾ しどう 干 ＱＱｊｆｬ して わ

くかはそ れ をj ]Ii 択 す る者 の l感性につきると 思 う。

ぷ ，iI に人 るとき 、まず 目にす るのは他 物 倣 地 周 辺の

h
I

11;t.である 。 その環境の 小に新た に一 つの' 7 ' "J ス

を仲 人することから 生 じる空間の ひ ず み が 、不快な

ものであるか 行かは! :皇制: で 判断するしかな L 、。 lI .f

によ ってそのひずみを焔正 し環境に |百l化 を1:;11るか 、

単にひずみをそのままに邸段とのバランスを 似つ

かを }j li'Jづける の である 。

設備や 機 株から '1み tHされ る快適 さもあ れば 、設

計 |ーのイ日1¥性 、 機 能 性に よって生ま れ るゆと りも

あ る わ け で、周辺広i境 へ の終合性 を大 切 にして 外

側¥( 山 崎 ) とl付日II (雄 物) の を Ij ¥l の共生 をはか リたい

と前l っている 。

いたずらにデザインを jJ)ぷするのではなく 、 しか

も一般 的 な 形 式 や伝統にとらわ れ るこ とのないも

の を州き、 l史い 千に も従 来 してゆきたいものであ

る

Ｈ むらしげやす の Ｑ Ｉ Ｏ 村重保ｉＡ ｬ ｬ Ｋ 現 代 位 築設 計。 ｊ ｾ 務 所 Ｉ

69 



外観

. プロフ ィール

70 

ｲｾ ト］ヲ ｾＷ ＱＩ［寸しＢＱＢ 需 主イ ＱＭ ＧＮＭﾭ

ヌヶ" f

スケ γ チ

1  954 11'. 9  J  J  27 111111 Ｑ り ｉｾＧ j-:古)r! i に '1 まれる

1976年 1.i.: 1:.¥- r.;roごJ・J.Il築，，{・4十平業

1976
1
1'  Ｈ 附 近 ｦｴｾ 止 ， Ｚｊコ ンサ ｊ レタン ト〈十 ｉ Ｚ ｊ ｊｬＮイ ｛Ｑ ニ苛てる

イ ｾｬ＼ ｗ Ａ ，，Ｇ，

1981
1
ド ちまきや U1Hl j (11111 " i)

1984 年 I1I1 J  ｾ ｴｬ ｾ＠ rli 町村職J l 共済制作{足先};lj 'll)j ＧＪチｾ Ｈ Ｑ ＱＱＱ Ｑ "i) 

1985年 プラザホテノレN (11111" i)

1991年 l五|家 公 務u等共済m介 KKRIII II あさくり

':: Ul  

1975年 11 新 l 業 U !i:，ill 築.世，;1 脱伎 fnf1' 人選

1977
1
1  日本生lt 築' 1会 UIi 1建築.没，i J 腕校 fld1 人選

アトリウム

設計主旨

山n 市の i:ioUit fli にあるこの施 設 ( 国家公務員等共

済 組 合Ｚ￬Ａ￟合会 Ｇ Ｚｶ ｊ ｦｴ ｾ ｉＩ は イ 栄 養所として 巡営 さ れ て

jfえたが、耳L;( Eの多様 な顧箔:のニー ズに 対 応 しき れ

なくな り改築されることとな った。

県庁 所イu也11111 市 は rl'央官公庁の LB先 機|具j が多々

あり、 ｮ｜ｾ ｬ ｾ 約 Ｚ の宿 泊、 宴集会 、 又周辺の観 光地 へ

およそ ＱＱＱ Ｃ ｝Ｚ｜ ｝Ｑ 週 ｬ 人 ｪ にあり 、 宿泊 ｾＧＺｉ ｩ 在基 地 として郷

土の特性を生かした地設計 画が求められる 。

ｾにＮｦ ｬ 会の急速な進歩、生活の多機 化 が進む Ｇ Ｎ Ｑ Ｎ Ｇ て｜

レジ ベーを かめた Ｇｫｊｪ 総式の ＩＨｉｾＢｩｾ 変化が比られる

Ｍｬ ｲ ｩ ｩ￉ Ｑ 産業に於ても ｪ ｭ ｪ Ｍ 化、 大ｾ 化 から 縦 れ、 イ防 ｉ ｽｊ ｉｪ

化、俳 Ｑ 性化、 多 純 多 機化 に 向 け 、施 設 ￯ｲ￯ ｪ や五 ￟Ｇｩ ｾ ￯ Ｈｬ￯

の対)，ι がせまられている 。

この施 設も新しく 似養所 ( リゾー ト) + 宿泊 所 ( ビ

ジネス) 十会館 (宴集会) の機能を充笑させ、組合、

地訟とし てだけでなく都市機能の一役になり、 地

J e にも術消した地設ともなるよう百 l'jlITj した。

商 業ー建築は n己の建築論、佃I i 値観と地主の経'iZ耳H

念との|見lわ りの '.1'で新たな企業!j削告を発泡! し形態

化 することと思う 。 今 ｼ両 ｬ は 朝 合 ｾ ｊ］の支 配人 と 現地

で 枠制11な協議を総て 下記を基本的 なターゲ ッ トと

して Jij t討をわ った。

この他物の正 ＱＧＱｉｩｩ ｩ は数 年 後 、ｉｪ ｩ なる主ｾｾ Ｈ ド ｊ な ｩ 工場で

なく 社会胞ぷとして都Tli 生 爪でのx! 、l目、づけ 、)IJ の

大小 でなされるものと考える 。

(き ぬ が さ じ ゅ ん い ち/ 近代設計コ ンサルタ ン ト)

設計監理近代建築 コンサルタン卜

所 在 地 山口市神田 町68 1- 1

敷 地 面 積 4 ，842. 79m'  

建築面積 1，632 ，6 2 m'  

延床面積 3 ，495. 01 m'  

構造 規 模 RC、 3  F  

工 期 平 成 2 年 12月~平成 3 年 12月



設計主旨
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(:t( lll i !i の市街地中心部に位世するこの往物は、 11 1

銀行 !古市Ii の建て併えを主目 的 とし 、その他 、テナ

ント・JI務所及び銀行関係厚生施設を持つ複合ビル

として 訂11
1日された。

地llli 的条例 により 、周辺建物も 応用化 していく oj '

で、この主L t 物の計画は高層化 と共に Ilff ;IEに対し、

いかに浴ワーできるかを課題とした。

術づくりに以 ｬ してはクライアントの ｦｦＺ 減も ｾＧ Ｚｪ <、

ｾ Ａ 刊 ｉｪ 笑の ， Ａ， よ り 、 可 能な限り建物をセ ッ トパ ッ ク

させ会 Ｑ ＨＡｪ Ｇｾ ｊ 也 を綿保する案が承認された 。

この令I也を、 tZi 境雫IBI として 利月1するために、 .f lli

ＮＮＱＦの イ 止 ｩ 町、樹木の禄類、床 仕 上げ等、街、 ｉｦ ｾ に対し

. プロフィール

M 崎 川! A. 'fo. 

ス ケ ソ チ

調布1のとれたものとしている 。

建物に於いては、 外部 と述枕する 2 階 までの l次抜

け笠 li iJ をエントランスホールとし 、その奥に銀行

Ａ 苫 ｾ ｉｬ￬ への Ｑ 11桁入 11 を配出している 。 また 2 階ロ ビ

ーの吹抜けに而する筒PJ rを全而ガラスとすること

によりホールに広がりを持たせている 。

内部と 外古11の J.j'/l ll的 な性質を持つこのホールは、

前Tuiの環境空Il IJ を建物内百11まで誘導すると共に、

銀行からの情報提供の場として 、 またそこによｾま

る人々の情報交換の場としても 利用 されることと

思われる 。

以上、今回の設青|は市街地に建つ建物が必要とさ

れる 一 安京を取 り 入れる ｾ ｉ ｯ［ができたと考えている 。

1957
1
1'- IOJ 1311 111 J1 1日μi まれ

lω98別l 可司 Ｒ芝ｾ ｾｉ浦 ｩ巾 ｈ旧 Ｑ工 Ｚｪ 業 定大 ｅ学 ｆ 主控 ｩ主 ｉ 築 Ｚ工 ｉ仁 こ γ

I  lゆ98創lμ1年ド +株牛J式べ会社1侠T需耳りJドz主控Il築Z不lドE吋t務:ii i所肝人+羽

現在に' f . 品 。

戦 11< ー総生.s築 i 、"止J Iチー7

jJl! l沫バレ ーポーJ レ、スキー

設計手法

私にとって建築設計は、ぶつか り合いの調停作業

ではないかと考えている 。

理論対理論、理論対感情、感情対感情 これらの対

立は 、 自分自身との対立の場合もあ り、他の人間

との対立の場もある 。

設計完了までの|湖 にその対立は具体 化 し意匠、構

造、機能、形態、法規、予算、工事1f 等、種々の

|問題となって現れる 。 それらの IHj に立ち 、調停を

向精に完了させ建物 を竣工させるのが業務と考え

ている 。

クライアン トとの初回打ち合わせに於い ては、 ク

ライアン ト の頭の 中 に ある ｬ 唆 ｉＡ 床 ｴｾ 約Ａ と し た イ メー

ジを 摘 もうと考えて いるが、 形はな く全体の ボリ

ュームがおぼろ げな がら見えるだけである 。

そのような段階から種々のスタディーを経て敷地

周辺、自己程、平面、 立面とイメージが具体化する

プ ロセスが楽しいのかもしれない。

今 回のウエスト '92の計画に於いても、街並、 外部

環境空!旬、 建物 ボリューム 、ファサードの 4 つの

安京を違和感無〈、いかに強調するかのスタテe ィ

ーに H寺院IJ を'1"( やしたつも りである 。

トーンを落とした 1 、2 階吹抜け ホールに 対 し、11)' )

るくシャープなラス タータ イルを 外壁の員11きすぎ

をtl Jl さえる手段 としてグレーペンを使用 したカー

テンウオールを 用 いている 。

建物 イメージとしては 、人llil の行動範囲である l 、

2 附は、ソフトな建物 を、上層階はシャープな建

物をイメージさせ、その|削 をシースルーのエレベ

ーターで結び逃和感を無くした。

イメージ具体化の一つの方法として 、設計チーフ

としての自分を 中心 としてD . M (デザインミーテ

イング) と 呼ばれ る意匠、そして梢造まて。含めた

主Lt物全体 に関 し、設計 スタ ッフ全只て“ 自由 な意見

(時には 現実ばなれ したな見も HJ るが… ) を t_H し

合うミーテイングを行 っている 。

これは、設計完成に至るプロセスの r!，で設計者が

|拘りやすい独りよが りを防 ぐと共に、 門分 内身 も

第三者として、自分の設計 を考える市lほ* になるの

ではないかと考えている 。

ウエスト '92も、先の様 な過程から生まれた主Lt物で

あ り、 1:: 1分としては全力を 投入山米た主主物 と思 っ

ている 。

( なかむら まさとし / 笹戸建築事務所)

設計監理 笹戸建築事務所

所 在 地 山口 県徳山市銀南街 4 番地

敷地面積 336.000m'  

建築面積 233 .  185 m'  

延床面積 1，906. 714m'  

構造規模 SRC、 8 1、 9 F  

工 期 平 成 3 年 6 月~平成 4 年 7 月
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外部t

設計主旨

!ム ';，Ij 市内を 凡お ろす京区の 'I..IJ J 山の '1' 1]主に f;i: u' (す

る、こ の土地は 、非常 に 凡11，' / しの良い liJ j に f;)::uす

る。 JI HJ ) に施主より (;1 闘 の fN似があリましたのは、

他社との平 rl I i 図及ハースによる設計競争でありま

した 。私共のpfr のプランがお気に入リて¥設計施

コ: をノk りました 。

この往物は 、 感ｆｬｬｩと本堂が一体にな っ たｾ物で、

敷地を i成大限利用する目的て.. .:H I(li を平IjH] し、 1  -

21析を li )j也 、 31;告を多目的主主とし 、 4 ド析を本立に

決定 、 料 ｲＨ ｲｩ を ｬｴＵ＼大ｼ取手 ｉｪ ｊＧ ＱＧｊし、各 Ｑ［ 皆 ＴＱＧＺ に 地上 ｬ こ ｪｬｩ 幻 Ａｦｾ で

きるように計画する半にした。 '1二l士l の 山jt. に解け

込むように 、そっと建て、しかも参道を下から引

って行くにつれ威厳ある姿を 見せつけ、1 : 1 : ぃ illlDli

を 3 }j に設け、特に南東 l師からのJl 、1. : ，) 市街地の眺

めは昼夜を船 ｬ わず抜 ｬｾｾ です 。

)且 りを付けた大き く跳ね 出した ! 九を設け 、 'l i I以は

木造のイメージが出るようコンクリート ( P C ) の

垂水を設け 、内部は木をふんだんに佼Fl J し、参- t l

. / ' i に余怖の心が持てるよう、また務 iti: t，.、た 色WMに

まとめ、充分安らいたらL 持ちになれるような往物

にまとめました 。

設計手法

商業挫築物は別といたしまして 、建築物は、一時

のフア ツンヨンに左布されるものではなく、 50年、

100年の有命を持ち長年にわたり人々に税しまれ、

その土地に定着しなければならないと 常日 ごろか

ら思 っています。

ゼネコン{ 立 、常 業 か ら 設計、 4f i針 、 施 工 まで - l' t

した生産フロセスの総合往設業のため組織 ブJ でや

って行かなければな りません 。 その '1' の設計 は、

たえずユ白j'; の ιJ' ; を巧える 必袋があ ります。 クレ ー

ムの) ! ' . ¥い、納まり の良い子 i?に 介 ったill 物、

そのような rl'で 、その :L .t也、 その l瓜 | にイト った他

物で使い 11辛子の良い 、使 う人の 身にな って 、ぷ，lj

.('，の一 人善がリで無く、 {山 1J./'i 0 ' J'; を第一 に巧え

た他物であるよう 私 は常 に心叫1・けています。

( まつまえ えいじ Ｏ 砂川悦 ｉｬ 技術日 ｬ Ｉ ｲ ｢ｴ ｬ ｾ ｬ Ｇ 謀 Ｉ

設 計砂原告E一級建築士事務所

所 在 地 広 島 市 東 区 牛 田 旭一丁目チ 15

敷 地 面 積 2，238. 88 m'  

建築面積 523 . 19 m' 

延床面積 1，2 14 . 72 m'  

構 造 規 模 RC、4F

工 期 1986年 11月一 1988年 l 月

写真撮影 広島合同写真
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ジヤ/ ポ会般のス ペースデザイン

1947年 Ｓ 月 ＱＸ 日広 ｽｾｨ 生まれ

1965年 広品県立富 山工業高等学校工芸科卒業

1965年 (掬出品座 ( 設 計 部) 入 社

1975年 Ｈ仰 三 越ＡムｽＺＮｾ支｛，Ｕ主ｉｬ装部入Ｍｉ ｊ

1984年 広};bデザインハウス設立

1円ノ

ー、‘・‘・

スケ y 千

1984年 - 1986年 広 J:bWt デザイ ンセンター蝋託専門n

1989年 - 1991年 広砧県商工会迎合会デザインアドバイザー

l白日本インテリアデザイナー協会J工会H

l也日本商環境設計家協会正会只

穴吹デザイン専 門学校非常勤講師

自分発見の旅へ

地方都市の商環境デザイナー ( スペースデザイナ

ー) として 、いつも思う恐痴をのべてみたい。施

主にはかなわない。建築家にもかなわない。設備

屋さんにも、職人さんにもかなわない。 まして顧

客には一層かなわない。前提条例ーである立地、資

金、工費、工期、工法、仕上材と、わがままな集団

にかこまれて仕事がや ってくる 。 とんな立場の人

もめい っぱいの欲望をおしつける 。 そんな悪条件

のなかでのデザインが好きである 。今までに自由

に仕事をこなした事が少ない。デザイン論や言語釈

をのべてもはじまらない。納期j に追われ、その場

かぎりのハンドメイド 。できた作品は厳密にいえ

ば中途半端なものが多い。 それでも、施主が喜ん

でくれ、そしてその庖が発展してくれることは、

このうえなくありがたいと思 っている 。

この度、パチンコ j古ジャンボ会館のデザインにお

いては、ひさしぶりに私のわがままを許していた

だけた作 l品である 。 オーナー等にはお礼を申し述

べたい。商環境スペースデザインの究極は、楽し

くアクティプな遊空間づくり、集客空間づくりだ

と思 っている 。

私の仕事はプロジェクトチームの一員の仕事が多

〈、専門誌でみる著名デザイナーの華々しさなど

一辺もないが、過酷で、それでいて楽しい職場で

ある 。 それにしても最近とくに気になることがあ

る。都市の再開発で路地や、横丁も整理されて消

えていくことが再開発なのか。美しいカラー舗装

が道なのか、団地にペ ッ トが飼えないことを住環

境といえるのだろうか、地域密着型の商庖が消え、

大型ショ y ピングセンターを作ることが商業建築

なのか。地方のi 1 寺代といわれる広島も、情報文化

の発信基地 とうたい 、やた ら東京のミ ニ版て" あ っ

たり、建築雑誌から抜け出したような住宅や町並

みが増えたように思う 。惑いわけではないが、反

面、広島らしさはどこへやら・

先日デザイナ一志望の学生達にアンケートをした

ところ、広島は遊ぶところが少ない。、夜が早くさ

びしい、神戸、大阪、横浜、東京の都会賛同派が

多い。かくいう私も大阪から U ターンしてはや 17

年、独立して 8 年目学生達の気持もわからぬでも

ないが、者[1市化における弊害としての人口集中に

よる人情のきびや、伝統文化の崩壊、環境問題の

発生等変貌する広島をみつめながら、バランス感

覚を持 った美しい都市にしたいと願いながら、新

しい自分発見の旅をつづけたい。

(おきもと ひろし / 広島デザインハウス )
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中園地方の若手建築家3人が語る『: 人~作品~街~それぞれのかかわり方」

出席者 東 孝 光(建築家・大阪大学教援 )

(順不同 )

村上 徹 ( 村上徹建築設計事務所)

芝 吹千 昭 ( フリーハ ンドC O )

小 川 晋 ー(小川普ーアトリエ )

司 会 森畑 武 ( 河内義就設計事務所)

U ターンの動機

司会 今日の座談会は，日本建築協会 中国支部45周年の特集号 と

して企画したもので，東先生を中心にして，中園地方に根を下ろし

た若手建築家 3 人の方にそれぞれ岡 山， 広島， 山口を代表する形で

参加 していただき ， その作品の紹介を通して，設計姿勢，街づく り

を4 人の方に語ってほしいと思います。

東 私， ここ数年，全国を回りながら ，特に若い人がそれぞれの

地域でどんな建築をつく っておられるのか， 自身の興味も含めて拝

見しております。そして，全国の地方都市でたいへん建築が充実し

てきたなという実感を持 っています。一昔前までは中央の建築家が，

県庁だとか市役所だとか，あるいは文化会館とかをつくるというこ

とがあ って， 地元の皆さんが切歯犯腕しておられるということをよ

く聞い たのですが，その状況は今も変わらないかもしれません。しか

しいずれにしても，大都市で建築の勉強をされた方が自分の都市に帰

って来て，地道に住宅や庖舗から始めていろいろな仕事をされるよ

うにな った。その中でいろいろな問題もあるでしょうが非常に楽し

い展望も開けているのではないかと ，私は大変期待しております。

外国に留学したり，あるいは大都市の大学で建築を勉強をしたり，

そこで修行したりして帰 って来られる方が多くなりました。 したカず

って， インターナショナルといいますか，近代建築の勉強をされた

ものをそのまま 地域に持ち込んで，ある意味では非常に新鮮な仕事

をして，評価 もされているのは大変いいことだと思います。 しか し

一方で，その地域に長年育まれた文化や伝統というもの，特に職人

の技とか，あるいはその地方独特の風土というものを，やはり建築

のどこかに反映させて欲しいという商があろうかと，思います。 そう

した点て1 それぞれの地域で皆さんが将来性の問題と様々な悩みに

取り組んでおられると感じるのです。

広島は，有数の人口が集 中 している大都市のーっといえます。地

域の文化や歴史もやはり蓄積された場所です。そういう意味で大変

面白い地域です。今日お見えの 岡山 とか 山口 もそうであろうと思い

ます。 そういう視点からお話をうかがいながら，また多少コメ ン ト

させていただこうと思 っています。

司会 3 人の建築家の方は大学 を出られて， よそをまわられてか

ら地元へU ターンされた形ですがその辺の話を順にお伺いします。

まず芝l吹きんからお願いします。

芝吹 竹中工務屈で長年，建築設計と都市計画とを両立してやら

していただいたので，建築だけとか都市計画だけとか限定されるの

が自分には合わなくな っていました。 ところが，最終的には関西空

港及び前島計画などの地域計画にど っぷ り入り込んでしま ったので

す。 そうしたら ，建築のほうをや っていく楽しみがなくな ったとい

74  建 築 と社全/ 1 992年 9 月時

うことです。そこで建築もやりたいし ，都市もやりたい，両方とも

や っていきたいということが辞めるき っかけになりました。岡山へ

U ター ンしたのですが，私も長年大阪にいましたので知り合いもた

くさんいるし，みんなが「大阪で事務所を聞けば，いろいろ手助け

をしてやる」とあたたかい声を掛けてくれました。私の出身が岡山

県であ っても，笠岡市という広島県境の小 さい市ですから ，全〈岡

山市に は 縁 が な し そ の 岡 山へ何故帰ろうとしたのか，今でも不思

議です。仏様 (御先祖) が呼び寄せたとしか言えませんね。( 笑) そし

てだれ一人として知り合いのいない岡 山市で仕事がある云々よりも，

最初はどうや って生活していこうかというようなことで，や っぱり

苦労はものすごくしました。 そこで，自分を知 っていただくために

も一人でも多くの人と会っていこうというところから ， 1年以上は

人と会うことだけを考えてや ってきたということですね。

村上 僕は，生まれたのが愛媛県の今治市です。そこで高校時代ま

でを過ごして広島工大に来ました。大学の 3 年生ぐらいにな ってか

ら設計をや ってみたいと思い始めて，随分建築を見て歩いたのです。

その時いいなと思 った建築が桜台コートビレ ッジという内井昭蔵さ

んの作品だ ったのです。 それでぜひともこういう事務所で勉強した

いということで押し掛けていきまして，そこで 3 年 3 か月の問，勉

強させていただきました。上京してから，自分自身の将来的な生活

ということを考えていくと，東京というのは非常に住みつーらいとい

う気がしたのです。一応，内弁事務所を辞めて，どこかで自分に合っ

た長〈住める場所を捜そうと思いました。そういうことで広島をぶ

らぶらしていたら ，そ の時点から仕事の話があ って， そのまま広島

に居着いてしま った感じなのです。 なぜ広島かと 言われると ，住み

やすか ったということと ，やはり建築がつくれる土援があ ったとい

うことです。

小川 郷里の人口 1 万人少々のところで 5 年間事務所をやりまし

て，そ れから広島で今や っています。大学時代に黒川雅之 さんとか

仙田満 さん，内藤恒方さん，添回浩さんとかに学びまして，交換留

学でアメリカのワシントン州立大学の建築学科へ行きました。 その

とき向こ うの建築教育を受けてから帰国する祈り，ニューヨークと

かボスト ンなどに行き ， ヨーロ ッパを 1 か月半ぐらいかけて一人で

回りました。その時にアメリカの大自然であるとか，あるいは 巨大

都市であるとか，あるいはヨーロ ッパの古い町であるとか，そういう

ところのモダニズムの建築を見るだけではなくて， ｾ Ａ民 名な建物であ

るとか様々な場所での人間模様であるとかを見て帰りました。ニュ

ーヨークから帰 ってから，自分で仕事を始めようと思 って山口 県の

玖珂という ，生まれた町ですが， そこで設計事務所を始めました。

自分の匁l人，友人がいるところが始めやすいので，まずは友人から
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家の設計を頼まれ， それから始めていったという感じです。 自宅 兼

事務所はまだ 山口県の玖珂という町にあります。 そこから毎日広島

の事務所まで通 ってやっています。

人づくりの輪

司会 それでは，作品の話に移ります。 まず芝 l吹さんは， 建築の

仕事以外に何かグループ作りをされているようですが，もし作品と

ラ y フ。カイできるなら， その辺からお原員いします。

芝吹 竹中 I時代に都市と建築の勉強会、 Y AH H Oの会。という

ものを主宰しました。 それも竹中の人間ばかりではなしまた，建

築関係の人間ばかりではなく，いろんな建設会社の土木の人間 とか，

コンサルの人間とかを集めまして，都市と建築を考えようという会

を作りました。 イメージコンペみたいなもの，それで都市と建築が

絡んだようなもののコンペをや っていこうということで，一つの主

題を投げ掛けて語り合いました 。現在は，岡山では，おかやま、女の

住まい考" というものを主宰しています。女性だけの女性による ，女

性のための自主研究グループとして発足以来，今もう 4 i ! 三目に入 っ

ています。現代の日本で忘れられているもの，消えているもの， し

かし，生活に根差しているものなど， いろいろあると思われます。

そういうものを通して日本め文化，心というものを導き出すことに

よって，住まいとか住まい方を女性の視点で考えていこうと各自の

研究のテー7 を出しあって，みんなでデイスカ ッションする 研 究会

です。現在， 15人ほど女性会員がおりまして活発に活動しています。

荷数月は，会員の研究発表を行う 例会とし ，偶数月は，社会情勢と

か経済情勢など，例 えば m女性の 出生率の低下。などリアルタイム

な話題をフ リーデイスカ ッションする準例会をと ，毎月 l 回集合し

て議論白熱しております。 岡山市の将来を考えていけるようにな っ

たらいいな，また岡 山県，岡 山市に少しでも提案ができたらいいな，

ということでいろんなイベントを会員の人たちで企画しながらや っ

ています。

司会 それでは ，作品の話をお願いします。

芝吹 "27 m土管の家H は， 土の中に埋めるボ ックスカルパート

を土の上に並べて住宅にしたものです。 できるだけ自然に近い材料

をそのまま使うことにより建物を造りたいという私の昔からの思い

を，アウト リビングが好きてい， また絵をかくことも大好きだという

施主 とお会いしたときに気が合いました。菅，自分の家の近くて、空

き地があって，そこに土管みたいなものが置いてあ ったり，型枠を

賢いてあったり，鉄筋なんかが置いてあったりして，板塀で固まれ

ているですけれども ， それをよじ登って中に入っては， 自分で自分

風の城 設計 芝 吹 千 昭

の城をしょっちゅうつくっていました 。 そのころから建築資材その

ままを組み合わせて家をつくれたらなとず っ と思っていたものが，

このクライアントに会 った時に，や っ と実現できるなと思いました。

いわばクライアントの夢よりも自分の夢をここでつく っていこうと

しています。

中嶋邸は，京者11の山科にある建物です。 あの辺は例にもれずごみ

ごみした汚い雑然とした所で，しかも敷地は狭小で，また，メイン

の道路よりも駐車場を挟んで l 本奥にあります。 そこに ， ｉ ｕｾ 鋭の主｛ｊ

を営んでいるクライアントから ， 1  F を事務所に ， 2  F ， 3  F を住

宅にしたいとの依頼を受け ，設計当初から，あくまでも事務所とい

うのはそこの人の生活の糧になるので，住宅のイメージではなく，

建物に営業をさせないといけないという私の主張のもとに，単刀直

入にすぐ分かるようなデザインにしました 。

水風の城。は，富 山県の大沢野町にあります。 ここは風の強い場

所だということで，風車で村おこし JI汀おこしをしようということが

最初の話の発端としてありました。 その風車をつくるメーカーと業

者が，ねに建物を設計して欲しいということで，猿倉山はもともと

砦か城があったところだとい 7 ことと ，風車を使うのだから、風の

域。という 言葉でいこうというネーミングから始めて，それから設

計に入 っていきました。鉄骨のままで，建物をシルエ ッ トだけのイ

メージにしたか ったが，常時，ペンキを塗り直す必要があるという

メンテナンスのことと，コスト商から，外装はネオパリエに決まっ

てしま っていました 。 自分としてはシルエ ッ トのイメージ，いわば

E制象を構成しようとしたのが実像にな ってしま って， ものすごく残

念です。 これはあくまでデザイン計画から笑施設計まででしたので，

や っぱり作品をつくるには ，最後までしないといけないということ

がつくづくよく判かりました。

ホ I N GビJt'/' は， 岡山にU ターンして最初の記念すべき作品で

商業ビルて‘ す。 しかもクライアントは，母親と酒屋さんを営んでい

る小柄な娘さん。 その可憐な姿が良かったので設計依頼を受' けまし

た。商業ビル，テナントビルは建物自体が営業し，金を稼ぐもので

あるという主義のもとに， レンタブル比をできるだけ上げて， しか

も楽しい雰囲気をかもし出すためにも ，道路に沿いながら ，自然に

いつのまにか 3 階まで昇 っていく回り階段を造 った。 この回り階段

を一度は使ってみたいといつ昔からの夢もかないました。

東 京土管の家。は，模型の表現は面白そうだと思いますけれど

も，つく ってみるとボ y クスカルパートがポンポンと並んで飛び飛

びの感じがかなり強いと思うので ，違う効果が出てくる 。 山手斗の家

は，I町並みが雑然、としているから ， そこによほどのものを程かない

と効果が出ないというのは，いろいろな点で異論がある 。町 並み が

75 
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雑然としているからむしろ 非常にシンプルなものを置いたほうが主

張が強い場合もあるし，雑然としたものを置いてうまく成功する場

合もあ りますね。 ここではむしろ 眼鏡のユーモラス な形が一番強い

効果を持って いるので， それ以外の雑然とした感じ は必ずしも効果

を上げていないのではないか。

村上 、土管の家。は，魅力的に感じますね。だけど， ちょ っと

気になるのは実際これができ上が ったときに ，本当に外からとか "1"

から 27 mを感じるかどうかということですね。 それと、 I N G ビル"

の階段の取 り付け方は， レンタブル比だけではなし楽しい建築に

なる 可能性があると思います。

瀬戸内の風景や地形を生かす

司会 村上さんの作品の説明に移 りたいと思います。

村上 、坂町のアト リエ。と名付けた小 さなア トリエは，瀬戸 内

海に 面し た， ごく 一般的な丘の上にあ ります。 そのどこにでもある

風対とか地形を生かす形， またアト リエというものは，ほとんど機

能がないですから，この建築が建つことによ って，その場所に特定の

領滅を形成し，遠くから見て記念碑的なオブジ ェぽいものをつく っ

ていこうと考えました。 ここでつくる建築というのはとにかく 山の

上で，資材運搬が非常に大変なところです。資材 を持 って来るもの

も最低限にする 。 だから建物には装飾Ii的 なものは一切，付け てない

わけです。最小限の材料 で内最大のボ リュー ムを 被い取るということ

を直接的に形にしています。陶芸のアトリエというのは一般に直射

日光が入っちゃいけない，作業ができない。 しかし， こ ういう場所だ

から風景とかそういう自然とはつなが っていたい。 そういうところ

で直角 二等辺三角形と 4 分の l 同の聞にス リッ トをつく って，そこ

からのみ自然とつなが っていくことにな っています。南側の#fi: が見

える方向には，結 果的には大きな壁を設けてあ りますが， こちらに

はテラスを 5長り 出 しています。

ホ中山の家。は， 広島駅の 山裏に建てた三 世代住宅です。前国道

路の都市計画による拡 l隔工事て、敷地が約半分になり，それと同H寺に ，

この建物 を設計 して建てたわけです。古い建物は， この道路の上ま

で‘ 建っていた わけです。 山の裾 の辺り は古 い民家がまだまだ残 って

いる 地域です。 このクライアン トというのはもう 80歳を超えている

おじいさん，おばあさんで，本人たちは見H古らしがいいから今回 も

2 階に住みたいと 言 うのだけども ，階段を 上がらすわけにはいかな

いので，スロープを設けている 。 このスロ ープ とい うのは道路から

約 2.5m下が った敷 地のレベルと 上の道路の レベル， それと各玄関

をつな いでいます。近所はお互 い普からの知り 合いですから ，完全
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なオープンにして，夏になると 向こうも障子とかガラス戸とかを全

部開けていますから ，お互いに全部見合 っているのです。 しかし，

道路側 だけ完全に 閉鎖しているわけです。 この住宅というのは全部

柱のピ ッチが3600です。柱の大きさは 300角あるいは300丸。広島地

方に 限 らないと思うのですが，近代民家というのは3600の柱構成，

梁構成をと っているわけです。 それをそのままコンクリートに置き

換えているわけです。平面構成は，やはり近代民家の典型的な回の

字を踏襲している 。 それから 2 ilFfの家は， こちらの寝室からテラス

を通して 向こうのお年寄り夫婦の リビングまで見通せるのです。 そ

の向こうにはまだまだ畑 とか 山林が残 っている 。 そういうものまで

常につなが ってい たい。環境はどんとん変わ っていくのですけれど

も，広さやつなが りを家の 中まで持ち込み残したい。そう考えてやっ

ています。

ホ11可品の家。は，富島の対岸の団地にあります。広島に |浪らず団

地の一区画というのは， ｬ ｾ ｲｊ 口 が ー 卜 二 ， 三 メ ートルで ， 面積が ＵＰ 坪 ，

60坪というひな型の形式が多い。最近，住宅が建てられる敷地 とい

うのは ，むしろこういう敷地のほうが一般的で大多数です。そういう

ところで何か新しい手法はないのかということで考えたわけです。

道路レベルから約 2 mちょ っと敷地が上が っているのです。 そこに

一般的なJ属り込み車庫を 2 台分つく って， その上に住宅を考えてい

ます。 ここでの一つの特徴というのは，中庭です。 この 中庭という

のは，普段はテラスとして使 っているのです。 しかし，夏の暑い 日

とか何 かノ f ー ティーやるときとか，そういうときには水を簿< 3  c m 

ぐらい張ることができます。水が約 1 トンぐらい入るのですが， そ

うすると雰囲気ががらっと変わる 。別世界が生まれます。静かな空

間にも白書主要因に よる動きが出てくる 。外 とは ，屋根と墜とのスリ ッ

トとか 1 ｾＺｦと壁のぶつか っ たあた り にス リ ットを 切 っ て ， つなが つ

いますo

m凹季が丘の家" も団地の中にあ って，周囲はある大手デイベロ ツ

マーの建て売 り住宅で埋ま っています。 そこに何か，ああいう住宅

メーカ ーでない住まいが欲しいということで設計依頼があ ったので

す。 1 階は鉄筋コンク リートです。 2 11待は木造です。屋根は鉄骨造

です。すべてをコンク リー トでつく ったときの住宅には，やは り重

苦しき太さと い うものがあると思います。 い くらコンク リー 卜を紛i

くした り薄くしても ， それだけではなし得ない部分があると思いま

す。 その辺を 木造や鉄骨に置き替えているわけです。木造にすると ，

実際はも っと納l くできるのですけども ，やは りコンク リー トと木の

力強さというのを， ある程度同一にしていきたいということで，木

はむ しろ太〈 使 って います。180:1' Il です。この椛造体 というのはあく

まで木造ですから ，筋交い というのが要 る。 ここでは左右にステン



阿 品 の 家 設 計 村 上 微 峨 影 新 建 築 写 真 部

レス鋼絡で引 っ張って，視界のさえぎ りを少 なくしながら ，要する

に，仰lれないという 状態 にして いるわけです。 この住宅は，南東方

向に向か つて建っているのですけど， この前の台風19号でも被害は

全くありませんでした。

岡 山 の稲 ｾｾ ［ ｉ の家は ， ｔ 型の道 路 の突き当たりに敷 地 があ り ます 。

ここは |苅IUの典 型的 な所だろうと思うのですけれども ，見渡す |浪り

回んぽと建て売り住宅です。何 も見えない。唯一， ここの敷地の特

徴だなというものが，T 型道路のぶつかりです。 これだけを頼りに

正面に広いデッキのある住宅をつくったわけです。 日本の民家とい

うのはもちろん木でずっとつくられて来た。 そういう純木造という

のは，現在で、は |随分高いお金を出さないといいものができないとい

う時代て' すね。 じゃ ，木を極力減らして何か新しい住宅建築のっく

り方はないのかということで，比較的安いコンク リートとか鉄だと

か，一般的な建築材料だとかを I'FJ いながらそ れ らを 必嬰披ノト|恨の量

て¥いかに大きな住宅をつくるかと い うことを考えているわけです。

ここでつく っているものは柱や犀恨がステンレスとスチールで，昔

つくられた木造のレベルというか空間の重さというか， そこまで近

付ーけてきています。

生活のための環境装置

東 、坂111] のア トリ エ。は，非常に単純かつ厳密な幾何学的要素

を使 ってすばら しい作品 だと思いましたね。 自然の取り 入れ方・とい

うか，囲み方というか，周 りの自然に全部関連をつけているという感

じがいいですね。 これはまさに新人f 1 ・に値する作品だと思いますね。

もう今は村上さんは現代建築のベテランにな りつつあるから ， この

作 品 もいろんな経験 を踏 まえて剰11かい ことをやっていら っ しゃるの

で大変良い作 品になった。

村上 さんの場合，基本的には ローコストでやると い うことの意味

がかなり重要だと思いますね。普通の怠惰 な快適追求の生活をして

いる一般の住み手だと ， なかなかこういう家に住めないというふう

に見えるわけですね。だけ ど， ローコス トでもいいから何 か側 値の

あるものを求めるというところで覚悟のできた住み手だろうと 思 う

んです。 もう一つ は，特に最近 は屋根 が軽く なって欄聞がガラスに

なって軽くなってきましたけれども ， それは個人の好みも多少あっ

て，f:業は少し首を傾げなが ら見ているところもあるのですけどね。

しか し，ガラスが多 い とか屋中艮が軽い， それから 田んぼの向こうの

家とも視線が行き交う というようなところは， まさに 中園地方の少

しゆった りとした土地があって，人間関係もそうぎすぎすしていな

い， そういう環境 を見事 に表 してい ると 思 うのです。そう い う意味

1' 4'撃が丘の家 H I '. 徹 抽t影 怯l的Ii 前リ;

で新しい風土| 全が感じられますね。 中園地方のそういう風光明胤 な

と需 うのでしょうか， それが建築化 されて いるのだと ，僕は理解し

ております。

;lj リ合天井は低〈押さえて，すー っ と伸 びていくのも日本的な空間

にな っていて， コンクリートはそんなに J令たい! 惑じではないし ， ス

ケー/ レ感というか，のびやか感というのは非常 にヒ ューマンな感じ

があります。 ただこういうところで，例えば家具が散らか っていた

りして，今の一般の人が物に問まれてごちゃごちゃして暮らしてい

る， あれとはなかなか両立しないので，むしろそういう 人にぜ ひ，

シンフ。ルな生前のよさを見てもらいたいと思いますね。強いて 言 え

ば R 本人の性格の中には，和室の空間のようにこういう絞小 限の

ものて。非常・に 美 しく暮らすという ，一つの理想像があると思うので

す。 もう 一つ，あのごちゃごちゃとしたカオスというか， そういう

ものを好むという聞もある 。 それをどう選んでいくのかという謀題

が伐されていると足〔います。

村上 僕は， どちらかというと生前の仕方というのは， クライア

ントにある程度合わすのでがす。基本設計のときに ，家が出来上が っ

たときに持 ってくるものは何かというリストを全部J' t いますから ，

それを全部新しい住宅のどこかに収めているわけですね。 しかし，

どんと見えるところには笹かないで，例えば押 し入れっぽく見えて

いる 11' を|剥けると ， そこに古いタンスが置いてあるとかということ

にな っています。 クライアントの生活の仕方とかを話してもらい，

もちろん王li ::Ue住んでいるすまいというのを見せてもらいます。 だけ

ど， そういうものでその人の住宅を設計するというのは， これは僕

はちょ っと違うと思います。 クライアントと敷地 と生活というのは

全〈切 り離してしま って，敷地環境から考えるとこういう建築にな

る， このクライアン トはこういうもの なら まあ住みこなせるだろう

なという ， そのレベルで設計 しています。 だから建築というのがク

ライアン トの生活だけを表わしたものでもなく ，敷地だけからの発

泡!でもない。 そういうところの両方の 中立的なところで， ここには

こういう空間がふさわしいという，生活のための環境装置づく りと

考えています。

光の上を歩く空間体験

司会 小川 さんの作品 に移りますが，できれば建築展の話を合わ

せてお願いします。

小川 fl i，年ニューヨークの 5 番街のギャラリーで， 円本の若手建

築 家 5人展というのをや りました。 ギャラ リーの 11:1 では，各作 家に

2. 7m四戸! の三次元の空間が与えら れて，その中に建築的 な空11丹精成
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を行い，壁には 2. 4m 四戸! の二次元の平而が与えられて，それに造形

的な椛成をするというものでした。 二次元の垂直平而があ って ， そ

の 中に建築的であったり造形的な行為をするわけですが，それをす

るときに普通に物理的 な造形手法をも ってや っていけばいろんな形

はつくれると思うのです。 その 中で物理的 でないものというか光 が

ある形をつくり出して ， その形が見る立場の 人にい ろんな生い立ち

であるとか人種であるとか，その人のそのときの心理などによ って，

プ ロジェクターから 映し 1:1- '， された正方形の光の幾何学が三次元の立

体に見えたり ，窓、に見えた り， その; ぞ、の rc'J こうに 水平線 を見る 人も

あるでしょう 。 そういう 中で時間と テクノロジー，造形的な行為と

建築の ｾ ｬ ｴｦ ｊ の関係のようなことをや っ たわけです 。 へーゲル 的な 言

い方をすれば，建築とは哩I!念、が外 化することであ り，空間というの

は決して外部に存在する の で は な し 人間の内部， 頭の 中で現象す

るものだというような意味を込めています 。王 Ｑ ＷＮ 而的な ｾに 対して，

ある物理J ! . 的な行為を与えてしまうと 11寺間的継続性の 中でそこから

変換できなくな ったり ，とい 7 ことを考えていました 。 2.7 mキュー

ブのボイドな囲われた空間の 1:1:
1
では ， その 中に

y
ゲラスだけでつくら

れた透明の 2 mのキューブの立方体を浮かせてあります。 ニューヨ

ークでの展示でもあるので ，現代の215室であるという芯、 l床も 込めて，

入り口のところが60c mほど開いているところを縦に 紺l長いにじ り口

としたり ， カ、ラスのエ ッジを秀吉の J J の J.J にたとえたりして ，判tを

l悦いで入り，その中での空間体験を通して建築模型とか，ドゥローイ

ングなどを見る ， ということをやりました 。床には蛍光管が述統し

て遣いてあ り，光り の上を; lt くという空間休験もあります。

ホA R A BE S QUE" は， 広 島の富島を見下ろす高台にある建物で

す。段状の造成地にあり，クライアン卜から話があ ったl時に見H青ら

しがいいので ， いつもそういう景色を見ながら生活したいというも

のでした。 宙に浮かせてピロティ ーの形で，広島市街と瀬戸 内海 と

宮烏の鳥居が見えるようにな っています。216φ の鉄骨て¥上は経〈木

造でつく っています。 この場合は柱の椛造を点と考えて壁を線と考

えて， 点と線のずれみたいなところで空間の秩序を逆につく ってい

くというような形でや っています。

、キュビストの家かは 山口rll にある建物で ，仕事場と住宅， 住む

機能とギャラリー的なものを考えました 。一番下にファンクション

機能のフ。ログラムがあ って，その 七に 4 つのボ ックスを官庁き ，その 中

にいろんな機能が入 っています。 そのボ ックスの 隊問か ら光が昼間

は入 って 夜は放つという形にな っています。 スロープとトランスペ

アレン トな床は，透明性のあるスロ ープと ポリカーボネートの透明

な床でつくられています。 その全体をガラスの 6 M キューブで覆 っ

ています。平面と立面と断面が 6 Mキューブの幾何学でできて い ま
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す。構造的な機能とガラ スを受けるマリオンの機能とを融合させた

透明な壁としてつくっています。 四角い 4 つの箱のスリ ッ トに昼間

光 が 入 って 夜 出てくる 。周りをスロープでずーと上が ってきて， fI
i
1こ

うのほうが透明な床でそ の上で歩いた り寝た りす ることもできる 。

透 明な床 というものに興味が あって ，透 明な床 をつく って空間的 に

構成し ていくということの実験もしています。

ホミニマ リストの家。は ，全体が25 .2mあるボ ックス カ/ レパー ト

状の住宅です。 このクライアントはクラ ッシ y ク ・カーを 車庫に 2

台持 って いまして，昔からクラッシック ・カーとか，現代背楽とか

いろんな趣味が多い人で， そのクラ ッシ y ク ・カーをなんとかいつ

も見ながら生活していけないかということで，ギャラリーとリビ ン

グ ル ー ム と コ - ｾ， そういう機 能 を 備えた部 屋をつく っ ています 。

天気のいい 日には ]与のサンルーフみたいに天井がIA し、てエクステ

リアの リビンクルームができるような形でや っています。3.6 mのグ

リッ ドて十品成して まして ，その中 に正方形の壁がネガティブなもの

とポジティブなものが連続し ていて ， ポジティブなもののほうは立

方体に空間を分節していって ， ネjJ ティフーなほうはトンネルとして

空間 を連結し入るような空間にな っています。

、リストアステーション H は， LLJ あいの道路沿いで |主l道と川に挟

まれた敷地に計画して建てられた建物です。夜， 匡l道のほうから 凡

て壁に映像を映し 出 して ， スキー答とかが多いところですから計い

人がそれを見て 中へ入って来たり ，光のドームもあるのですけど，

l喫茶j古の 7J ラスのチューブの 中からもその映イ象 を見ながら食事がで

きた り， 楽しめるという形の施設です。外側I j に映像の壁がありまし

て， それを見ながら食事をするという感じです。 l町おこし的なこと

もあ りまして ，若い人が集まる場所であるとか，夜飲む; 場所である

とかそういうところもないので， ビデオを入れてその壁に 映 して ，

それを見ながらみんなと話をしたりしてもいいなという形です。

今 や っている {士事は ， ある会社の本社ビルです。 8 階建てですが

上にスカイ パティオがあって， 一，二階が事務所で途 1.1" に会議室 と

かあ りまして ， そのスカイパティオの部分で ，営業の人が下を凡下

ろして営業をした りする 。 一番上のほうに会議室とか社長室，役只

室というものが入って いる 。 U コラムという鉄骨の太い |勾厚なもの

を使 って ，ジャングルジムのような格子状のものにガ ラスを 帰 って .

トランスペアレントにつくろうというふうに考えています。

見せないディテール

東 ヨーロ ッパ， ア メリカの フ リーの建築家と い うのは IJ 本の

今までの設計事務所とは違って ，表 現行為というか，小川 さんがや
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っておられるようなオブジェクトのようなものをたくさんっくり ，

それを気に入った人が， それは会社であ ったり個人であったりする

のだけど，芸術作品を買うようにしてそれを建てるというスタイル

がかなりありますね。そこでは単に自分の好きなことを表現するだ

けじゃなくて，本当に建築をつくるというのはどういう意味なのか，

それを使う人とその建築との関係とか，それからその地域と l 倒の

建築がどういう意味や関係を持つのか。町並みの 中でそれがどうい

う，単に調和するとかしないという問題じゃなくて， どういうふう

に挑戦しているのか，何を変えていく力を持つのかというふうな，あ

る意味では理詰めの，ある意味で、は非常に鋭い感性を突き詰めた表

現をつくって ，それを提案するという機能があるのです。これは非常

に大事なことて¥それを 地方の都市てゆやっておられる方がいるという

のは，非常に日本も変わってきたなという感じがしていいなと思い

ます。 ただ間違えちゃいけないのは，アメリカやヨーロ ッパて" はク

ライアントが非常にシビアで，特に住宅などは，やるときには徹底

的に自分の考えを 言いますから ，め ったにこういう住宅を自分の考

え通 りに実現するということはほとんどないでしょうね。 日本の場

合には，割合教育が普及して 同 じような考えを持ってたりする人が

たくさんいるので， こうした先進的な住宅が建つ可能性も多いと思

います。むしろ 地方にこそ，すごく勉強していたり ，すごく海外生

活の経験があ ったり，あるいは自分の趣味をものすごく追求してし

ているという施主がたくさんいる 。 そういう人と ，小川 さんの努力

がうまくかみ合ったものだろうと思います。決してこれは我々の日

常と無縁な世界ではなくて，それにつながっている世界だというこ

とを理解して評価 して欲しいと思いますね。

村上 小川 さんの建築は，何軒か実物を見せていただきました。

僕たちが教育を受けてきた，あるいは見てきた建築とは随分違うの

です。 小川 さんは，外国をずっと回られて， 自身の建築を考えてい

る。最初， 僕は，山 口で凄いものをつくる 人がいるな， よく建てさ

すクラ イアン トがいるなと思っていたのです。 しかし，実物を見せ

ていただくと全てがきちっとつくられている 。 ただ単に変わってい

るとか， 他 と違うというものじゃなくて，例えば住宅は住宅として

ちゃんと機能するようにプランニングの基本をふまえているし個々

のディテールがきちんと考えられているのです。 その辺がi安いなと

思いま す。やは り小川 さんが言われるように，建築というものがた

だ単に今までつくら れてきた建築だけじゃなくて， もっと家具的な

ものであったり ，イ ンダスト リアル的なものであったり ，ディテー

ルからの発想であ ったり ，それらの 中間的なところで新しい建築を

考えていく必要もあるという気がしますね。

小川 建築設計者には、見せるディテー J I./' を考える人と，、見せ

小川晋一氏

おがわしんいち ・プロフィール

1955年 山口県生まれ

1978年 日本大学芸術学部卒業

1977年 ワシントン州 立大学建築学科

修了

1984年 文 化庁 派 遊 芸術家在 外研修 ｊｾ

/ 在ニューヨーク

1984年 ポール ・J レドノレ7 本務所勤務

1985年 アーキテク トニカ勤務

1986年 小川 晋ーアト リエ設立

1986年 - III口大学非常勤講師

1988年~ 近畿大 学非常勤講師

主な著書

「ア メリカ高層住宅内新 しい動 きI アー

キテ クトニカの ロマンチィック モダニズ

ム J r ホン コンパンクの全貌J その他

受賞

1989年 - 1992年 S D レビュ一連続入賞

1992年 商環境デザイン 賞優秀賞受賞

ないディテー JL./' を考える人がいると思います。 見せるテ、ィテール

を考える立場ではなくて，本当は何もやってないように見せて，そ

こに収まるために非常に自に見えないところでものすごいことが考

えられていたりする 。 そこにすごく醍醐味を感じています。

社会資本の整備を提案

東 今日この 3 人の方は仕事の場所はそれぞれの都市に持ってお

られるけれど，や っておられることはその都市のためにとい うこと

ではないし，展覧会をニ ュー ヨークでやられたり，あるいは勉強会

を大阪でやられたのをまた地域に持ち込んだり，そういうふうに割

合広いエリアにまたがって生きておられるということですよね。 だ

けどもう 一方ではそういう活動を通じて，ユニークな仕事をしてお

られるのですが，それぞれの地域にどうい う建築的な文化泣産が残

っていくかとか，どういう町づ くりの成果が残 ってい くかという見

方からすると ，それと，ど うつながるだろうかとい う意見が一つあ

るだろうと思いますね。私も全国を回 っていて直接その地域の町づ

くり運動だとかあるいは若い建築家，設計の仲間で勉強会 をして，

その勉強会の成果として市役所に提案をするとかというふうなこと

をやることも随分見聞きはするのですよね。それぞれお三方の現在

の仕事のスタンスというのが，社会とどういう関係を保ちつつや っ

ておられるか，お聞きしたいと思うのですが。

芝吹 仕事のうえでも，個人としても少しでも社会に何らかの形

で貢献できたらなといつも考えていますし ，私のモ ッ トーです。社

会に貢献するということは一体何かというと，それは建築のデザイ

ン的なものでも貢献であるし， また，建築を依頼してくれるクライ

アントに対してもそうです。だけども社会の中でそれだけでいいの

かということになると，そうい った建築物がたくさん集ま ったもの

が一つの都市を形成しているということからも ，やはり都市という

ものを考えざるを得ません。建築も当然ですが，者[1市を考えるとき

には， よりい っそうの人間性，環境，資源，技術などというものの

結びつきが必要となると思います。 こと環境とい うものをとらえる

と，すべての人が満足な生活ができるためにも，身近なところでは

社会資本の務備が最低限必要になると思います。 岡山の都市を見ま

すと，社会資本整備の面でものすごく遅れているのです。今，私 が

事務所を開いているところの問中というところは，土地区画整理事

業でできたばかりなのに，下水処理はできていないわ，電柱は，建

て放題建ってるわ，何十年も前の都市計画の在り方そのままです。

そこにプレハプの住宅や， アノf ートが建ち並んで今も進行中です。

何年か後にはスラム化するでしょう 。 そういうよ うな状態が続いて
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村 上 徹 氏

む ら か み と お る ・プロフ ィー J レ

1949年 愛 緩 県 今 治 市 生 ま れ

1972年 広 島 工 業 大 学建築学科卒 業

1972年 - 7 5年 内il 昭蔵建築設計事務所

勤務

1976年村上徹建築設計事務所開設

1984年 - 91年 jfr 後大学工学部非常勤講

師

1989年 広島大学工学部非常勤講師

1992年広島工業大学工学部非常勤講師

1990年 第 7 回吉岡賞 / J Ahouse新入賞

受賞

1990年 第2回新日本建築家協会 (] IA )

新人賞受賞

主な作品

己裂の家、本郷町の家、坂町のアトリエ、

阿品の家、岡山福おの家 その他

いる中で，やはり建築を考えることと同時に ，都市の在り方を私は

考えていきたいし，少 しでも私の考えを敷延していきたいというこ

とで，岡山をよくしようとホ女の住まい考。をつくったわけです。

同時にシンクタンクという異業種交流の発展型である法人組織の頭

脳集団をつく って，毎月 一 回定例会議を行い，情報交換と同時に 岡

山を良くするためには，何をすべきかをディスカ y ション し，県と

か市へ提案していこうというような動きもしてお ります。

村上 一つの建築で都市 を変えるということは 非常に難しいし不

可能に近いと思います。 ただ，限 られた 地域の中に，点的に物 をつ

くって いったときに何か第三者が見て魅力 的な空間とか形が外から

見えたり，あるいは公共的な場所とつながっている場所があった り，

勝手にそこに入れたり ， いくら小さくてもいいから， 何か魅力を感

じる ，興味のある建築の部分が点在できたということは何らかの形

て¥都市に貢献していると思うのです。

東 建築家というのは一つ一つの建築を真剣にやって，それが住

み手に喜ばれると 同時に ，前を通る人の目にも入 っていくという形

で大きな影響力を持っている。それに影響を受けて勉強する若い人

もたくさんいて，直接まねるのじゃなくて， それをまた超えていく

ようなものを自分でやるというような形て、広がっていくわけです。

それが一番大事でしょうね。

村上 最近，頂i白いなと思うのは，僕がつく った建築というのは

個人の所有物に見えない場合が多いようです。だから勝手に他人が

入って来 る場合があるのです。坂町のアトリエなんていうのは典型

的なものです。玄関を開けておくと「こんにちわ」とも言わずにす

っと他人が入 って来 るのです。団地につく った住宅がやはり地域の

集会所に恩われて，わ ざわざ聞きに来るのです。あるいは玄関で「 こ

の建物は何 ですか」って，ついでに 中を見学して帰るのです。要す

るに何か不思議な建築だなとか面白さがあるなとかですね， そうい

うところが非' 常にいいですね。

小川 私の場合は今まで一つ一つつく っていくだけで精一杯で，

社会的な活動とかいうことにはあまり参加していなか ったのが事実

です。都市のある部分をつくることによ って， ささほど 言われたよ

うに波及効果が何かに生まれていくとか， そういう目に見えない部

分というのは当然あると思いす。

選択する重要性

司会 3 人の建築家の方々に対し会場からの質問があれば，お願

いします。

我々建築家が設計する際にエコロジー的な発想、が非常に必
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しIt.i : き ち あ き ・プ ロフィ ー J レ

1950年 岡山県笠岡市生 まれ

1972年 広応大学工学部建築学科卒業後

側竹中工務庖設計部を経て

現 在 仰7 リーハンド設立

受賞歴

H! 皇制( 建築 設計 ー施工) 設立

鮒ンンクタンク設立

総合科学側( 環境アセスメント

コンサルタント ) 岡山出張所所長

おかやま r女の住まい考J 主宰

岡山理科大学専門学校非常勤講

師

集合住宅設計妓技最優秀賞受賞、大阪府

挫築コンクーノレ賞受賞、毎日郷土提言賞

受賞 (1珂山県優秀賞)

主要作品名

「風の域J 、rlNGピJ レ」、「中島邸I 野上

自ら

要にな ってくるのじゃないかなと思 っています。村上 さんの作品 で，

自然を 室内空間に取り 入れるということは非常に立派なことだと思

うのですが，逆に方、ラス張 りのために ， そうい ったエネルギーの負

荷が非常にかさむのではないかと，その辺の考え方をお伺いしたい

と思います。

村上 僕の建築は， 1確かに一般の住宅よりカーラス面は多いのです。

壁はコンク リー トの打ち放しが多いですから ，やは り断熱材 を入れ

たものよりは熱逃流率と いうのですか， そういう 計3平上はヒ ー トロ

スと いうのはありますね。だけど，広島で住宅を考えるときに，本

当にそ れが一番大切なことなのかという 気が僕はするのです。 とい

うのは，僕が設計して建て直した場合，以前の住宅と 比較して「こ

の家は寒い J i この家は暑い」ということはあまりないのです。例 え

ば広島市内で，家の 中で氷が張ることはまずない。 もともと広島で

住んでト分それで住みこなせるという住宅というのは，外 と内 とは

障子とか， あるいはガラス戸 1 枚で仕切 られている程度のレベルな

のですね。だから ， クライアン トもそこ で，例 えば冷暖房をガンガ

ンかけて 1 日いようとい うような 人はいない。やはり今日はどうし

ても 風が止ま って しま ったから冷房をかけようとか，御主人がいる

夜だけとか，後は風があれば戸を 聞けている とかしている。冬は逆

に日当たりがいいからむしろ暖房が安らない場合が多いですね。 そ

れほど住宅として住みにくくはないと思います。性能がいいからい

い住宅だとか，住宅を性能で評価することは僕はしていません。

東 広島ですと視l凌で，冬ても l援かくて恐らく昼間は l暖房は要ら

ないでしょうね。そしてこういう気候のいいところで冷暖房を して，

その冷暖房効率の ために断熱を十分するというのはどこかで何か順

序が違 っているのじゃないだろうかということがあるということな

んです。環境に優しいというのは自分に厳しいわけですよね。住ま

いでも昔は暑ければすだれを吊 ったりあるいは風通しょくしたり ，

冬寒ければそれな りの!援 をとった りというふうに 非常に自分が体を

動かして調節していたわけですよね。 ところが，今まで，追求して

きた快適路線とい うのは， 自分はあま り努力しないでスイ y チ一つ

でなんとか環境をコントロールしようということをや っていたわけ

ですよね。 その辺に対するアンチテーセ‘ というか，批判! というのも

建築家はやって しかる べきだと 思 うのですよ ね。

小川 私の自宅は 5. 4m高さの天井があ って， 20畳: ぐらいあります

が， コンクリート打ち放しで ，やは り実際冬は来いですね。 それで

もやはり大事にしたいものであ り， そういうことなのじゃないかと

思います。何 かを考えて選択するということですね。何 もかもオー

ルマイティーであるということは，裏返せばすべて がそこそこであ

るということでもあるし ，だから何 を選択するかということが重要



東 孝 光 氏 座談会風景 森 畑 武 氏

だと思うのです。

村上 最近設計している京都での写真のスタジオとギャラリーと

か，東京の代官山でやっている集合住宅ですとか， そこでは，そう

いうことに非常に気を付けているのです。 山陰地方に僕の建築をそ

のまま持 っていくと多分ガラスの内側が全部結露するはずです。打

ち放しの壁面も内側は多分凍ると思います。 そういうところでは地

域に応じた設計をする必要があります。 そのように地域に即したっ

くり方を大事にしたいと考えています。 だから，ディテール的なと

ころでもそうなのですけど， 一歩一歩の経験から単純にな っている 。

単純になるというのは，建築自身をきれいに見せようとか，そうい

うことだけじゃなくて，やはりこの広島の地域でやればここまでの

テe イテ一ルで

えばどうしても ，この場所で結露をしちやまずいというところでで、は，

ぺアカ宇ラスにな つています。だけどここは少々結露しでも住まうこ

とには大して影響がないとすれば，必要最小限のお金しかかけない。

住宅の安全性

一 一 阿品の家は，非常に単純明快なデザインだと私は思うので

すが，天井の高さは2. 1mということでしたが，最近の日本人の体格

からすれば 2.1 mというのは建築基準法からいえば最低の高きです

ね。そういうことについて何か違和感があるかということと，手すり

が非常にシンプルで明快だなという感じがするわけですけれども ，

縦格子も検格子もあ りません。安全性の問題はないのでしょうか。

村上 住宅というのは，立 って生活するということはほとんどな

いと思うのです。例えば和室て帆直接畳に座 っているとか， または床

に直接布団を敷いて寝てるとかですね，あるいはその空間に 1 人か

2 人しか入らない狭い空間，そういうものには2. 1 mあれば低さとい

うのは感じないと思うのです。2. 1mの天井高を 2 mに見せることも

2.2mに見せることも，それは設計でできるのです。天井を l積くする

と低〈見えます。やはり 2，l mにするときには天井い っぱいまで窓を

開けて明るくしています。 その住宅の内部すべてが2. 1mではなく

て，2.1mのところもあるし 3. 5mのところもあるし，場に応じて変

化 させながらつくってい ってるのです。 そういうっくり方で低過ぎ

ることはまずないと思いますし，水平線の低きがむしろ住宅として

の落ち着きというのを与えていると思うのです。

それから手すりの件ですが， この手すりのデザインというのは，

住宅の設計に限らずや ってみると非常に難しい。天井高を 2. 1 mに

しますと ，スラプ厚などを考えても階高は2300なのです。 そうして

2300をスロープで結ぶと ，半分の長きで上がれる高さというのは 1150

上がればいいわけですね。 そうすると ，実際は写真で見るほど高く

なし危険な感じはないのです。 この、阿品の家。が完成したとき

には家族は御夫婦だけでした。住宅というのは建てたとき ，出来上が

ったときが僕は完成だとは思っていないのです。 その時点からもう

少しで子供が生まれるのが分か っていましたから ，子供がハイハイ

を始めるころには ，こうしようということは考えていた。だから ，現

在ここにはポリカ ーポネートの透明のものがちゃんと付けてありま

す。将来，必要性がなくなれば， また取り除きます。

地域の特色ある都市づくり

東 多分家族が1.8mを超すような7干の高い方だったらまた別のこ

とを考えたかもしれませんね。住宅の場合は相手を見ながらいろい

ろなことをやりますから，不特定の人が出入りする公共建築と 一律

に法律が謀せられているところにち ょっ と難しいところがあります

ね。 しかし法律は法律ですから何とか確認をとらなきゃいけないで

すし， それから人が落ちてけがをしたら建築家にも責任はあると思

われますからね。ただそういう寸法をどうするかということは，最

後の責任のとり方まで考えて決めるということですよね。 むしろ自

動的に法規では2100だから，それさえ守 っておけば，私は責任はな

いのだという姿勢と比較して考えなき ゃいけないという気もします

ね。

話は変わりますが，だんだん地方というものが地方でなくな って，

それぞれの固有の地域とか都市になるのじゃないかという期待を込

めて，今日はいろんな話を引き出すようにしたつもりです。その地

域の特色というものは， 自然に出てくるような都市づくりの活動と

いうのがあると思いますし， それからその地域を飛び越えて日本や

世界につながっていくような 同時代の動きにも，今日の皆さん方は

関連しておられますし，会場の皆さん方も関心を寄せていただきた

いと思います。幸い私たちは世界的な戦争のない時期に遭遇してい

るわけですから ， どこのどういう建築の仕事をしている世界の人た

ちとも話ができる時代， こんないい時代はないわけですね。そうい

う時代の中でお互いにいろいろや っている仕事を拝見したり ， ある

いは見せたりしながら ，その上でそれぞれの場所の意味をつくるよ

うな仕事をや っていただければと思 っています。

司会 今日は，来先生を初め 3 人の建築家の皆さんに興味深いお

話をいただきありがとうございました。今後の御活践をお祈りして

特集号の座談会を終わります。

( 了)
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建築施工ロボット化の現状分析と今後の動向

中 尾 好 昭

建設現場 にロボットが導入できるか?

まず最初にお断りしておかねは、ならないことは、表題でロボ ッ ト

イじという意味を漠然と「自動化 ・省力化」 を含めた従来にない施工

システム或いは、更にそれと関連のある C A D/C A Mなども含めた

コンビュータシステムにまで広げた漠然とした意味に取らせて頂き

たいことである 。

きて、自動車産業を始めとし今やほとんどすべての分野にロボ ッ

トが活用されている感がある 。建設省でも、 1983年、「建設業におけ

る生産性が製造業に 比べ大幅に立ち遅れていること、また. . 高齢

化が目立ち ー…・構造的転換期を迎えたとの判断」から 「建設技術の

高度化 システムの開発」 を同省のフロジェクトの I っとして取り上

げられている 1) 。

民間においても 1980年にはすでに生コンクリートのディス トリビ

ュータの自動化が手掛けられ始め町、その後約10年間工事現場への

ロボ ッ トの導入 (含自動化 ・省力化) が強力に推進されて、直ちに

着手できるものについては、ほとんど開発済みとな っているように

息われる 。

しかし最近、例えば「実際に建設現場のあちらこちらでロボ ッ ト

が動き回 っている ・・・・・ ・光景は ・・・・・・いまだに夢物語のようだ」あ るい

は「ロボ ッ 卜の開発と実用化には、予想以上の資金と人材が必要だ。

ゼネコ ンもそのあたりの認識が甘か った面がある 。( 談話) J などの

記事も書かれている 3) 。

これらは、上記記事でも「… … 3 K を解消… ーに建設業が取り残

きれないためにも、ロボ ッ トなどの手段は是非とも必要だ。 ..... J

と結んてーいるように、建設業の将来を案ずる気持ちの現れと恩われ

るが、筆者も同様な気持ちを持っている 。 ただ、始めて 10年で上記

の状況まで自動化が進んだといつことは、例えば自動車など他業種

における推移から考えてリーズナブルなことであり、前述の記事の

ような感想、はやや厳しすぎるのではないかと思われ、むしろこれか

らいよいよ成果が出始める段階にさしかか った ものと考えたい。

写真一 l

8 2  建築と社会/ 1992年 9 月号

以上のような現状をふまえて、本文では、まず建築学会の建築施

工ロボ ッ トシンポジウム 〈第 l 回 (1987年 2 月) - 第 6 回 (1992年

1 月) >で発表されたテーマの変遷を調べ、過去10年間のロボ ッ ト開

発の概況を推察する 。つぎに、先行他業種における成功例の l っと

して自動車生産システムを取り上げ、その開発の好余曲折の過程と

将来動向を調べてみる 。最後に上記成功例の情況を参考として、建

築施工の現状につき考察すると同時に今後の方向について述べてみ

たい。

建築施工ロボット化の推移

前述のように 1987年以来、建築学会材料施工委員会主催の建築施

工ロボ y トシンポジウムが毎年 l 回開催されており、本年 (1992年

1 月) 開催された第 6 回までに、 106編に上る論文が発表されている 。

実際の開発作業とその成果の発表にはかなりのタイムラグがあると

考えられ、また開発されたものがすべて発表されているとは限らな

いが、少なくとも現在までにまとま って発表された最も信頼すべき

情報源の l つであることは確かである 。 そこで本文ではこれら成果

の明白な研究開発テー7 の変遷から、我国における建築施工ロボ ッ

ト化の推移を窺ってみる 。

表- 1 は上記シンポジウムにおける発表テー? を内容の種類毎に

概略分類し表示したものである (表 中略称は発表者の所属を参考ま

でに記したもの) 。表ー 1 から、建築施工ロボ ッ 卜の開発がまず施工

現場における身近な作業の自動化・ 省人化 から始ま っていることが

わかる 。 これら各作業の種類と自動化 内容の要約を記すとつぎのよ

うである (筆者の理解不足があるかも知れず、また見落としもある

と思われるが、全体的傾向を眺めるということでお許し願いたい。

以下同じ )。

( 1 ) 床仕上げ/ ならし

左官のつらい仕事の肩代りを狙ったもので、乾かないコンクリ

ート上を移動し、コテ仕上げゃならしを行うロボ ッ トの開発。最

終仕上げは左官。

(2)耐火被覆吹付け

悪い作業環境での耐火被覆吹付けロポ ッ ト。 シーケンス制御又

は熟練工によるティーチング方式。

(3) 塗装

スプレーガンによる吹付 け作業のロボ ッ ト化。 シーケンス制御

又はティーチング方式。

(4) 配筋

工場での大型壁用配筋のユニ ッ ト加工ライン ( 自動化) と現場

での組立て作業 ( クレーンによる ) の組合せ、又は床スラブ用配

筋ロボ ッ ト ( 自走式)。



表- 1 建築施工ロ ボッ 卜シンポジ ウム発表テーマの変遷

内

ヲ 台

ンポジウム I _.=  __= I  _ _ _  _ . _  I  _ _  _  

(年月日) 1  第 l 回 |  第 2 図 |  第 3 回 |  第 4 回 |  第 5 回 |  第 6 回

写真一 2 壁ボー ド貼りロポ ット 徒供 大成建訟

耳 目分

類

床仕上げ/ ならし

耐火被覆吹付け

ロ l 塗装

日| 配筋

'J 、| 溶接

/'1 1般送 (横持ち)

卜| 揚重

単| 木造

1  :タイ J レ診断

体 | クリーンノトム削IJ

の |配管劣化診断

開| 超音波探傷

発| ディストリビュータ

|締め固め

関| 鉄骨玉働

連| ボード貼り

外観シーリ ング

施工精度計調IJ

方法論その他

ロポy ト化のための条件

部材の工場製作

品会| 現場への C AD 導入

川、与、 l

^  1 省力化のための新工法

ロ 1 .  P C 積層工法

シ| ・超高層 R C 工法

ス ト P C 複合化工法

ー| ・省人化絞合化工法

ア| ・自動化超高層 R C 工法

ム| ・省力化縞体工事

の |建設現場の工場化

写真一 3 天井貼りロボ ッ卜

開 I .  J ト 7 プッシュアップ工法

|  ・ハ y ト上昇方式

提供大成建訟 | 発|

| ・上部建設工場方式

写真一 4 塗装 ロポット 提供 大成建設

写真一 5 床仕上げロボ ッ卜

(5) 溶 接

関| ・屋上床先行方式

連| ・上部工場方式

白情報の総合化

中堅企業の状況

方法論その他

提供竹中工務庖

メーカ製汎用ロポ ッ ト又は自 社 製専用ロボ ッ ト ( 自社に溶接技

術を保有している場合の例 )。

(6)搬 送

工程 ・資 材 を イ ン プ ッ トすればパレ ッ トの最適搬送計画が出来

上がるコ ンビュータシステムの開発と自動搬送概念図 ( ハー ド)

を作成するプロジェクト研究又は内装用自走式運搬/ 作 業 台 車。

白(1987. 2.23) 1(1988.2.26. 26)1(1989.2.20.21)1  (1990. 2. 20)  1  (1991. 2. 19)  1  (1992. 1. 23)  

(略称は発表者所属参考)

(7)揚 重

自動化リフト と そ の 管 理 ン ス テ ム ( 積 み 込 み と 荷 降 ろ し を 含

む) 、又はタ ワークレ ー ン監視システム (衝突防止など)。

(8) 木造

軸組部材のプレカ ッ ト工場 ( 自動化ライン )。

(9) タイル診断

ハン ? リ ングによる診断システム (打撃力又は、打音による判

定)。

(10) クリ ー ンルーム計 測

r凡用ロボ ッ ト。

( 11) 配管劣化診 断

超音波探傷法応用、画像出力。

(12) テーイストリビュータ

水 平 方 向 4 関 節 ビーム( コンク リートポンプ方式) 又はタワー

クレーン (パケ y 卜方式) 又はクライミ ンクク レーン ( コンクリ

ー ト ポ ンプ方式)

(13) 締め閏め

型枠用パイプレータ (10個 X 3 ユニ ッ ト) の管理システム又は

パイプレータ自動盛替システム。

(14)鉄 骨玉 掛

油圧による自動玉掛 装 置。
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(15)ボートー貼り

壁又は天井のボード貼りロボ ッ ト。

(16) 施工精度計iftl J

目的別白動化システム (圧力、風速、建入札レベル、変位な

と各種百十ilil J。 レーザーセ ンサーなどにより計ilJlJ) 。

( 1 司方法論その他

以上のようにロボ y 卜単体開発で直ちに笑施できるものについて

は、 1989年までに大間品出揃 っていることがわかり (表ー 1 ) 、これ以

後はこ れ らの改善か或いは更に高級なもので時間を要する開発など

玉成過程へ移行 しているように思われる( これらの発表は主として

1990年から新しく始ま った土木学会、日本ロボ ッ ト学会などとの共

催の建設ロボ ントシ ンポジウムで行われている ) 。

これに対し、 表ー 1 に示すように、建設施工シ ンポジウムでは第

4 回 (1990年) 以降ロボ ッ トを実際に役立 てよ うとするテーマが取

り上げ られ始めている 。以下これらを大略繋理して簡単に各内容 を

紹介する 。

( 1)ロボ ッ トイじのための条件

雰14 回に パ ネルデ ィス カ γ ションの テー7 として取り上げ られ

たも ので、ロボ ッ ト化 を更に推進す るための条件が各立場から議

論されている 。 そこでは、

1  ) ロボ ソトを前提とした施工法

2  ) 建築と 機械のゆずリ合い

3  ) 全 19動ど ル建 設 シス テム

などが提言 され新 しい方向への飴動がみられる 。

(2)音11材の工場製作

先行業種の中で最も近い鉄構メーカ、住宅メーカな どの実情の

紹介

(3)現場への CAD 導入

設計 CAD を施 工l到に応用して工数低減

w省力化のための新工法

' P C積層工法一 P C化で の現場行力化

- 超高府 R C 工 法 - プ レハブ鉄筋、ユニ ソト!11伴、手)11質改良

など で l フロア 4 1=1実写1

. P C複合化工法 現場打ち とP C の地工 スヒ ド7 "/ チ ン

クによるコ ス トミニマム追求

- 行人化複合化工法... 地下構造、地工千)11買の見而ーし 、P C床、

I=! 動化推進→25%符人化

.  1守動化超高層 R C 工法 R C 工法で入手で燥しい所だけ を

向動化

- 省力化躯体工事一・・・・工紅合坦! 化 とn動化

(5)建設現場の工場化

ｾｮ し、 1  ) 全天候型

2 )  1"1動化につながる工法

3  Ｉ 部分 ｉ ｾ ｉ 動化→将来は全 ｮ 迫力化

(6)情報の統合化

設計、施ユ情報の一元化→ C1 M

(7)中駐企業の状 況

CAD普及率約45% (含試行 '1')

ただしロボ y 卜は II 社開発せず

以上 の ように、大 き な傾向とし て 控 築 地工 の 円弱 ｾＱ じはし、よいよ本

給化の局 l師へ差 し働かり つつあるように忠われるが、 その考察に先

立ち、次E↑iでは他業位における成功例の l つである門動車の場合の

ロボ ッ ト化の歴史 を紐解いて み たし、。
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他業種におけるロボット化の歴史4)

前節で述べたように建築施工のロボ ッ ト化は新しい方向への展開

が計られつつあると考えられるがその方向をできるだけ間違えない

ように見通し、適切な打手を考えていく上で、類似の先例を調べて

みることは無駄で。はないと思われる。本文ではすでに成功を収めて

いる例の中から自動車の生産システムを取り上げてみる 。

表 2 は文献 4 に記載されたものを年表風に要約したものであ

る。(史笑その他 同文献からそのまま 引用させて頂いた部分がほとん

どであるが、これらを筆者なりの考えで整理して表を作成したため、

理解不足、独断と偏見などにより文献 4 の主旨と違 ってしま った箇

所があるかも知れない。 これらについても本文が自動車生産の歴史

を全体的に横から眺め、 これを建築生産への参考とさせて頂くため

の筆者の試みということで御容赦願いたい。)

表- 2 に見られるように、入手による流れ作業に始まる我国の自

動車生産システムがロボ ッ ト時代を迎えるまでには約半世紀を要し

ている 。 これらの発展の歴史は表- 2 最上部に見られるように、社

会情勢と密接に連動して動いていることがわかる 。すなわち入手に

よる流れ作業は、神武、岩戸と続く戦後の好景気により急伸した小

型車の需要を満たすべ 〈、最新生産設備を導入して機械による流れ

作業のH寺代に移行している 。 またこの頃から工場へのコンビ ュータ

の 導 入 が 計 ら れ て お り 、 こ れ が 将 来 の F MS 化 (fl ex ibl e

manuf acturi ngsystem) へとつなが って行 ったと考えられる 。

一方アメリカで始められた QC技術は 1950年頃我国に導入されて

いるが、上記小 型車急伸の中で約10年後ようや く根付き始めている

ことがわかる ( デミン グ11・受賞など)。 これはその後改善提案制度と

いう我国独特の現場技術重視のンステムの構築へとつなが ってきた

と考えられる 。

この頃から、生産性向上との関係で考え出されたものと思われる

が、有名なトヨタのかんはん方式に代表される待ちH寺問 O、仕損 O

の考え方での生産方式が実行に移されている (表- 2 ) 。 この方式は

l 個流し (在庫 0 ) のジャストイン (] IT. . 'just  in t i me) 部品供給、

異常発生て、生産停止という徹底した合理主義に基つ いもので、ト

ヨタの場合の40回/ 年という高い水準の在庫回転率につなが ってお

り、生産システムの革命であるとすら 言われている 九 これらの努力

により相当なコストダウンが果たされたと考えられ、それは我国の

メーカの競争力強化に大し、に役立 ったことと思われる 。 このことは

1973年のオイルシ ョ y クにより国内需要が7 イナスとな ったにもか

かわらず、輸出の Ｑ Ｇ ｾ びにより全イ本としては Ｗ イナスとならずに済ん

でいる (表一 2 ) ことからもうかがえる 。

しかしながらオイルシヨ ソクを境に自動車の需要は頭打ちとな

り、自動車はそれまでの作れば売れる時代から売れるものを作らな

ければならない時代へと変わ ってきたようである (表- 2 ) 。 それに

{半L 、車型の数が 3 - 5 倍に増すと共に同一車型でも最近では 1000t>11

以上の仕様が必要となり 、 これは l 仕様当たり 10台に相当する由

で へ 正 に 多品種 少量生産時代が到来した ことに なる 。

F MS という言葉がしきりに使い始められたのもこれらと関連し

てのことであ ったろう 。少品種多量生産時代の ri gid な生産ライ ン

から、多品種少量生産に適した fl exible な生産ライ ンへ移行するた

めに 表- 2に示すように 1970年中期頃から多種類のロボ ッ トの導入

が行われたようである 。1985年時点で、ロボ ント2000台を保有する

メーカがあり、自動化率が95 %以上に達したライ ンもあると 言われ

る4' 。

これら F MS 化、ロボ ッ ト化と上記 JI T 化を統合した生産システ



(1929)  .  T 型フ才一ド 0 ・・横浜でコ ンベヤ万式、生産一万台 ( フォード)

(1935) ・ダ y トサン ・・・検浜でコンペヤ方式スタート ( I:l産)

(1936) ・全上月産500台 |  

(1937)  大型トラック コンベヤ方式 ( 日産)

(1937) ・トラ ，7mシリンダプロ y ク生産ライン( 日産)

(ア メリカ鋳造メーカの指導をうけて導入)

(1952) ・日産/ オースチン綻燐

( 1953)  日野/ ルノー健 燐

(1953) ・いすず/ ヒノレ? ン徒燐

最新生産設備の導入

( ト ラ ン ス フ ァ 了 ン 側 部 内 れ 作 業 化

J レチ自動溶接

大製プ レス j  ボデ ィの流れ作業化

など

ゲ 生産計画、苦|協調達へのコンピュータ将入

・コンピュータによるオ ンライン 生産 ・品質 ・原価管理

I  _ j 塗 装 技 術 革 新 ( …ω
宮11品のパレ ット 化 (フ ーク リフト、

・ア j リカにより Q C技術導入一一一一 一一 - Q Cサークル活動、改t喜縫案

I  (品質管理) ｾ＠
(1960) 日産デミ ングtt その他相次いでる各メーカー受賞

(1962) ・トヨタかんぱん方式( トヨタ全社)

(1965) ・全上 (全上部品 メーカー)

表 - 2 我国における自動車生産 システムの歴史付

1930 ' 40 

(1941)  (1945)  

|  ←一一一一→

太平洋戦争

' 50 

(1956)  

・神武景気

(1959)  

・岩戸景気

ー斗一一一

小型車f . ?.1lt

機 械 に よ る 流 れ 作 業

' 60 

勺
，

' 90 

Ｍ オイルショ ｾ 7  

(1974)  

貿易摩燃

生産急成長

作 れ1;J:' 31己れる時代

生 i l l i : 償ばい

( l ' E 1 内? イナス、輸出でカバー)

売れるものを作る時代

トレーラに

よる工程! 日l迷綴)

l 個流しのジャストイ ン{"-JI T

異常発生て'生産停止

少品種 多量生産

- ロポ y トの場入

加工の NC化・・ 0 シリンダ加工ライ ンの無人化

組立の自動化 エンジン加工ラインの多品極化

プレスの 門動化 プレス ライ ンの無人化

無人搬送者とロポ ッ ト 工 程IHl 運搬の無人化

C AD/ C A M  型製作の短納期化省力化

溶接ロボ y ト 1) I体組立のフレキンプル{ じ

など

開発 1

生産} を一疋化した統合システムへ

販売 J

ムを持つ我国のメーカの強さはあまりにも有名である 。 ただ、本文

には直接関係ないが、最近ではよく知られているように貿易摩擦と

いう困難な問題 も出てさており、関係者は苦慮しておられると思わ

れるが、これらについては今後どう解決されていくのか見守りたい。

このことにも関連して文献 4 では、生産システムの合理化に当た っ

て、従来以上に市場優先の思想が強〈求められるとし、そのために

は狭い意味での生産システムの次元ではなく、開発、生産、販売を

一元化 したトータルシステムが決め手となろうと結んでいる 。

建築施工の場合の分析と今後の動向

2 節で建築施工ロポ ッ トの推移を眺め、 3 節では自動車生産シス

テムの開発の経過を調べた。両者を比較してまずわかることは、自

動車の場合には 1930年頃我国に初めてコンペヤ方式による生産 シス

テムが導入されて以来、最新生産設備の導入、 Q C活動、 コンビュ

ータ導入の時代を経て、多品種少量生産の時代となりロボ y トが導

入され始めるまでに 40年以上を経過しているのに対し、建築施工の

場合には前述のようにロポ y ト化が始められてわずか10年足らず

で、考えられるロボ ッ ト単体の開発がほとんど完了していることで

ある 。

従来人力に頼るのが当然とされて来た建設現場で このように短期

聞に各種ロボ ットが開発されたのは、自動車産業など先行他業種の

ノウハウに負う所が大であるとは思われ るが、入手不足、 3 K問題

など建築施工業界を取り巻〈社会情況の変化に対応しなければなら

ないという推進因子があり、本気で取り組まれた関係者の努力が笑

ったもの と考えられる 。

ただし、建築施工ロポ y トシン ポジウムで発表されたロボ y ト単

体開発の論文に関する限りは、開発によりコ ス ト低減に役立ったと

いう表現は見あたらず、むしろ開発費用の回収が困難であ ったこと

が述べられている 。にもかかわらず開発研究が10年近くも続けられ

たのは、「ロボ ッ トを開発する J という企業の意志が明確に打ち出さ

れたためと思われる 。 このことは企業における建築施工の自動化技

術開発組織の責任者が社長である 例がいくつか示されていること引

からも推察される 。

古い話であるが、コンビュータの普及が始まった頃、コンビュー

タを導入して 10年間は土壌作りであり 、本当に動き出すのはその後

であると よ く言われていた。建設ロボ ッ トの場合にも上記10年足ら

ずが同じような役割も果たしてきたのかもしれない。し かも建築施

工の場合大物量の重厚長大物を大空間の 中に作り上げる 6) という未

だかつてない課題を背負 っている 。重厚長大という意味では造船も

同 じてあるが、建物の場合は製品を動かせないと いう決定的違いが

あり、従って設備のよい船台、 ドックなどの利用ができないという

ハンディ キャ ップがある。すなわち従来の自動化とはかなり異なっ
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た新しいコンセプトが必要となり 、時間がかか って当然という気が

する 。

とはいっても、企業でやる以上はペイしない こ とをいつまでも続

けるわけには行かないであろう 。 そこで将来の方向として、ペイさ

せながら追求する当面の自襟と、理想的イメージを描いた恒久的目

標の双方を併行して持つ必要があるのではないかと思われる 。以下

では建築施工 ロボッ トの今後を当面の課題お よび恒久的目 標の両方

から考えてみる 。

まず当面の課題として重要なことは、上述のように投資がぺイさ

れる開発を心掛けるということと恩われる。前i査のシンポジウムで

も、第 4 固になるとコストダウンを省力化 と共に研 究の目的として

明確に記載された論文が出されている 。 ここ では単なるロボ y ト単

体開発の勉強は終わりにして、実際にコストダウンにつなが り、省

カ化の笑績のでる施工法を 、構 ・工法にまでさかのほ映って追求した

研究が発表されている 。 これらは労働 力の現状 をふまえ た、 自動車

で言えは人手を最新機械に置き換えた流れ作業システムへの転換に

対応する動きであろうか。

従来入手が豊富で安か った時代には、高価な機械をできるだけ使

わず、また入手をかけても材料を減らすことが最適設計であったわ

けであるが、最近のように工貨が高くなり或はさらに入手不足の時

代には 、考え方も全く変わ ってくる。 材料には多少の無駄ができ、

また多少は高い機械を使っても、入手のかからない構 ・工法が有利

となることは他業種の場合と 同僚であろう 。

しかし 、建築施工ロポ γ トシンポジウムの第 5 巨I (1991年) にな

ると 、 これを更に推し進めた研究の実績が多数発表されている 。 こ

れらは現場の工場化 とでもいうべき新しいコンセプトに基づくもの

であり、前述の大物量の重厚長大物を大空間に建設するという建築

施ム妙、特の課題への取り組みであると思われる 。 ここ では 、他業穏

のほとんどの場合のように製 品 を動かす代わりに 、工場を移動させ

るという発想の転換が行われ、工法の変更により ( ロボ y トの使用 な

しでも ) 高い省人化率の得られることが述べられている J 8 ) 9H O川 e lc

2 節で述べたようにこれらの最大の特徴は全天候 型ということで

あリ、これにより自動車等の場合と同様の条件の上 に立つことがで

き、 3 節で述べた J I T 化、ロボ ン卜化、統合システム化の時期へす

でに移行しつつあることになると思われる 。

以上のように眺めて来ると、建築施工ロボ ントの開発に関しては、

他業種にない独特な課題が今後残されてはいるが、大田島・先行他業種

り
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化いずれもそのための有力な手段となるであろう 。

以上建築施工の現状を考察しながら当面の 目標についての筆者の

考えを述べたが、上記のようにぺイする ことだけを追求し たのでは

大きい変革を望めない可能性もある 。 そこ で当面の目標と 併 行 して

理想的最終イメージを 描 いた恒久的打手 も必要であると考えられ る。

前に述べた現場の工場化 において 、例 えば全 自動ヒ ル建設シス テ

ム構想山な どは上記理想的最終イ メー ジを意識して 打 ち出されたも

のと 恩われる 。 当面の対応 「ペイす る開発を行 う」が最終 イメ ー ジ

の実現への一過程となるような 開発計画ができれは. 理想的であろう。

自動車の場合にもそうであるよう に、将来完全自動化へ指向する

とすれば、例えば目、足を持つ ロボ γ トなどは直ちに 必要と なって

来る 。 その他 J I T、統合シス テム も含めた恒久的 目標達成の ために

は、それを サポートとする基盤技術の研究が必要であるが、これ ら

には一般に 時間と 金がかかるので一企業だけ で手掛ける のは困難で

あろう 。 そこ で前述の国家プロジェク 卜の意義が大き いし、企業問

研究組合 も始められている よ うである 。 また JI寺聞のかか る基礎理論、

基礎技術はじ っく り取り組むことの許される、或いはそれが使命の

大学などの研究機関の役割も期待できることか望 まし い と思われる 。

おわりに

以上述べたように他の 3 K 現場と 同様、建築施工は完全自 動化の

方向を指向 して いると考えられるが、筆者などはかつて ロボ y トの

採用により 人閉め職場がなくなる ことを 心配した こともあるが、そ

の後 ロボ y トの導入に抵抗のあったイギリスに失業者があふれ、ロ

ボ ッ トをいち早〈導入した我国では人手不足となる 現実を 見 て、 ま

すます以前の自分の不明を恥じた ことを覚えている 。今後高齢化社

会となるにし たがい、人は 2 人分、 3 人分の仕事もできるように な

るのが望ましい。 これらを 可能と する のは最も 人手の要る 3 K を機

械に肩代り して貰うことであろう 。人間が快適な環境の 中で人間 で

なければできない仕事をやれるように なり、ま た十分な余暇 を楽し

める ようにな るH寺代 を目指 して 、人類が一歩一歩進んで いる もの と

信じている 。

(謝辞)

「向動車生産 y ステムの} 罷史」 にi品Iする論説内容の引用を快〈御Z干し頂いた坂野孝義氏

に厚〈御礼申し上げる 。

なお、本文は筆者が去る 1992年 7 月15 円、日本建築学会中同文部材料地工委貝会 ・情造

委只会/ 日本建築精進技術有協会中国支部共催の講演 見学会「建築地工ロポ ント化」 で

議摘したらめと同一内容である 発表を了承頂いた関係各位に感謝する。
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御本丸之介 参之御郭 ( 外堀)

番 付 建 物 名 建 物 寸 法 i育 所 請 人 其他 イ出1考 番 付 建 物 名 建物寸法 iJj 所 詩 人 其 他 備考

イ

御天守より東方の一番平 2.5間 x 20.5間

御 武 具 方 諮 手形有 メ

西松原口御門より北の方

3間 l 尺x 9陥l 山田頼母

櫓 (長御櫓) 2間 l 尺x l9問 一番平御櫓

@  
全重所より東一番御櫓 (一 3.5問x 9.5問

1/ 1/ 台。
全所より北一番隅弐重御

3問5尺x3閉5尺
1/ 

格石保存

櫓) 5問x 8間 櫓

ノ、
全所より東二番御櫓 (長 2問x 14.25間

御 台 所 諮 1/ 
ン

全所御櫓より東の方一番

3  ｴｾＱ＠ 2尺x 7  1M! 谷崎百弥 手形有

御櫓) 2.5間x 161百l 平御幡

ー

艮隅より西の方小櫓 (走 1. 5間x 2間x
1/ 1/ 

@  西東請之之之方貸方備す当場分所御普櫓) l 丈 7尺 全所より東二番弐重御機 3間半 x 8問

裏御門より北艮隅一番弐 7.5間x 6.5附

南の方方御御台勘所定論所、す@
重櫓 4.5問x nUJ  北の

全所より東三番平御櫓 3  Jl[j 2尺x l21ll1

商の方1料提二郎
手形有有

ヒ
東の方御作司r. 手形

裏御御櫓門より北の方一番平 2間 x 7.5間

南北のの方方御御作門事番情所、

"  2間x 7.5間

走 IJ i 卸櫓

全所より東御四番七軒多flft
合@ 4JIi l2尺x 41lfJ 2尺 御 勘 定 所 請 1/ 

3.25間 x 6.25問
裏 隅 弐 重 櫓

裏之御門櫓

3間l尺5寸 x 6間

御武具方 i青

全多隅御櫓平より南の方七軒

セ
間 裏 御 櫓

31甘J 2尺x 8問i

"  

1/ 

全 より南の方一番平

チ

1卸櫓

2  I問x 4.51百1 御 作 事 務 走 1) 御熔

ス 西不明御門より東平御櫓 3  fHl  1尺x 51lfl 野崎七九郎

① 

全 より南一番弐重御

4間x6. 5問 御 弓 矢 番 所 論 手形有 台。
八丁場御門東の隅弐重御

3rdl5尺x31昔15尺 伴三左衛門 手形有

+書 1書

食②

全 より南巽隅二番弐 5.51湖x7. 5附l

御 勘 定 所 務

ろ 栗林御門惚 御 武 具 方 税
1/ 

1/ 

重御櫓 4間x 41剖2尺
全御門櫓より東隅弐霊御

2間半 x 3問

台@
4書

3丹市尺 x31日J5尺 御 勘 定 所 諮

"  
J レ 中之御門南の方平御櫓 御 書 物 方 講

1/ 走 IJ i 卸櫓

21百l半x 31HJ 
全隅御櫓より南の方ー接

御武具方 i背

3問I尺5寸x8t日1 平御櫓

4  If[j X  71HJ 1/ 

ヲ 中之御門櫓 1/ 1/ 

3間x81自1
』ま 全所より南一番平御櫓 41lfJ x  71剖 御作 ｾ ｊｽＺ ｾ青

ワ

全 より酋の方一番平

4問 2尺x6. 5間 御弓矢奉行所論
1/ と

1/ 
南一番平御櫓 4 間J x 71剖

1/ 

御櫓

御勘切定南所の 論

@  
全 より西一番弐重御 4間x 9.5問

御 武 具 方 競 1/ ち
1/ 南四番平御櫓 4  IfUx  71湖 仕 方町奉

櫓 4問x 9間

行之直渡し

@  
全 より西二番坤隅弐 7.5問x 7.5閉

1/ 1/ ぬ 尽口御門 3間l尺5寸x7/1l j 浅野左門 手形有

重御櫓 5間x 7問1

南北の方山 EII 頼母

タ

全隅御櫓より北の方 2問 l 尺x 4問

御 武 具 方 税 手形有 る

全所御門より南の方一番

4  f羽x 81HJ の方進藤岡右
1/ 

一番平御櫓 2.5間x 2.5間 平御櫓

衛門

御殿主より南の方平御
北南中の方御数肱露寄奉地行方方 議

1/ 

全所より南に一番隅弐重

レ 2間 x ll 間半
の方方御 務

1/ 合@ 4 問x 4間 太歌源七郎
1/ 

櫓

の 御 請
1/ 

御櫓

西の方松浦与右

ソ 御殿主より乾の隅一番平御栴 2附 x 3 間 御i開 講
わ 立町口御門櫓 3 間x 7問 1軒門

1/ 

、、J 太鼓御櫓より北の方平御 2間x17. 5間
1/ 

東の方太歎額七郎

櫓 2間x 口 9尺
缶、

揺爵屋町口御門倦 3問l 寸5尺x 7f剖 松聞半兵衛

。
太鼓御櫓

4.5問 X4.751筒

西の方方烏請水弥右衛門

4問x 4  t閉2尺 よ 全御門より西の方平御惚 4 問x 7問l

東の 唐丸郎兵衛

子

全御櫓より西の方平 3.5防j X371司

西の方方御勘1陣定所論

31制l尺5寸x71剖
西の方方大大久彦保平馬

御櫓 2悩1半x35問 東 の 御 i青 た 壱丁目ロ御門得

東の 国 三 郎 手形有

ナ 橋御門より南の方平御憎

4.5間x6. 5問

御門番所 全櫓所より西の方一番平御

小島野宿衛門4  t悶x 6 陪l /1. 41削x 71問
1/ 

7  橋御門櫓

3陪J x 9問i

"  
表御門

安@
格全所より西一番隅弐重御

絵問客内3問 l 尺x 61lfl 4  1首Ix 41Hl 

つ

全所御櫓より北の方一番

3JIi l2尺x31日J2尺 調 子 和 多 理 手形有

平御得

弐之御郭( 中堀) @  全所より北一番弐霊御櫓 31HI l 尺x 51日i 進藤比母

番付 建 物 名 建物寸法 ti 与 所 部j人 其 他 備考
な 小姓町I 口御門偽 31尚l 尺5寸x 51HI 浅野甲斐

ム

御殿主より卯東の方北御

41日Ix 4附1 御 勘 定 所 論 手形有
句

矢倉手之筋下御門西の隅
4  Jl :1 x  101m 北南のの方方御御勘材定木所場請論

門櫓
川 一番平御櫓 手形有

合@
全北御機いl檎より束の方隅

4階Ix 4問1 寺尾左衛門 1/ 

@  
全隅御倦より北一番弐霊

31HIl尺 x51日H尺 竹中文内
弐重御

1却f喜

ヰ

全隅御櫓より南の方一番

4  rJI x  7間 浅野権太夫 ① 全所より北二番弐重御櫓 31lf ll 尺x51日H尺 浅野甲斐蔵屋鋪

平御櫓

/  全所より南一番平御櫓 4問 x 7間 岡本大蔵
@  全所より北四番弐重御憎 31HIl尺 x 5t:I1l尺 横 田 斉 格石保存

す@
全折より南二番隣弐重御

4  I悶x 4附1 御作 ｾｉｾ 所 @  
全所より北五番 弐重御

3間l 尺x51日11尺 一柳友之進

櫓 櫓

ク

全隅御櫓より西の方平御

4間x 7問 松井小左衛門 発掘保存 @  
全所より北六番今門御

3tH]! 尺x 51百11尺 御 作 事 諮

倦 蔵屋敷裳弐重御惚

@  南御門商の方弐重御櫓 4附J x 5問 御 勘 定 所 請 手形有
① 全所より北七番 弐重御惜

北の方専光院屋

堀内勘助渡し

南之御門櫓 3開l尺7寸x 7間

敷付

て7 1/ 1/ 

北の方林丈新方郎五

一全所番平よ櫓り西の方ニ之丸裏
4問x 7問 御 作 事 務

@  全所よ 1) 北八番弐重御櫓

南の方平山
ケ

@  M 北 九 番 弐 重 御 櫓 西川与四郎

西の方一番坤隅

合⑦
1/ 

4  1百IX 口 三之丸新御数日 手形有 発掘

弐重御櫓
⑪ 1/ 北 十 番 弐 重 御 惚 牧村紋一郎

新北屋方敷新口御構え当
@  1/ 北十一番弐重御櫓 関蔵人 手形有

コ 全隅御櫓より北平御櫓 4問 x 71旬

分相t度

手形有

。 1/ 北十二番弐霊御惜 31首11尺x 51悶l尺 佐々木九左衛門
1/ 

南方御勘定所

合@ 1/ 北十二番弐霊御櫓 3JIi l5尺x 3問5尺 西尾多宮

酋之御門櫓 3間l尺5寸x 71昔l 浅野河内守 1/ エ

酋冠御門より西の方隅平

注) 0一重櫓

7  

御櫓

4間x 61悶 御 勘 定 所 前 1/ 

- ( ; { 付幣付隅二重機

ア

全隅平御憎より北の方平

3unx 51f刊 御武具方 21i  1/ 

御櫓

サ
西平之御櫓御門より北の方一番

41日，j x 71制 浅野河内守 手形有

合@
全所より 北一番隅弐重御

51旬x 51HI 1/ 1/ 

IfI 

合@
御全隅櫓御櫓より東の方弐重

御主た具方 1南 11 

8 8  
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度量之絵図 (明和 6 年 1769年 頃)

「度量之絵図」

③西松原口御門南隅三重御櫓 (基町派出所)

① 白島口御門羽子板堀東隅二重御櫓 (サ ンデーサ ン東 端)

@ 三篠渡船場羽子板堀 隅二重御櫓

@ 本 丸 東北隅二重御櫓 (RC C 西隅)

。東松原口御門南隅二重御櫓( 裁判所北)

@ 西松原口御 門南東隅二重御櫓 (基町中消防署)

③白島北堀西不明門隅二重御格 (郵政監察局北)

@ 平 田屋川 北 端 栗 林 門 東 隅二重櫓 (広島拘置所東隅)

⑦三之丸西南隅二重御格( プラネタリウム)

②矢倉下御門東隅二重御 機 (広島商工会議所東隅)

②本丸裏門南巽隅三番二重櫓 (護国神社東側広場隅)

②北之御門櫓南三番隅二重櫓 (県警察本部庁舎別館)

G 八丁堀御門東隅二重御櫓 (県立美術館)

②京 口御門南二番隅二重御 櫓 ( 福屋北広島第一ビ/ レ)

昭和18年に広島城天守閣実測を始めて以来、各所を 尋ね、数多 く

の資料を入手することが出来ました。手元にある絵図面や実測図を

とりまとめ、スケ ッチと共に発表いたしました。

読者の方々のお手元に、城郭建築に関わる古い資料があれば、そ

れと見比べていただき御指導ご教授いただければ幸甚と存じます。

( はしもと ひでお/ 側門出工務庖取締役業務部長)

F  

C目

ｾ＠
』

おわりに

広島城「度量之絵図Jf 方角指図J について

広島城築城は、中国圏の経済ルートを掌中に納めた毛利氏の縄張

によるもので、山城から一挙に近代的平城に移行した城郭です。城

郭は太閤川 (総堀) に守られ、北は古川 (北の外堀) を経て箱島、

東は狼鮫川から岩鼻、南は西堂川を下り鷹野橋に向い、又、平田屋

川を降り御幸橋に聞け字品湾に至る、西は、寺町、 山手川、己姿に

及ぶ峡大な 地域 を占有していました。

城下町は、京風都条制度をとり入れ、更に 山陽大路を城下にとり

込みました。朝に夕に大路から見上げる天守閣の威容は劇的効果を

生み、 H汀の経済は目覚しく発展しました 。

「廻り番付 J は大阪以西にある指図法であ って広島城 (天正17)

もこの縄張りによる築城てす。丸岡城 (天正 3 ) 、松本城 (文禄元) 、

岡山城 (文 禄 2 ) 、犬山城 (慶長 5 ) 、松江城 (慶長16) 等は広島城

によく似た洋風をもっ城郭です。軒は方杖を用い 、その出は深〈、

プロポー シ ヨン

壁は腹部に下見板を張り、 上部に白壁を塗 って い る 此 の 外 観 は 邸

宅風で、夕日に映えた軒最長が美しく落 ちついた 思L格を示していま

す。

木構造は民家を基調としているが、社寺風の木組で自然の力を

均衡良〈配，91J した架構 (天秤工法) なのて骨組に無理がなく 、荷重

もリ ズミカルに流れています。 又塗壁は農家土蔵風の手法はもって

いるが、法隆寺土塀構築手法には及ばない? 然し約4000丁の鉄砲、

5000箇所の狭間からみて広島城の壁に瓦を埋込んだ防弾壁があ った

と推察出来るが、原爆倒壊時に調査していなか ったのが残念です。

度畳之絵、方角指図、櫓諮所の古文書は広島市南区大河町定岡氏

所有の巻物二巻、 2 帖、 2 葉によるもので、 S24に発見したもので

す。 その 中に昭和 6 年正月 21日の記載がある 。

方角指図にある「縄張」は、天守閣を基点として本丸~二之丸~三

之 丸・・… と時計方向に廻 って櫓を決めています。方角指図に従い、

「城廻り諸櫓請所」について全文を記載します。
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「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「建築と社会」誌は昭和42年か らA 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ー? を選んで掲載してきた。売価 は980同 (消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

殺 ｉ ｾ 欠 号

巻

平J王

l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  

冬JUJ オリ ン
事 .  司修 .  

ー-
咽与 .  .  判院 .  

昭和47年 600号 インテリア 都 市 交 通 量 産 住 宅 都 市 住 第 四 回 北 陸 の

(53集)

ピ ン クと

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題

水 利 用

の 設 備

一 般 号

E思プ境ロへー の

者11 市 防 災

キL 申昆

( 桂中学) ア チ
背年技術者 新 建 築

.  
‘・

-・

刻. .  .  
ー-

.  .  
昭和48年 泉タ北ニュー 大阪大林ピ レジャ ー と 大阪国際ピ 老 人 住 宅 建 築 新用途地域 第 20 回 ヨーー ロ ッノマ

建築教育 ウング〉コ
精 進 と 施 工 仕上と材料 グ〉

(54集)
施ミュニテ股ィ

ノレテ・イング 施 訟 J レディング コミュニティ 家のすまい 制! と 環 境 w年技術者
まちづく り

-・
司除

既成市街地
司除

建築生産と 高層プレハ
調.

屋根防水工-

調.

昭和49年 歴 史 的 明 日 の

保養所作品 の 住 宅 地

北担tニュー

流通機締の

ピ l レ の 省

プ 住 宅 の

第 21 回 ピル防災に

(55集) 環 境 保 全

建 築 は

タウン計画 エネルギ化

み ど り ZJ'; の失敗例

背年技術者 関する 12:1苦
どうなるか

援備の方策 変 容 構 造 設 計
とその対策

-・
司ド

P C 板 を
司恥

建築とプレ 生 活 排 水

‘  

.民

.  
昭和50年

図 瞥 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 ・ 者11市の紫鋭

ストレスト 処 理 施 設

人 ｉ ｾｉ 環境 騒背対策と 第 22 回 集合住宅の

(56集) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設

と し て の

防 音 材 料 背年技術者 設 備

工 業化住宅 コンクリート の あ り 方

ター ミナ l レ

証 言'76--

司. .  判院 羽院 咽臥
ー・

ｾ住体の 事

‘  *  
設備からみ

昭和51年 建築基礎榊

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

工場建築と 鉄 Ｇ ｉ ｾ
結対断熱ｾ策材防料 止と

第 23 回

(57集)

建築デザイ

造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイン ト

ハ ー ド と

ｉ ｾｦ 年技術者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト

問 題 点

調院

兵庫県ー そ - 日本建襲協会 コンクリー 測隊

*  

司.

埋る締立地造に問題おけ
日 本 住 宅

咽・ 建築におけ
咽惨

昭和52年 デザインの

の風土と主主

印周年記念号 卜の品質管
ＸＪｾ 規制と

身障者総設 照 明 設 備 公 団 と

ミニ乱開函発

る省エネル

第 24 回

(58集)

動向一部分

- ニ ュ - '1 
避と行政指

法

大阪南港と戸 から計関 的
青年技術者

と 全 体
築 - 建築界 ウンの 管理 導 の 方 向 長浜を例として 建 築 作 品

ミ ニ 発 へ

ギ - 1t 

デ ザ イ ン .  医療施設 .  ー臨 組合方式に C A D ー ‘・

‘  
昭和53年

の 動 向 一

水

病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よる よｾ合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピ J レ 環 境

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 面f 渓 設 計 ff 年技術者

ン トラ ス ト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ンビュータ

羽俳 咽陣

ホテル建築
.  咽惨 .  舗.

傘

建 設 業 の |昭和54年 転 換 期 の 大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

j災村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回

(60集) 再 開 発 ートタウ ン のひびわれ 変 貌 強度の検討 まちづ くり インテリア 青年技術者 労務 ｾ ｊＧ［ fl ，' 

ン ス テ ム

80王手1-1: グ〉有$15  

測候
ー-

*  *  *  
ー- ー-

率 羽. .  
昭和55年

-・今ル建桂ギ築のー省の金趨エ物勢ネ -・事最安井近所控町豊襲作行設品蓮計華事集

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 者11市景観と 昼 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 . 1fi 27圃青年世術釘

設計新の耐ため
I打と姐1;策

ー転慢にた つマン

(61集) まちdブくりグ〉 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施設の設備 まちづ くり l次付仕上 材
戸ヨン 畢合住宅

の設 計 波法

目盈史と展望

4・ 司陣

*  

.  坦陣 司陣 電院 .  司与 咽民
判h

障害者の幕

昭和56年

一中国北市の計京論文の

ポー トピア 台所まわ り シー リング

安災を害と法一

者11市住宅
- 撞聾鋤 t ll - j'ザ

住宅 冊市盤情 企
Jil J仕切壁の 第 28 回

職 能 論
の 計 画 全な環境 住 ま い 手

イナーの ために

間関西に必ける らしやすい

(62集)
都 薗

'81  
と 設 備

材 の 知 識

めざして からの発想 ' " 纏量計作品集

副市聾圃を'!'，('. e 性 能 評 価 青年技術者

した軒畳間の世嗣
環境と設備

‘  

.  
ー-

.  
都市景観 宇

.  .  司陣 .  
- 控本にλ るすま *  

.  
昭和57年 新たな商業 省エネ J レギ 医 療 施 設 近 畿 の 大阪市庁舎 音とホー j レ 大 ス パ ン 昭 和 設 計 - 耳'!; 29回i 'f 風土 ・空気

一 地 域医療 まちなみ美

いと t らづ( ')
年技術者

Ｈ Ｖ Ｓｾ Ｉ＠ 空間の展開 ーと 関口 音E 地盤と地質 ( 第一期) 建 築 構 造 作 品 集

- ォーーエムホテ
- 地方向庁 と 人 ! 日1

と設備計画 鋭への誘い ル日航ピル
骨 建 築

l湖 西 の 7 イコンの .  
計画における 大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス ・ プレストレス

.  
昭和58年

建築文化 を 建 築 へ の

多様化する 建 築 と
コミュ ニケー

ター ミナ J レ

維持管理! と

と 文 化 を インテリア ト(鉄筋) コン

- 部30圃青年世術有
集 会 住 宅

(64集) 運 動 施 設 品 質 管 理
ショ ンとプレゼ

rut 備 更 新
- 大IIi lt 閣僚文化

と 生 前 7T

考 え る 利 用 ンァーンヨン ピ ル 考 え る の 変 革 ?  1) ー ト精進
スポー ツホール

21世紀への ビlレの 1) 7 レ 建設産業と

“  

みどりとそ - 第 31回背年

昭和59年
関西 一魅力

関 西 の 超
y シュー内外

住 環 境 と - まち町括性化 消防設備の 高骨骨化社会
技 術 者

光応用 シス

あるまちづ 装補修技術の

ロ ポ ッ ト と商業 空間
れをとりま 床の械工法

- ディテール
(65集) 高 層 ビ J レ 法 制 度 - 京師駅南 口 ポ イ ン ト と生活空間 テムと建築

くりを問う 現状と発展ー 開 発 (1"パ ン予<)  〈 人 々 の 思: l ! . l

ー- - 自由繊式への遭ー 情 報 化 を ホールーそ 選l 物 の 表 - 建築 と点的
. : 懐 合 - 村野藤吾

昭和60年

大阪湾物語

東海の現在
担'陸軍安井武皐

めく・る建築 れが生み出 m 最近の

大阪国際見
減:1¥

都市と健康

- 日建設計 のー断主主

首J 32 回

Ｈ ＶＶｾ Ｉ＠ と 近 未 来

- 瞳聾物 の畢置

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ ヲ! ? 年技術者

を ｾ え る
- 都市事情 す 文 化 ー 外 壁 材 料

闘都市
作 品 - 東海特集

これか らの住空 屋根ー その - 現ft デザイノ インァ リジ - 建築防災 C  A  0 ー オ フ ィ ス インテ リア イ'J

昭和61.i jo ー ポ スト
ェン トビ l レ

自治体営繕 21世紀の{主 - 開 発 第 33 回

間一都市担瞳告 デザインと ｾ，Ｎニズム ＱＰ 年

の建築計 ・設

と法 その応用と 空 !日1 の ステンションと

Ｈ ＶＷｾ Ｉ＠ - よれからの と公共建築 居 と 設 備 - ツイ ン21 青年技術者

住宅にみる
素 材 肺 水 工 法 備 回 - 大阪市庁舎 展 開 構 成 リニューアル

昭和62年 創立70周年 総 動 す る

. Iti 蔵 ・1呆

室 内 の 行政建築家 シティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

第 34 JITI  

入 浴 物 話 腐 食

間l:f}jffi 号a又凡

駅

みの接点

(67集) 記 念 号 東 海 へ - 体大阪府立 仕 上 床 の 可 能 性 J レ の 設 備 f封づ「く り
- 昭和設計

TT年技術者

育会館 作 品 集

- 軟弱地盤 と - 股備におけ

*  展中園地方の

咽臨

*  
昭和63年 基 礎 るL C Cと 建物の外装

主呈 ヒ
21 世紀への 超高層住宅

- 大M! 阪府宅営繕
• m35匝1i '， 

ホテル物語 - 文化と伝統 リフレッシュ 者11心 居 住

ひろしまの

制l 振
- 合 住 の

年技術者 ｾ ｊＱ 賀テレビ
(69柴) 耳目毎から - 東畑品l築耶 リフレッンユ J照 明 を 考 え る

リ7 レy シュ

. S O Q -Io} 

的 報 告 務所作.fl ..Jn ま ち な み 官己 念

昭和64年 - 竹中i ニ高山 電陣

省 力 化 の
- 構造的省力 ft . lfti.li 環境創造 最 近 の

35Eをのせる 削 立 90同年 - 色 町 檀楢 まちづくり 博覧会とま 者11市環境書IJ 建 築 と
- 鹿島建段大阪 と殴姻H

第 36 回

平成元年 '己 企 - 車 揖 町 ための材料 博 覧 会

輸 送 設 備 - リゾー ト 新控築 と
と 法 ち づ く り 迭と設備 I ア ー ト

主脂控聾段計 - ユーザー容1<;
青年技術者

(70集) 事 情 伝 統 技 情 工 法
部判品集 町ハウ ジン グ

ノマビリオ ン

.  プ レ ハ プ
建築家的ため

司与

やわタザら回卑 かな

- 都市町ナイ
‘  

感性の時代

平成 2年 商業化住宅 ニュータウ ン 東 海 の 国際花と緑
何 段備知厳

目、i 強) ! l : 化
住 宅 型 ス・プレイ ス

- 栴 37 厄l

スケー/ レ感 住宅技術の 中嵐慌オフィス 一貫主計 的多 骨勾技術朽 を迎えての

(71集) のデザイン ルネサンス 都 市 景 観 の 博 覧 会 ピルによるケース れ;J! Hニをめ ざ
ユ ー ー の - 兵庫 県 営 締

- 布1世山叫の

現在と未来
スタディー

して ー 役割l 同 歩 み l長'fil と景岨 外 装 材

新しい都市 - ォ7<ス プ 東海支部復 - 今 、 京 都 - 櫨蝿 と土 .. - 唱誌をめぐる - 空!日! のアイ デ - 自治体住宅政 - 挫築 と土 木 - ス'1 ムで7 7

平成 3 年 レジャー

大阪東京海上
- 岨1揖軍のため - 毎日血進本11ピル

トラブル

ン7 <  7 イ 軍への 縫曹 綱適性備の世界ー なコンクリート

空間づく り Ｍ 新 しい ｾｊｬｪ 空 活 30 周 年 一 般 号

とそ的解怯

ヒソレディング

グ)I!ll:!結集1:司自
- 唖町現場町イ o  ｾ んでん 写 真 集 - 大林組創業 - 第 38 回 . 21世紀の住まいを

(72集) 時づド)- 11 -
ー慣告商量ピルにお

- 近畿地J H! 陸時

記 念

ノージアy プ
考える/ /ポノウム- I ー 0111際的風景

1I るケーススタディー 営e海部 作 咽
- 大砲置計4c昌平 100 年記念 '1' 1年技術者

平成 4 年
夢 物 J 苦

- こだわり の 処築家のため 前 刷 ' ).
木構造を使っ 接J i "iー建築

中園地方向街 - 屋台ーそ町佐
いま建築に - 倒訟45問年配

インテリア 建築とデ4 イン 町 設 備 知 =
地球環境時代

住まい 刷 リ

てみませんか
並みと 建築家

力から竿. . : ー
企京 邸主 郁

人がか わる.
一住宅 都市盟 分野への 限 - ハウジング町 何が期待さ

(73集)
まらがかわ るー

- 近世町鼻111主宰
一東海支部一

集合高層住主円

の 建 築 繍公団関両立 J J ! 成付によ
の「諮り 、夢

〆インス トリ
- 車畑砲事耶務

15年の宇A
世描ンステ ム

社 10閥年一 る構造 ー りなき可官自主 作品J ームを 探る
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りんくうゲートタワービル

の構造設計
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構造計画

りんくうゲートタワービル (以下 GT B ビルと

略称する ) は関西新空港の対岸に位置し、北棟、

南棟および両棟聞を結ぶ連絡プリ y ジ (北棟と南

棟とはエキス パン ンヨ ンジョイ ン トにて分離して

いる ) から織成されている (写真 1 、図 1 )。 北

棟、南棟はともに地上56階、地下 2 階、最高官11高

さ255 .3m の建物である 。北線と南棟はほぼ対称

な建物であり、以下、北棟について、構造概要を

述べる 。

本建物は耐風耐震設計上から、水平剛性の確保

が課題であ った。水平剛性は、 X 、Y 2方向のほか

に、振れ剛性を磯保することが必要であ った。 そ

のため、 l 階から 27階までについては外周部架椛

をプレース構造とし、 外周音[1の悶I[性を高めてい

る 。 柱は ｬ 階から Ｒ Ｗ ｾ 皆までを ｓ ｒｃ 造とし、制 ｬ 方

T 255.3 m 
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向剛性を高め、全体剛性を向上させた。28階以上

の高層部については、短辺方向を S 造ラーメン

構造、長辺方向を S 造ベアリングウオール構造と

し、全体をチューブ構造とした (図- 2 ) 。 また、

セ y トパ y クにより形式が変化する 10階、 27階は

トラス階とし、上層からの柱軸力を後方の柱に伝

達させた。

鉄骨架橋については、できるだけロールH 形鋼

を使用し、製作コストの低減を目ざした。特に住

の鉄骨には、極厚500シリーズのロールH形鋼を使

用した。 これは 、断面がH 形の閑断面であるので、

BOX 断面等に 比較し柱、梁、プレースの仕口 取り

合い部の製作が容易である こ と、柱が S RC であ

るので、 コンクリ トとの一体性が良好である こ

と等を考慮し たものである 。

地下は問IJ 性の高い R C造の耐力墜を X 、Y 方向

にバランスよく配置し 、耐力と剛性を確保した。

7
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5
造

図 2 構造架矯図
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図- 5 に模型概要を、 図- 6 に娠動モードの比較

を示す。

図- 7 、8 に、風向と建物頂音11変位関係の実験結

果を示す。 これによると、水平振動は風向直角方

向の揺れが大きく、またねじれ振動も風がツイン

ビル問を吹き抜けるときに大きくなる結果であ っ

た。

次に、ねじれ振動が最も卓魅した f) = 270・にお

いて、風速を増大させたとき の不安定振動発生の

有無の硲認笑験を行った (図 9 )。 その結果、不

安定振動 (ねじれフラ y ター娠動) は、設計風速

54. 5m/s の約1. 5倍の97m/ s 近傍で生じる結果で

あり、設計風速に対し 、十分な安全性がある こ と

を確認した。

Vd Vd X  1  .5  V  (m/ s)  

最大値発生風向角における風速と変形の関係

が、再現期待値500年のレベル 2 の基準風速に対

しても構造体を弾性とし、 この風速付近で不安定

振動のないことを確認した。

なお、設計用風荷重の設定は、 表ー 1 の設計風速

および風洞実験結果から、 X 、Y ，方向の同時性を

考えて 、 2 方向同時の風外力を 設定した。

図- 3 、4 に風外力を、地震力と比較して示す。

表-2には、建物固有周期を示す。
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図-9北棟振動模型モード

地震波を 2 方向同時入力させた立体振動解析を

行い、レベル l 地震動 (20c m/sec) に対して苦11材

は短期許容応力度以内とし、レベル 2地震動 (40

cm/ sec) に対して、各層は弾性限耐力以内とし

た。

図-6

耐震設計方針

風洞実験( 空力振動実験) について

実験は、実精進の振動応答を忠笑に再現するた

めに 、空力弾性模型 (縮尺1/ 400) を用い た。 X 方

向の振動モードは高層部てゆ折れ樹がった形、いわ

ゆる 曲げ変形型であるので、+莫型もこのモードを

できる限 り再現 した。 Y 方向は、ロ y キン グぱね

で再現した。

耐風設計方針

強風時の建物の振動は長時間におよび、繰り返

しによる疲労の問題があ り、 また塑性化の進行に

より建物の周期が伸 びると、振幅が増大し不安定

娠動に結びっくなどの問題がある 。 この ことから、

GT B ビルの耐風設計の基本的考え方は、設計風

速として 200年再現期待値のレベル l の基準風速

に対し許容応力度設計する ことはもちろんである 日建設計 ・大阪 情i量設計主管)

9 3  

かつみ( はり
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大阪市における

窒素酸化物対策

一 低 NOx
機器促進事業-

壷 井 貞 志

大阪市では、これまで大阪市環境保全基本計画

( ニューク リ ンエアプラン) に基づく釜素酸化

物 (N O
x

) の目標量を達成するため、各種の対策

を推進してきた 。工 場 ・事業場については、法 -

条例による排出基準、総量規制基準等の遵守、さ

らに「大阪市窒素酸化物対策指導要領j による指

導を行ってきた結果、固定発生源の N O
x
排出目標

量 (平成 2 年度) を達成できる見込みである 。 し

かし、移動発生源の自動車については、その目標

量を上まわ ったことなどから、大阪市域において

は、依然として二酸化窒素の環境基準が達成され

ない厳しい状況にある 。

自動車の目標量が達成できない原因に、下記の

ものがあげられる 。

①自動車走行量が増加していること

②ディセソレ車の割合が増加していること 、特に直

噴式の害IJ 合が増加していること

③最新規制適合車への代替が遅れていること

そのため、平成元年 2 月に「大阪市自動車公害

防止計画」を策定し、新たに自動車からの排出量

を削減する対策 を平成12年に向けて推進している 。

なお、最近、群小発生源、ともいわれている「未

規制の業務用等の小型ボイラーや家庭用の燃焼機

器等j から窒素酸化物濃度の寄与割合が相対的に

大きくな っており、今後、窒素酸化物の排出のよ

り少ない低公害型燃焼機器の開発、普及促進等の

対策が重要にな ってきている 。( 図ー 1 、 2 )  

昭如63年度 大阪市域

図ー 1 Nox排出量発生 図 - 2  Nox濃度発生

j原別害IJ 合 ;原別寄与割合

今後の N Ox対策

先に述べたよ 7 に、大阪市域における二酸化窒

素に係る環境基準が平成 2 年度に未達成であった

ことか ら、これまでの諸対策 を踏まえ、今後は長

期的総合的な観点から、環境基準の達成はもとよ

り、より高い水準を目指すため、固定発生源への

具体的施策を計画的に推進していくものである 。

昨年 7 月に策定した、大阪市環境管理計画 ( エ

ポ γ ク21) の中に、窒素 酸化物の新たな目標量を

設定した。( 表- 1 )

9 4  建築 と社会/ 1992年 9 11号

表ー 1 窒繁酸化物目標量 ( 大阪市犠) (単位 t/年)

現状排出量 目標量

発生源 昭和63年度 平成12年度 削減率(%)

(1988年) (2000年)

固定発生源

6，660 6，190 7. 1  

(工場ー事業場)

移動発生源

9，810  5，000 48. 8 

(自動車)

ぷ口弘、
言十 16 ，470 11 ，190 32. 0 

(注) ・目標量は、今後の排出量の増加があ っても各般の対

策を講じることにより達成しなければならない

として設定している。

- 削減率は、現状排出量と目標量との単純比較である。

固定発生源の窒素酸化物削減目標達成のための

発生源、対策としては、下記のものがある 。

①窒素酸化物対策指導要領の充実、強化

②地域冷暖房システムの適正な導入の推進

③省エネルギー技術等の導入の推進

@; 低公害燃焼機器の普及促進

⑤燃焼施設の適正な自主管理の推進

⑥啓発活動の実施

低公害燃焼機器普及促進

窒素酸化物は、大気汚染物質の中でも技術的に

対策が非常に難しいものの一つであるといわれて

いる 。環境基準の達成は、目標量の達成のみでは

実現できない函をも っている 。 とりわけ、冬季な

どの窒素酸化物が高濃度になりやすい時期には、

法 ・条例の規制を受けない低煙源の業務用ボイラ

ーなど小規模の燃焼機器から排出される窒素酸化

物が大気汚染にかなり影響を与えている 。

昭和63年度に本市が行った調査によると、特に

窒素酸化物の高1農日における各発生源の汚染寄与

を調べたところ 、その割合が市域内でみると自動

車6l. 4%、工場等が7.2 %に対し、小型ボイラ一等

が31 .4% という結果であった。 また環境庁が昭和

63年度に発表した「窒素酸化物対策の新たな中期

展望」の 中でも、なお一層の充実強化を図る施策

の一つに 、これら 小型ボイラーの低 NO
x
の推進を

あげている 。 とりわけ業務用小型ボイラーは、省

エネルギー化が進んでいることなどから、設設台

数は今後とも増加傾向にあると考えられる 。 その

ため法対象外施設からの窒素酸化物の排出量を目

標年次 (平成12年) において、削減もしくは現状

維持のレベルて' 進行する必要があり 、そのために

も低 NO
x
機器の普及促進事業は欠くことのでき

ない施策である 。

大阪市低 N Ox
機器普及促進方針

業務用小型ボイラーは、温水ボイラ一、蒸気ポ

イラ一、冷温水発生機の三つに大きく分けられる 。

使用業種としては、スイミングスクール、ホテル、

旅館、 クリ ーニ ング業、製麺業、豆腐製造業等が

あげられる 。市内には約23，000台と推定されてお

り、これらの機器から排出される N O
x
排出量は約

2175tl 年と 推定され( 昭和63年度) 、全排出量の 11

% を占めている 。 このような状況の中で大阪市は、

これら業務用ボイラ一等の燃焼機器 (大気汚染防

止法の対象外施設で、かつ熱出力が 1 時間当たり

50 ，OOOkcal 以上のもの) から NOx
排出量の低減

を図るため、 NO
x
( 7 ) 排出量の低減対策がすでに講

じられた燃焼機器を低 N O
x
機器とし て取り敏い、

普及促進を目的として 「大阪市低 N O
x
機器普及促

NOx
とは

一酸化窒素 (NO)、二酎喧素 (NO，J など、室紫酸

似炉〉総称て・あ 1) 、ガソリン、灯油、都市ガスなどの燃

焼によ って生じ、大気汚染の原因となっている。

発生源としては、すべての燃焼行為をl半う施rut i J 'あげ

られるカ' - : ;見放て1立自動車が最大の発生源となっている@

進方針j を平成 4 年 4 月 1 日付けで策定した。

その方針は、伝熱面積 (直接火炎が当たる面積)

が10m
2
未満で、熱出力が 1 時間当たり 50，000kcal

以上の、 (イ) 蒸気ボイラ 一、 ( 吋温水ボイラ一、付冷

温水発生機、( ニ) その他、を対象とする 。

NO
x
排出量が気体燃料は 60ppm (0 2= 0%) 以

下、液体燃料は 80ppm(0 2=0 %) 以下のものを「低

NO
x
機器」として位置づけし、使用についての優

遇措I j 度としては、低 NO
x
機器を設置しようとする

者で設備資金融資を希望する者は、大阪市の「公

害防止設備資金融資制度j の適用を受けることと

している 。 また普及促進の方法としては、庁内各

局に対し低 NO
x
機器の使用を要請してい くほか、

ボイラ一等の燃焼機器を製造 ・販売する者に対し

低 NO
x
機器の開発および普及を要請し、普及促進

のための各種の啓発事業を行う 。 以上が業務用ボ

イラ一等に関する こととし ており、家庭用燃焼機

器に関しては、メ ー カーに対する開発普及への協

力要請、および低 NO
x
機器に関する情報の提供、

普及促進のための各種啓発事業を行うこととして

いる 。

今後の課題

東京都は、平成元年 3 月 1 日に低 NO
x
認定制度

を実施し、先に述べた施設を 「低 NO
x
燃焼機器」

として認定し、公示するとともに、認定7 ークを

機恭に貼る方式をとっている 。本市も同市IJ度の導

入について多角的な商から技術的検討を行ったが、

これを普及するための社会ンステムの確立などの

受け入れ条件や体制l等の整備を図る こと が不可欠

であり、現状での導入は、メーカーに過度の負担

をかけるとともに業界の過当競争を引き起こさせ、

かえ って混乱を招来するものとの結論を得た。

今回の低 N O
x
機器普及促進事業は 、小規模燃焼

機苦手の使用者に対して、低 N O
x
機苦手を使用するこ

とて'大気環境への汚染負荷の削減に重大な役割を

果たしていることを認識させることを意図したも

のである 。 そのために、使用者に対する積極的な

啓発活動によリ意識変革を行わせて、ニーズを高

めることが必要であると考えている 。 そこで本市

としては、低 NO
x
燃焼機器普及促進事業を具体的

に進めるために、官民が一体とな った 「合同協議

会」 を組織化し推進していくこととしている 。

メーカーについては、本市方針に適合するため

の自主基準の設定と併せて技術関前足進 を図るも

のとし、協議会は、普及促進啓発キャンペーン 、

および低 NO
x
機器展示会の開催、啓発講習会の開

催等の企画および連絡調撃を行うものとする 。

本事業は、昭和63年度の NO
x
高濃度汚染寄与の

原因究明解析調査に始まり、検討会により審議を

重ねた結果として実施するもので、二酸化釜素の

環境基準達成には、市民の協力と理解がなければ

十分な効果を図れない。十分な時間をかけて実施

しなければならない施策といえるであろう 。

(つ11-' 、 ていし 大阪市環境保健局技術監兼環境保全課長)
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クイックスプレー工法

( 超速硬化ウレタン吹付工法)

川 端 和 久

2. クイックスプレー工法とは 3  ) 従来工法との比較と評価

瞬間的に硬化する屋根防水用ウレタンをコント

ロールされた機械化システムによ って吹付け施工

を行い瞬間的に現場にてメ ンプレン 防水層を形成

する工法である 。

1  ) 機械化システム( 図ー 1 )  

高圧圧送定量ポンプ、発電機、コンプレ ッサ一、

温調設備、ヒーターホース等を 小型パネルパンに

格納した移動可能なミニ工場で治る 。( 写真ー 1 )  

施工にあたっては現場までミニ工場を移動させ 写真ー2 従来工法

屋板防水用ウレタン材料である A 液と、 ドラム納

入されている B 液を、 ドラムポンプを利用して材

料を高圧圧送定量ポンプに送る 。高圧圧送定量ポ

ンプには温度 コントロールと圧力コ ント ロール装

置が設置してあり A 、 B 液ともに温度 ・圧力 ・流

量が各々特定管理巾のもとで送り出される 。

送り出きれた A 、 B 液はさらに 95m ，ニセ ッテイン

グさ れたヒーターホ ス内をイ呆滋されたままの状

1 . はじめに 態で通過し、ガ ン先まで到達し、ガン先にて A 、 写真- 3 クイックスプレー工法

昨今の景気低迷は建築業界においても例外では B 液が衝突 ・混合され露化した状態で施工面に l次 褒ー 2 作蝶内容比較

なく建築物着工床面積で 8 年振りの減少にもかか 付けられて シームレスな塗膜層が形成される 。
従来ウレタン塗膜工法 クイ y クスプレー工法

わらず、慢性的な人手不足がつづいており、作業 2  ) 材料特性

工程に少なからず影響している現状である 。 材料吹付け条件が常に特定管理巾のもとで管理

l 材料の荷上げ( 181缶) l 材料 ド7 ムセ ット

2 開缶 2 材料循環

3 材料悦伴 3 ホース上げ

わけても防水工事は主に屋外にての作業のため季 されているため四季を通じ安定した塗膜強度が得 4. j党枠材料の遂搬 4  日大付

節 ・天候等に左右されやすく作業遅滞の原因のひ られ、また材料も機械特性に合わせつつ、引張強

5 品I排材料の配り 5 ホー ス下げ

6 撹排材料のならし

とつとして数えられている . 度、伸びを重視し、屋根用塗膜防水材 ]I S A  6021  
7 残缶処理

これらの問題に少しでも寄与する べく「防水工 に合致する材料として設計した。
8 残缶の荷下げ

事に対し何ができるかJ の課題で 5 年前か ら取り 従来工法の塗膜ウレタンとの特性比較を 表ー 1 に ー評価一

組んできた。 示す。 ( 1 ) 硬化が早いので次工程に速やかに移行できる。

( 1) 作業員 の負担が軽減できる工法 表ー1 ウレタン材の特性比較 (2) 硬化が早いため降雨直前まで作業ができる 。

(2) 季節 ・天候に左右されにくい工法 ｉｾ 品 種 17イ クスプ I1->1- ｲｴＷ ｟ｾｬｲｾＮＮＮ＠ I  e "'R ｊＺｬ［Ｑ ｾ ｾｉｉ ［ｴ［Ｂ＠ I  (3)機械施工により作業の練準化ができ、作業者

| 一¥問 也| ー ツ | 従来塗絞| 屋棚塗膜|

(3) 施工量をアグし工期短縮につながる工法 ｼ、ｾ I仁 旦 吐 | 用 材 料 | 防 水 3Th':'" I  による仕上がり状態の差が出にくい。

い'" 仙台""' " IーC' " ｾ ｮｮ Ｇ＠ I  US- ll I  A6021  1類 |

(4) 作業が標準化しやすい工法 ｼ 特性値 ｾ ｉ SP- 100 1  v _ '  H  1  1  (4) 温度コ ント ロールを行っているため、四季を

の 4 項目を重点目標として材料研究 ・試験施工を | 可使時間 |  数 秒 I  60分 1 - 1  通じ安定した塗膜物性層が得られる 。

繰り返し、平成 1 年「クイ y クスプレ ー工法」 と | 指触乾燥時間 I  18秒 I  6 時 間 | 一一 (5) 材料がドラム納入のため、 ドラムリサイクル

して上市した。 1歩行可能時間 1  3分 1  10時 間 | 一一 |  が考えられる 。( 残材が出にくい工法)

写真ー 1 小型パネルパン

スプレーアップシステム( 図一 1 )  

引張強度 N/cm' 880 490 245 ，2以上

イ申率% 600 650 450以上

引裂強さ N/cm 490 216 147 ，1以上

3. クイックスプレー工法の適用例

瞬間的に硬化する特性と強靭な物性を利用した

表一l の特性のように、 l次付け施工後瞬時に硬化す 適用例を列挙すると 。

るため立商に吹付けを行っても材料ダレがなく速 ( 1 ) 下張緩衝防水ンートと併用した複合防水工法。

やかに硬化する 。 (2)折板屋根の完全防水。

従来工法の立函施工のようにチクソ性を持たせた (3) 完全防水と美観を要する瓦俸主草屋根の改修。

立商用材料をコテにて塗布することもなく、平面 (4) ロックパネルを併用した軽量屋根防水工 法。

施工と同ーの材料 ・工法で吹付けできるため、瞬 間完全防水と美観が要求される勾配屋根の防水。

時に立前処理が完了され、仕上感についても熟練

度の差の出にくい工法である 。

， 一 a

， 一，

.  _  
_-

‘  、一、一
、司、

、 、 、

、 、 ー
、
、

(6) クローズ時間がとれない開放廊下の改修。

(7)工期がなくまた耐磨耗性を 必要とする一般床

工事。

(8) 防水性能を要求される競技場観客席の工事。

(9) 完全防水が必要な壁面工事。

4. おわりに

クイ ンクスプレー工法については今後の防水工

法においてひとつのおおきな流れとなることを確

イ言している 。

さらに、よりコンパクト化された機械システムの

設計とシステムに適応した材料設討を、安価に利

用できるよう今後も研究 ・開発を行っていきたい。

(かわばた かずひき /

側ダイフレ / 7 ス 開発サービスグループ)

挫 築 と 社 会/ 問 2年 9 月号 9 5  



日本建築協会

月間の動き

平 成 4 年 7 月 分

編 集 委 員 会

第 4 回作品作風小委員会

2 日 611寺- 8 時 半 絵 本 会 会 議 室

出席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 作目1の掲載状況並ひ1こ掲載予定の報告

(2)作品の選定

(3)  IGall eryJ 掲 載 予 定

(4) ISK ET CH  BOOKJ 作品機成

(5 )1-乍f，i，ill 定の「半IJ 断規準J について

第 1 回計画系ーインテリア ・住 宅 分科会

2 日 7 時半 - 10時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 北浦幹事ほか 5 名

議 事 平 成 5 年 2 月号特集笑検討

第 3 回施工材料分科会

6 日 411寺 - 611寺 於本会会議室

出 席 者 植 田 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)  8 月号特集入杭状況報告

(2)施工材料の頁企画

合同分科会「建築教育J ( 仮称) 特集第 3 団 幹事会

6 日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 構 神 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 合 同 分 科 会 「建 築 教 育J (仮 称) 特集案検討

「大阪府営繕J 特 集 第 1 回編 集幹事会

7 日 l 時半 - 3 時 20分

方合大阪府建築部営繕室会議室

出席者 川上公子、安藤重隆、浜田大洋、岩田

美佐喜、大川和彦、池野敏明、各特別

幹 事

議 事 「大阪府営繕」特集内容企画

第 4 回会員企画小委員会

7 日 6 時 半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋副委員長ほか 5 名

殺事( 1 ) シリーズものの報告と掲載予定

(2)新しい企画案について

第 4 回編集委員会

9 日 6 11寺- 7時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 鴻 神 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1) 7 月号 「木構造を使 ってみませんか」特

よ長経過報告

(2)  8 月号「核活 建築分野への限りない可

能性」特集経過報告

(3) 9 月号「ハウジン: 7 J ・「中国支部J (仮 称)

特集経過報告

(4)10月号 「屋台 その魅力から学ぶ」特集

経過報告

(5)1 1月号「いま建築教育に何 が期待されて

いるのか」特集経過報告

96 処築と H 会 1992年 911ぢ

(6) I京都支部J 特集経過報告

(7)12月号以降の特集予定、その他

(8) 収支状況報告

第 4 回設備分科会

10 日 6 時 - 8 時 15分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 藤 岡 茂 ・日根東治各特別幹事

梶井幹事ほか 5 名

(2)その他の企画について

第 3 回見学会小委員会

9 日 6 時 - 8 時20分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)見学会の実施報告

(3) 今後の予定について

議事( 1 ) I建築家のための設備知識」の単行本化 I (4) 今後の候補について

(2)平成 5 年 3 月号特集の企画 | 第 3 団事 業委員会

「京都支部創設45周年記念」特集第 2 回編集幹事会

21 日 12時 - 2 時40分 於 京 都 支 部 会 議 室

出席者 井手支部長、神谷、山 口各副支部長

安井 監 事

議 事 「京都支部創 設45周年記念」特集め内容検討

第 5 回情造分科会

27 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席 者 野村幹事ほか 4 名

議 事 (1) 委員の交替

(2)幹事の交替

(3) 構造特集のテー? の検討

(4)  I機造の頁」の企画

合同分科会「いま建築教育に何が期待されている

のか」特集ワーキング会

27 日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 講神委員長ほか 3 名

議 事 「いま建築教育に何が期待されているのか」

特集の内容検討

第 4 回広告企画小委員会

28 日 H 寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 溝神委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 7月号 「木構造を使 ってみませんか」特

集広告途中経過報告

(2 )  8 月号 「接着ー建築分野への限りなき可

能 性」特集広告途中経過報告

(3)  9 月号 「創 設45周年記念中国支部」特集

広告途中経過報告

(4)10月号 「屋台 ー その魅力から学ぶJ .  Iハ

ウジングのメインストリ ムを探る J (仮

称) 特集広告途中経過報告

(5)1 1月号 「いま建築教育に何が期待されて

いるのか J 特集広告途中経過報告

(6)12月号 「創 設45周年記念京都支部」・「束

畑建築事務所創立45周年記念」特集

(7階、自特集企画、その他

(8) 収支状況報告

第 2 回計画系 インテリア ・住 宅一分科会

28 日 7 時 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 大 僑 委 員 ほ か 3 名

議 事 平 成 5 年 2 月号特集案検討

事 業 委 員 会

第 3 回広報小委員会

1 日 6 時半 - 8 時 半 絵 本 会 会 議 室

出席 者 酒井 宮内向幹事ほか 6 名

議 事 (1) 前回事業委員会の報告

(2)第 2分科会からの報告と検討

第 4 固若い会員の集い小委員会

7 日 6 時半 - 9 時40分 絵 本 会 会 議 室

出席 者 杉 本副委員長はか 4 名

議 事 (1) 今後の予定について

15 日 4時 - 5 時20分 於 本 会 会 議 室

出席者 多井委員長ほか 7 名

議 事 各小委貝会からの報告と検討

第 2 回 妹島和世講演会分科会

20 日 6 時半 - 8 時 必 本 会 会 議 室

出 席 者 内仲委員ほか 5 名

議 事 (1) 当日のスケジ ュールについて

(2)配布 資料について

(3) 参加人数について

は) 会場設営について

(5)当日の役割分担について

第 5 回音楽と建築分科会

20 日 6 時半 - 8 時 半 必 本 会 会 議 室

出席者 杉本主査ほか 4 名

議 事 「管楽と建築ー森のホール ・パロ y クコン

サート 」について検討

第 1 固広報第 1 分科会

21 日 6 時半 - 8 時 15分 絵 本 会 会 議 室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1) I くまもとアートポリス大阪展」 につい

て検討

(2)その他の企画について

建 材 委 員 会

第 3 回委員会

B 日 3 時 半 - 511寺半 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 11名

材料説明 ダブルアール ( 内 ・外装装飾金物)

担 当 西 川 委 員

議 事 ( 1) 平成 4 年度建材委員会委員交代

(2)今後の検討建材

(3)次回開催について

(4) 今後の 「新建材紹介コーナー」偽載予定

出 版 委 員 会

第 4 回委員会

22 日 5 時 - 61侍 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委員長ほか 10名

殺 事 ( 1)  ( プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報侍

(2) 今後のテーマと執筆者選定

(3) Iフ。ロのノウハウ 」講座シリーズ

第 1 回「水にまつわるトラブルの事例・解決策」

小委員会

22 日 6 11寺- 7 時 鈴 木 会 会 議 室

出席者 須賀委貝長ほか 12名

議 事 全 体 ス ト ー リ ー と 附 成

|  国際文化公園都市住宅・住環境形成計画調査委員会

第 2 回委員会

23 日 2 11寺- 4 時 半 必 木 会 会 議 室



出席者 奨委只長ほか22名 | 妹島和世氏講演会

議事( 1)21世紀にむけた都市計画 ・ハ ウジングの I 31 日 6 時半 - 8 時半 鈴イトー キ大阪 ・クリ

潮 流 |  スタルホール

(2)国際文化公園都市における都市居住像 |  参加者 147名
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建 築 ク ラ ブ

第243回朝食会

14 日 8 時 - 9 時 半 徐 大 阪 グラン ドホテル

演題 「近畿の巨大古墳と天皇陵

講師 野口索佐氏 ( 日動火災海上保険( 術専務

取締役)

参加者 57名

見学会・演奏会

音楽と建築 vol. 2森のホール・バロックコンサート

25 日 2 時 - 8 11寺

見 学 会 布 引ハーブ圏内「森のホー ルJ I展望レ

ストラン j 等

布引 ノ、ーブ園建築概要

設 計 神戸市住宅局営繕苦11、おli 辺設計

施 行 背 木 建 設

演 奏 会 バ ロ ックコンサー ト

演奏 ム ジカ ・アンティカ ・パジ リエ

ンシス

(  3 人の古楽器演奏者 グループ)

参加者 207名

講 演

..0.. 

: D;  

I PL AT F ORMJ から「再春館製薬女子寮J へ一一

7 月の入会者 (敬林略)

〔団体会貝 l 社〕

本田工業側

〔個人会貝 14名〕

上 岡 洋 治 上 原 康 文 植 田 博之

(安 n也事長政計事 修所} 【音作瞳揖ttl 十事梅雨I (宏弁建築設計事筋所1

武 部 昌 之 中 村 智 治 藤 田 昌 宏

{安J m事L I : 計務揮所I 安 Jt- t t 聾位計康晴所I 音 1 m聾段計事揖所 l

細 野 久 幸 松浦 畿 森 本 史 郎

{安井喧聾政計康晴晴I (安片品集段針術務所I (安 J m築訟計事暗所}

池 田 貞 子 1中本 弘 歪 永悶 祐三

(広品デザイ ンハウス I (永田 北，m車町究所)

- テー" 7 I ドリームメーカー ( 夢つ' く り人) と

しての建築家」

. 鱗 師 井上章一 ( 国際 日本文化研究セ ンター

助教授)

竹山 製 (建築家 ・京都大学助教授)

若林広幸( 建築家 ・若林広幸建築研究

所)

. 日 時 1992年 10月 2 日( 金) P M  6  :  00- 9  :  00 

. 会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ 一 大 ホ ー ル

(大阪市西区うつぼ公園北角 地下鉄

四ツ橋線本町下車 3 分 T E L 06- 443 

5321)  

・会 費 無 料

・定 員 400名 ( 申込先着)1頂)

国申込み T E L 、F A X で下記まで

サ ンゲツ 中大阪営業所 「建築美フォー

ラム」係宛

T EL 06- 941- 0150 

F AX 0 6-941-0080 

.，ω新日本建築家協会近畿支部 企画 ・後促

建. 緩衝1992年9月号憎刊

難 波 孝 裕

{中央 I l Uコンサルタ ンア)

福 島 博 光

( 二車楠陣1

4 会員の言ト報

〔団体会員 〕

榎 並 昭 (62歳) 平成 4 年 7 月18 日死亡

〔名誉会員 〕

薮本芳一 (84歳) 平成 4 年 4 月 4 日死亡

〔個人会貝〕

山田 幸一 (66歳) 平成 4 年 7 月30日死亡

保地雅一 (69歳) 平成 4 年 8 月25 日死亡

駐車場の計画と設計

一建物とクルマの共存を求めて-

+ A 4判 . 208頁

. 定価 3，80 0円( 税込)

建物と クノν マの共存を輸に 、

駐車場設計のすべてを紹介。

設計資料としても活用で き

るノウハウ満載の決定版。

1 . 駐車濁の計画と位計のノウハウ

・駐車場とその改正

・駐車場設計のフ ローと手順

・どのような駐車場形式があるか

・自走式 ・機械式駐車場の計画と設計ポイント

・周辺交通との融和をいかにして図るか

・使いやすい駐車場にするためのポイント

・駐車場での災害防止のポイント

2. 駐. 婦の段計事例研究

設計資料と しても活用できる全16事例

はじめての

X 形配筋
事;針。m

Ｍ・・・ Ｑ 閉鎖倒 ｅ 悶圃‘・ Ｚｉ ＺＺｉ ｉｾｉ［Ｚ ・ Ｑ｝Ｚ 【副司・ ｅ ・ ｅ ・ ｊｾ｛ 嗣 ＺＱＺＱＱＱＺＮＢ ， Ｑ ＺＺＱ川副司 ｚ 陪・・・

いままでの鉄筋コンクリート造の弱点を克服できる新しい

R C部材として注目を集める rx形配筋郎材」。 この rx形

配筋」の優れた特性をイラストを交えながらわかり やす く解

説、さらにその特徴を実務に生かすためのノウハウを設計・

施工両面から詳細に紹介します。 また“ X形配筋書t. プログ

ラム" のF Dでの提供や25事例に及ぶ般針資料シートの紹介

など、す ぐに役立つ実践的な内容となっています。

南 宏 一 編

・A 5判 ・180頁

. 定価 5，400円( 税込)

5建築技術 10

最新版

地盤改良工法

地 盤 改 良 の 基 礎 知 識か ら、最 近 の

地 盤 改 良工 法 の 現 状 と 動 向 お よ び

実 際 に 採 用 さ れ た 各 種 工 法 の 実 例

を 数 多 く 紹 介 し ま す 。

[ 緊急レポート]

トルコ地震の被害を見て

[ 連載]

現代建築紀行 新横浜プリンスホテル

・ウォーターフロント開発を探る③

・4喬造計算の実務⑦

~知っておきたい根拠と常識~

側建築技術 販売直通@03(5467) 3301 

干150 東京都渋谷区神宮前5-52・2 J BPオーパル6F

9 7  



空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 エ

φ  

本 社

大阪支社

支 l苫

営 業 所

級 武 盲 目 E ヨr 司自伊主4

金総ｷＱ回目 ιｾｊｉ 、 ι

東京都港区浜松町 1- 25- 7  電話(3434 )6171 ( 大代)

阪市淀川区1mt:.¥ 1  - 58- 59 電話 (302)2271(代 )

北 海 道 ・東 北 名 古 屋 ・中 llil ・九 州

自11 路 ・凶 館 ・雌| 向償 iJi，・，1T 問 ・!j( r.II ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

志庖大匝窓桂 干 550 大阪，Iil' 向 [.(111; 端 11  119酢25サ 氾"f， ( 06H41 8231  

東 京 本 社 干 102 w: ，;(/:11 r 代 11I 1.( i; CI は211115時 10¥; - m，，!d03l 3261 8231  

貰 社 れ山ｾ ， .  ｾ， ｜ｉＧｉ＠

主 底 札 制 fl lJ fi 析 出 ・ 大 '，: ¥. ｲ Ｎ Ａｴ楠 ｩ ｊ ｾ .  17' 1j { • J;¥tm 伊'11 i  .  )，;:1'1¥ 附 山

11 . ; 品川松 f印牛

営難所 司 ｾｉｬＮ .  I判断; ; . ｉＧｊｾ 肱川悦 ｬＢｉＧ ， ｉ［ ｦｉＮ品 ｨ ｣ Ｇｴ .  I'，H'f，j  .  ｾＧｉｉｉ＠ dl  .  Ｇ ｉ［ｾｉｊｊ＠

行0"，11" !t 山 松 山 向 知 北 九州 瓜 児 刈 郎 副

出 張 所

海 外 支 庖

積 荷 研 究 所

Iill 川 相 品 川 崎 松H .  ｬＺ 士山ト ｉｾｪ .  l<  .. ｾ大 分 ｈ 崎

ノ ノ ガ ポ ー ル ホ ノ コ J

干 354 !ゐ 1県 人IlI lm; ' y，町)，，"，北水JI <¥90W r 地 屯 品 川 492) 同 151I  

空気L調 .f ll. il!:{i市7

43 排 /J< ，lll (1尚=

電 気 設 備 ⑧ 

Pi"¥ ｾ＠ ，ll!: fd.i 

IJ< 処 J IV. Iii匝設

環 境 胞 ，12

三機工業株式会社

大阪支l吉

本 庖

支 庖

φ  

取 締 役 社 以 ILI 谷 iJ; 二

大 阪 立 : 1，1; U: 三 閉村 正己也

大阪 di '1' 央区北浜2- 2- 21 '，!1，if，06(202 )3071( 代表 )

点京百11 下代l 1l 区イ{ 楽町 1-4- 1 電話03( 3502)6111 ( 大代 )

名市民 ・九州 ・北海道 ・'1'1.[ 1 京 北 北 陪 附 1.[ 1

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施

三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 底

本 社

支 社

大 阪 di ｾｴ＠ 1メキl 仰 111]" 3 吊: 5 ; ; 屯 ，:，r， (352)  1  1  3  1  Ｈ Ｈｾ Ｉ＠

! 反応 mS'I' 央|メ 11 本的蝋依岡r2  - 2 2  '，!I 話 ( 3667) 3431( 大 代 )

名 11; 1"¥-1 ・{Ijl t- ; ・. f L帆 ・! ぶ仏 ・編|品1 .  1.:;J.; .  ｾｉｲ＠ ｩ ｾｪ ・ 防ィＡ ｾ

。
本 社

東京本l苫

大阪本脂

支 宿

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃

-回凶・・

-・

-・・b

株式会社

大阪市中央区議見2丁目 l番61号Y イン21MID7ワー

東 京都新宿区凶新砕i 新宿住友ピル

大阪市北区西天満 4 丁目 6 lI'i 18号

仙台 ・償 浜 名 古 屋 神戸 ・広品 ・福岡

札眺 ・京郎 ・怯江

空 調

llrj，li 06 - 949 ー 1371

m話03- 3344ー 1911

包括 06- 363 ー 1371

"¥! W. 秋 田 盛 岡 ー大 五 千 葉 川 崎 . ' ，; ¥，山偏11 和歌山 ・

鳥取 ・岡山 高松 ー 下 ｬ 刻 ー 熊本 ・ 鹿児ｾＮｾ . 沖縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

偶， よりよき環境へ繍で挑む一 一 一

守 株式会社落語研

!t 太阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オート セン7 ーピ ル1 .  2階1

!W;f 史詩号542 '，[L，:，rj 大阪 (06) 768- 5  0  3  1  ｦｾ＠ ｊｾ＠

J >子ナシス部 '，1{ aIi  )、 阪 (  0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  ｦｾ＠ ｊｾ＠

Ｑ 在京 ｾＱｾｩ 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビ ル7階)

郵便番号 112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 ー 2 3  5  1代表

9 8  

商白は宇気ですo ¥1 r-
掴 四 聖書と空気のエンジニア内一一

〉ー〈J 5 r 位

・宮

空 気 調 手 " どと竺L 搬 送 機 設 備

給排 /j，?l tI 生 、てプフ7 設r. 1 胞 工

人に優しい環境づくり

第一工灘撒式Zi : J .t

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 jILi Xil:':i 3 丁 目 6 併 1 4 号

'Itf ，訊 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 ヰ土 〒100 米 京 都 千 代 111 1叉) Lの 内 3 丁目 3 孫 l 号

"，[L話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪営業所

大阪市北区西天満 5 11 12  "o([ 06- 313ー1846

枚方営雛所 枚 )j 市甲斐聞東町 9 - 3  1110720- 49- 2128  

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 Ｖ 丁目 Ｘ 番 Ｔ 号 電路大阪 ＨＴＵＸＩＳＶＲＸｾ 昏

支 庖 ・営 業 所 福岡・京都・天理・川西 ・神戸

大規模空間( 天井金属パネル〕に

地球を入れるごとはできませんが

仰 を 入 れ … で き ま す O K U J U

内外重要創作パネル・システム天弁・間仕切

本 社

大阪市北区西天満5丁 目3番7号 〒530

T E L( 06)312- 4131 FAX( 06) 312- 7998 

東京・九州・機浜名古屋・仙台宮崎

惜 式 会 H オクジ: コー

⑧議議通融式会本土

代表取締役社長 依
藤

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

孝 行

T E L ( 06)35ト 5428附

F A X( 06)351- 5299 



99 

. 拶9 P

〒530 大阪市北区天満ト7- 23

TEL.06(357)  1803fftl FAX. 06( 357) 4850 

日本電植株式会社

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771) 6 1 6 8  

大阪市中央区高麗橋4 丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿 ・神 奈 川・東 関 東・中部・九J+I

社

ネ土

本 社干 Ｕ 却大蔵間Ｚｾ天盟 ｅ ーか Ｘ 也ピ ｊω TEL 由(3制) 14' 1. FAX 00(3倒)5日3

東 京 支 在 干11li G Il理E新館一16(ニュー新蝿ピル) TEL03( お倒)0131.FAX 国( 捌)0268

名古車互活干461 名古車問惚童m- 12-14 TEL限( 矧)5131. FAX052(914)7日5

樽戸貰后干即神戸市轟霊邑盤午砲 ｈｾ Ｈ 工ビスピ ｍ TEL例 制1)5571.FAX078(871l 6161 

層研究所 T吉田文銀府明市三宝町七T3国 TELOn2<2n8制・FAXOn1( 初1似

電気段備 ・計義制御段備・空調設備・クリーンルー ム段備・プラ ン ト設備

鎗排水衛生段備・エネ ルギー集中髭視システ ム 段計施工

唱ｾ . .  ・......
⑪束洋:;;了二;;;;: 酎也区ＨｾｉｾＩ 日 Ｊ￬ｾｾｉ￯ｭｾｩ 詮社

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T EL  06 (792)  5851' F AX 06 (792)  2810 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

ム一

A

三宝電機株式会社

取 締 役 社 長 必 納 秀

ーーーーーーーーー・・ Ｔ 可 ， ｉ ， ｕｾ ，Ｂ

2舎町震H嗣 S

設 計 施 工

士

式

H  

⑤ 

気 株

本山代表取締役

電 気 設 備

支社長

電陽

<<i"iO. 

&  

朝

あ 干

-1-‘ 556 
勺 I

ゅ二_ ?s 

スーー 版 フ

雇門事" t

恨 4ai量 う

工.l!L 区 ス

事証 書五五

の l ' 予 三 六 六

f!j 式=77
" 火 " - 二 L j _ 

は去 轟画面

社 三一五

百 号 六 四

メ 沙 凶 山 地 同 ミ

. 住 友 電 設 株 式 会 社 詰22Z12223F52事212iEJ321;!?

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0461 ( 代表)

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

- 情報通信段備

情蝿温情ネ y トワーク

情岨盤E聖

温情y ステム

融通ンステム

・電力総量段備

費宜電

聾空送配電

地中送配電

人と都市の快適な環境をつくります

電 気 工 事 設 計 施 工

締 裏 金 員 =  
代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 51渚)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 茅 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

ｾｾ ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 ｊｾ＠

京都市 ｦＪＢｾ 区凶九条位 ｬ 封町 Ｒ 0 寄 I也の l

f江話( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691 ) 1045  

大阪市北区天満1- 5- 20 ｾｉｉ 話 Ｈ ＰＶ Ｉ ＳＵＲ Ｍ ＳＵＰ ＱＨ Ｑ り

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  氾話( 0592)26- 361附り

四 日 市 市 西 末 広 田I 屯話 ( 0593)53ー 7431聞

大津市中央 2 T  ｆｬ ｈｾＸ＠ i lI話 (0775)22 - 9738日目

⑨日本管工業株式会社

言I

設計並施工

1. )  

，四司E

- 空鯛 ・給排水・衛生2宜備

空気聞和

工場配菅

木 蛙 理
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適
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株 式 会 社 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 主 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 

大阪支底 止阪市中央区北浜3- 2- 23(1" 霊ピル)

T  E  L06- 202- 3294 
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目宜バイナリーシート P

目 呈 電 線 株 式 曾 祉 制 問 千 代 田 区 加汀目1畳間 干代国ピ)1- )

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・シ ー ト 防 水 ・モノレタノレ|切水

・樹 脂 注入 接着 工 法 各 段 樹 脂 注 入 接 苅事11 i 修工事

・ 亀裂補修 工 事各 鶴間脈注入 ・ 光ｾ ・ コーキング

・シ ーリ ン グ 工 事 シリコン ・チオコーノレ ・ウ レ タ ン ・アク リノレ

・吹 付 工 事 ア ク リ ル ・リ シン . ，;I jl性タイノレ ・そ の 他

o建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 5 3 ) 第 5 12 2 5号

く〉 日本 シ ー リン グ工 事 業 協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  ' ' ' ' ' ' ' '¥ 1+: 1;  h ! r _ 噌竺r J..1.I. 

ltt 和 地 所 扇 町 ピ ル2015 ¥'1方、1 苛 τ T てむ市ι 1" V 唱. 11 1

T E J. 06( 315 )  0  7  0  1 ・ - - .. - - - -- - ... .. 

デンカC S Aファミリー製品

-子ニJ nCSA ( 膨張性混和材) コンクリー卜のひびわれ防止に

・安二 ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｄ 守 Ｓ ー子園 ｊ Ｇｊｾ Ｈ建 造 ､･ ｔ Ｉ コンクリー卜躯体の漏水補修に

- TニJ DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J DZI OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメン卜製造用に

ネ土

TEL  本社 ・京都 ・制 軒 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

PUs ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

A

曾式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

曾式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

TEL 大阪 ( 0  6  )  4 4 3 - 6 1 8 1  

産

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

曾式株成東ネ土

A

ム

玄式株産物洋光 郷 化

TE L 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

2 5 2 - 6 0 0 0  (0  6 )  T E L 大 |坂

100 
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興 凶1[ ，ム素肌抗告征

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 ) 2703附 F AX 03(3571 )0264  

テトカッパー防水
大臨事揖所 TEL06(391) 1081- 1FAX 06(395)1109 名吉屋出強踊 TEL051(811 )3660 

備品宮要所 TELO' 5(310) '831 FAXO時 (310) . 765 嘩 不 出 張 所 TELO岨1(11)1 76IFAXO岨1(13) 1341 

| カッパー防水帯 コJ ータサニヤ? ン防水格 I

資料をご聞耳障下さい。

1脅王宮実所 TELO' 8(77叫18' 5 ;:正捻 出 揮 踊 TEL0191(18)  0878  FAX0191 (18)161.  

新しし、時代の、新しし、扉をひらきたし、。
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東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1- 3 - 8  ( 日 本 生 命谷 町 ピ ル)

T E L  (0 6) 94 3 - 6 5 7 1  ( イ党)

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大意/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I ! J ヲ! 乱暴ヲル

大和郡山市九条スポーツセンター屋根 エターノコアーF

ロ

回目

長 尺 物 色 彩 豊 富 責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

i皮板規格 S小i皮・S大i皮・Vi .皮・ポ y クス i皮- wジャンボi皮・V デ y キ

S V ジャンポi皮・ボルトレスルーフ B L ' 其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニターベンチレータームーパー・エキゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カタログをこ:lj' 求下さ い。

鶴市 I J I !J 9J l 州 製 造 線 式 会 誼

干 660 尼 崎 市 昭 和l 南 通 り 3 - 2 6  電 話 大 阪 ( 06) 4 12- 5131(11:) 

大阪 ・ 九州・ 名 古島ｾ . 広 島 ・東 条 . ｢ｬｾ 路

干 335 蕨 市 縁 起 5 丁 目 6 需 32 号 電 話 政 ( 0484) 42- 3 115附

東北・w : 京 ・l拘束 ・熊 谷



. 煙による災害から尊い人命を美しく守る - M式ツリコ
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施 工 例

四国電力・徳島支社

八イセンスな空間の創造と 、安心の防煙対策。

それはミヨシの完成された曲線美と技術から。

任意のアール納まりによる防煙垂壁、

設計意図に合わせた安全の仕組みをご考察下さい。

- 優美な仕上り ・すぐれだ施工性 ・合理的な構造

・高い安全性 ・作業ガ簡単 ・手軽なメンテナンス

合理的なガラス防煙垂壁

実用新案 M 式曹リコ

壁面ガラス受け

¥ごつり下げボルト

喜用ガラス受け

〈弊社製品は、 工業所有権を保有しております 〉

ユーザーにご迷惑を及ぼ衣類似品 について

は十 分ご注意下さL 、
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本社/ 干730 広 島 市 中区 紙 屋 町 2 - 2  - 38 fi 082-248-0344 FAX 082-247- 3479 

関東/ 干105 東京都港区浜松町2-2-15 ダイヤハイツ内 fi 03-3432-4641 FAX03-3433-2820 

関 西 / 干636 奈良県磯城郡田原本町新町307 fi 07443-3-4431  FAX07747-6-4907 

九州/ 干815 福岡 市 南区長丘 5 - 11 - 2 0 公 092-56ト1675 FAX  092-511-9119  

・上記の他、各地区に代理広がありま丸

03379- 9  雑誌

圏一= : J =1 

製 造

発売元


